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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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優しさの向こう側




ＡＣＴ　１




「兼けん城じよう先生、次のカンファランスだけど……」

「あ、僕ぼく、あたりますよね」

「出られる？」

「出ます。えーと……そうなると、北きた条じよう総合の当直代わってもらわないといけないから……」

「ネーベン係の神かん田だ先生なら、さっき出てったよ。アンギオ血管造影じゃないかな」

　東とう興こう学院大学医学部内にある第三内科医局は、正式名称を医学部第三内科学教室という。院生、研究医まで含ふくめた医局員は百人以上。常時医局に出入りしている人間だけで、優に五十人を超こえる。

「兼城先生、僕、これから病びよう棟とうに出るから、言っておいてあげましょう。リバカン肝疾患検討会の日の当直、ふってもらえばいいんですね」

「あ、はい……」

　兼城瑞みず穂ほは、意外な人物から声をかけられて、目をぱちぱちさせながら頷うなずいた。どこか小動物めいたファニーフェイスが、きょとんと話しかけた相手を見つめる。

「す、すみません……」

「どういたしまして。ついでですよ」

　にこりと微笑ほほえむのは、優しげに整った顔立ちの人物だった。色白の端たん整せいな面おも差ざしに、少し下がり気味の目元が優しい。ベルベットのように滑なめらかな声は、聞きやすいテノールである。

「はい……」

「じゃ」

　ぱたりとドアが閉じ、呆ぼう然ぜんとしている兼城と彼の二学年上である研究医片かた桐ぎりが残される。

「兼城先生……」

　片桐が恐おそる恐る言った。

「先生って……柳やな原はら先生とどこかで一いつ緒しよだったっけ……」

　兼城がぶんぶんと首を振ふる。

「な、ないですっ、ないですっ。僕ぼく、指導医は多た岐き先生だったし、研修先でもご一緒したことないですからっ」

「そう……だよねぇ……」

　今し方、おっとりとした微笑みを残して出ていった人物は、この第三内科の講師である柳原秀しゆう平へいだった。教授、助教授に次ぐいわばナンバー３の立場で、大学から給きゆう与よの発生する数少ないポストに就いている人物である。大学医局に所属する人員のうち、その仕事において給与をもらえるのは、全体の一割といわれている。あとは逆に医局費を払はらって、いさせてもらう立場なのだ。中でも講師といえば、教授選にも出られるポストだ。まだ、研修先から医局に戻もどったばかりの兼城あたりからすれば、顎あごで使われて当然の雲の上の存在なのである。

「しかし、よく僕の名前なんか覚えていらっしゃいますよねぇ……」

　兼城はテーブルの上に置いていたファイルを抱かかえ上げた。まだまだ下したっ端ぱの立場では机さえもらえない。かろうじて引き出しをひとつもらい、ほとんどの仕事や研究は、医局内のテーブルか実験室か図書室の机で行う。きついと言えばきついが、どの研究者も乗り越こえてきた道というものである。

「まぁ……兼城先生は目立つからねぇ……」

　片桐が苦笑しながら言った。

「はい？」

　山のようなファイルを抱えながら、兼城はきょとんと大きな目を見開く。

「目立つって……僕がですか？」

　うんうんと頷うなずかれて、首を傾かしげてしまう。

「どこが……」

「どこがってなぁ」

　片桐はくすくす笑っているだけだ。

「だからさ……兼城先生はそこにいるだけで、ああ、いるなぁって……そういう感じなんだよ」

「はぁ……」

　よくわからない顔で首をひねりながら、兼城はよいしょと手にしていたファイルを揺ゆすり上げた。

「……とりあえず、リバカンには出られそうなんで……」

「ああ、わかった。じゃあ、出席にしておくから」

「はい」

　兼城は軽く会え釈しやくして、医局から実験室に向かった。







　この春の異動で、兼城は研修を終え、正式に研究医として大学に戻もどった。つまり、臨りん床しよう医いとして病院に常勤するのではなく、非常勤で勤務する傍かたわら、医学部付属病院で診しん療りようにあたり、さらに自分の研究をするという身体からだがいくつあっても足りないような過か酷こくな日々に身を投じたのである。

「……遅おそくなってごめんなさい」

　小雨の中を小走りに走ってくると、兼城は慌あわてて車に乗り込んだ。ばたんとドアを閉じると同時に、ふわっとタオルが降ってくる。

「わ……」

「……別に俺おれは逃にげやしないから、ちゃんと傘かさをさして歩いてこい」

　渋しぶい声で言いながら、エンジンをかけたのは、精せい悍かんに引き締しまった横顔で煙草たばこをくわえている男だった。

「小雨といっても雨だろうが。濡ぬれて風か邪ぜでもひいたらどうする」

「はい……」

　こしこしと濡れた髪かみや肩かたを拭ふきながら肩をすくめると、すうっと暖かな腕うでが回ってきた。そのまま軽く引き寄せて、頬ほおにキスをされる。そのくすぐったく優しい感かん触しよくに、兼城はくすりと小さく笑ってしまう。

「……だって、なかなかゆっくり会える時間がとれないから……。あんまり時間を無む駄だにしたくなかったんです」

「待ちこがれるもまた一興だろう？」

　ゆっくりと車を出しながら、巳み波なみ嗣つぐ俊としは片頬だけで笑った。

　兼城の研修先だった高たか原はら記念病院に勤務する巳波は、放射線科の主任……つまり、診療放射線技師である。本来であれば、指揮系統的に言うと医師である兼城は、技師である巳波に指示する立場である。それが、初対面から叱しかりとばされ、こづき回され……気がついたら、兼城は巳波に認められたい、見放されたくない一心で、必死に彼の後を追いかけていた。医い療りよう人としての限界や分別、役割を教えてくれたのは、全すべて巳波だ。反発は尊敬になり、やがて思し慕ぼになった。巳波もまた、兼城の医師らしからぬひたむきさに惹ひかれ、二人の想おもいは一つになった。そんな関係ももう一年になる。

「病院の方、どうですか？」

「何だよ、いきなり仕事の話か？」

　巳波が苦笑する。

「おまえも結構仕事の虫だよな」

「そんなことないです。ただ、俺おれ先週、学会で休みだったから……。カメラの結果も見てないし」

「ま……おおかたそんなことだろうとは思ったがな」

　苦笑しながら、巳波は赤信号になったのを確かめて、リアシートに置いていたブルゾンのポケットから三枚ほどのコピーを取りだした。

「ほら」

「え？」

　ぽんと膝ひざに投げ出されたのを見ると、兼城が内視鏡で行おこなった組織検査の結果だった。

　大学に戻もどってからの兼城は、それまで常勤だった高原記念病院に、非常勤で勤務するようになった。つまり毎日の勤務ではなく、週に二日の勤務に変わったのだ。だから、そこが学会に引っかかったりすると、まる二週間出勤しないことになる。

「グループⅤがひとり出てる。多岐サンの患かん者じやだから、一応耳には入れといた」

「……ありがとうございます」

　内視鏡組織検査のステージはグループⅠからⅤに分けられ、Ⅴの場合は「malignancyマリグナンシイ」……すなわち悪性である。

　兼城は巳波がコピーしてきてくれた検査結果をざっとチェックした。自分の所見と大きく違ちがっていないことを確認する。

「ああ、それ……」

「はい。シュレッダーにかけてください」

　兼城はコピーを折ると、巳波のブルゾンのポケットに戻した。患者の名前の付いているものは院外にむやみに持ちだしてはならない。守秘義務というものである。

「忙いそがしいか？」

　ハンドルを切りながら、巳波が言った。ぶっきらぼうな言葉だが、その奥おくには優しさがにじんでいる。

「まぁ……それなりに」

　兼城が笑う。

「駆かけ出しですから。雑用やら何やらで、走り回っているって感じですね。まわりは上の先生ばっかりだし」

　医者の世界もある意味縦社会だ。実年ねん齢れいよりも卒業年度がものをいう点では、一いつ般ぱんのサラリーマンと少々違ちがうような気もするが、上のものに逆らえないというあたりは同じである。

「まぁ……おまえはひとに可愛かわいがられる方だから、そういう意味では心配していない。多岐サンや瀬せ川がわサンだと、そういう縦社会にはなじんでいけないだろうが、おまえはその点での心配はない。ただ」

　車がマンションの地ち下か駐ちゆう車しや場じように降りていく。濡ぬれたタイヤの鳴る音が反はん響きようする。

「ただ……何ですか？」

　車がきゅっと止まった。ライトを消すとしんとした静けさが二人を包む。巳波の暖かい腕うでがすうっと兼城を引き寄せた。はっと我に返る間もなく、腕の中にすっぽりと抱だきしめられる。

「おまえは……少しがんばりすぎるきらいがあるからな。精神よりも肉体的にストレスをため込こむ方だから、そっちが心配だ。すぐに食わなくなるし、寝ねなくなる」

　規則正しい胸の鼓こ動どうが耳に届く。このリズムは寄せては返す波のリズムと同じなのだと聞いたことがある。確かにひとの胎たい内ないも海も、いずれ還かえっていく場所なのだから、それもまた当然かもしれない。とろりとした眠ねむ気けにさえ襲おそわれながら、兼城はうっすらと微笑ほほえんだ。

「そうしたら……すぐに巳波さんのところに行きます。ちゃんと眠らせて……くれるでしょう？」

「あ……？」

　そっと吐と息いきを近づけていた巳波が、まつげの触ふれそうな位置でくすりと笑った。それは微び笑しようというより、むしろ苦笑に近い感じだ。

「ああ……眠らせてはやるがな」

　軽く音をたてて、唇くちびるが重なる。

「だが……疲ひ労ろう回復は保証できないな」

　そこにお互たがいがいることを確かめるように、幾いく度ども唇は重なり、また離はなれ、重なる。

「ええ……それは俺おれも期待はしていませんから」

　くすくすと甘あまく笑いながら、兼城が答える。

「ただ……頭を空っぽにさせてもらえれば十じゆう分ぶんです」

　寄りかかれる存在があるということは、こんなにも幸せだ。初めの頃ころのように、一いつ瞬しゆんで燃え上がり燃え尽つきるような熱さはないが、しっとりとした優しい暖かさがここにはある。

「じゃあ」

　ぽんと兼城の身体からだを胸から離して、巳波がくっと唇の端はしをつり上げるようにして笑った。

「とりあえず、頭を空っぽにして、身体をいっぱいにしようか」







　釣つった魚に餌えさはやらないとか、手に入らないものほど欲しくなるとか……それは愛するパワーの少ない人間の言い訳だと思う。本当にその相手が欲しいのなら、いくら貪むさぼってもまだまだ足りないと思うはずだからだ。

「あ……ん……っ」

　強く抱だきしめられ、溶とけ落ちそうな熱を送り込まれながら、兼城は白く飛んだ頭の片かた隅すみで考えていた。

「ん……っ、う……っ」

　そうでも思わなければ、自分と巳波はいったいどうなってしまうのだろう。

　会えば会っただけ離はなれることがつらくなるし、抱き合えば抱き合っただけ、もっともっとぬくもりが欲しくなる。これでは、恋を知り染めたばかりの子供のようだが、子供と大人の恋には決定的な違ちがいがあると思う。それは。

「……っ」

　微かすかな息を吐はいて、巳波が兼城の首筋に唇くちびるを埋うめてくる。兼城も深く息を吐いて、重なる身体をそっと抱きしめた。

「……痩やせたか？」

　素す肌はだを抱きしめて、巳波が囁ささやいた。

「そう……ですね。体重はいくらか減りました」

　まだ潤うるんだ声で、兼城が答える。

　子供の恋が全すべてにおいて自己満足で突つっ走るものだとすれば、大人の恋はお互たがいに高め合って、共に到とう達たつするところを目指すものだと思う。ときには自分のはやるものを押おさえ、ときには相手をゆったりと高めて。その駆かけ引きが、また大人の恋れん愛あいの醍だい醐ご味みであろうと思う。

　兼城はふうっとため息をついてから、ゆっくりと額に張りついた髪かみをかき上げた。

「やっぱり……人間の多いところは疲つかれます。身体からだの疲れというより、気疲れ、人疲れですね」

「そうか……」

　兼城を胸の中に抱き寄せたまま、巳波は器用にナイトテーブルに手を伸のばして、煙草たばこをとり一本くわえて火をつけた。

「俺おれは、大学の医局ってのか？　そういう人間関係ってのはよくわからないんだが、やっぱり絶対の権力者みたいのがいるわけか？」

「権力者といえば……まぁ、教授なんでしょうけど、俺みたいな下したっ端ぱには、むしろ医局長の方が絶対ですね」

　ぽつりぽつりと兼城は言葉をこぼす。

「医局長とかネーベン係とか……俺おれたちの人事権を握にぎっているわけですから、やっぱり逆らえないですね。あ、ネーベン係っていうのは、俺たちの勤務表を作る係の先生ですけど」

「人事権ねぇ……」

　巳波がふっと紫し煙えんを吐はく。兼城とつき合うようになって、巳波は煙草たばこを変えた。もともとあまりヘビーなものを吸う方ではなかったのだが、よりライトなものに変わった。喫きつ煙えん習慣のない兼城を思いやってのことなのだ。しかし、キスがおいしくないというのが、その大きな理由ということを兼城は知らない。

「極きよく端たんな話、そのあたりに睨にらまれてしまうと、医局自体への出入りができなくなりますね。バイトもとんでもない遠くとか、ペイの悪いところに回されちゃいますから、死活問題にもなりますし」

「はぁ……」

　こりこりと巳波はこめかみのあたりを掻かく。

「何とも……陰いん険けんなもんだなぁ。白い巨きよ塔とうなんざ、ドラマの中だけかと思っていたが」

「どこでもこんなものでしょう」

　くすくすと兼城は笑った。

「まぁ、普ふ通つうにしていればどうということはないと思います。俺自身、そう突とつ出しゆつしている……」

　そこで、兼城はぷつりと言葉を切った。何かを考えるように、視線をさまよわせる。そんな彼の様子に、敏びん感かんな巳波が気づかないわけがない。

「どうした？」

　軽く肩かたを揺ゆすり上げるようにすると、兼城がはっと視線を戻もどす。ぱちぱちと大きな目を瞬しばたたいて、巳波を見つめた。

「いえ……どうってことないんですけど。巳波さん、俺って目立ちます？」

「あ？」

　唐とう突とつに話をふられて、巳波は面食らったように、腕うでの中の兼城を見つめ返した。別に冗じよう談だんを言っている様子もなく、ごく真ま面じ目めな顔をしている。

「目立つって……どういう意味でだよ」

「よく……わかりません。ただ、そこにいるだけで、いるなぁって思わせるんだそうです」

「何だ、そりゃ」

　巳波はゆっくりとベッドの上に起き直った。煙草を消し、ナイトテーブルに乗せたままになっていた自分の携けい帯たい電話の時計を確認する。

「……まだ十一時か。何か食うか？」

「いえ」

　兼城は怠だるそうにまだ横になったままだ。頭ははっきりしているが、身体からだがついてこないのだろう。巳波は身軽に立ち上がると、キッチンに向かい、持ってきたビールの缶かんをぽんと兼城に投げた。

「あ、ありがとうございます」

　巳波はベッドに座り、ビールで喉のどを潤うるおすためにゆっくりと起きあがった兼城を、ひょいと自分の肩かたに寄り掛かからせた。

「そうだな……俺おれも瑞穂にはぱっと目がいったから、そういう意味では目立つんだろうな。まぁ、悪目立ちじゃないからいいんだろうが……ちょっと心配ではあるな」

「心配？」

　こくりと細い喉を鳴らしてビールを飲みながら、兼城は大きな目を見開いた。

「どういうことです？」

「だからさ」

　ひょいと頬ほおにキス。

「……こういう意味で、瑞穂に興味を持たれると困るってことだ」

「み、巳波さん……っ」

　兼城は手にしていたビールの缶を落としそうになりながら、真っ赤になって叫さけんだ。

「そ、そんな人があちこちにいたら困るじゃないですかっ！」

「うん。だから……」

「巳波さんっ！」

　兼城がじたばた騒さわぐ。

「お、俺おれは別に誰だれでもってわけじゃ……っ」

「そんなこたわかってるよ」

　巳波はくっくっと笑う。

　確かにおもしろい。確かに目立つだろう。二十代も半ばすぎ、いいかげんすれてもいいはずなのに、こんなにシャイでピュアな面をまだ持ち合わせている兼城は。

「ま、あんまり気にするな。さっきも言ったが、瑞穂はひとに可愛かわいがられるタイプだ。それをうまく利用して、少し楽に泳ぐことを覚えるにはちょうどいいだろう。せいぜい可愛がってもらえ」

「……そんな無責任なことを……」

　少し唇くちびるを尖とがらせて拗すねてみても、結局それも、恋こい人びと同士のちょっとしたじゃれあいでしかない。くすくすと笑いながら、二人はかちりとビールの缶をぶつけ合う。

　共に、これから降りかかってくるとんでもない事態を予想だにしないままで。





ＡＣＴ　２




「ええと……これは来週の検査枠わくに入れてと……」

「兼城先生」

　いくつかの症しよう例れいを頭に思い浮うかべ、兼城はぶつぶつとつぶやきながら、病びよう棟とうの廊ろう下かを歩いていた。研修から上がったばかりの研究医である兼城は、医学部の付属病院で病棟主治医になることはない。常時院内にいるわけではないからだ。しかし、検査や外来には関かかわっているので、やはり患かん者じやと無関係ではいられない。いろいろと算段しなければならないことも多々あるのだ。

「は、はい？」

　自分の世界に入りかかっていた彼は、後ろから声をかけられて、慌あわてて振ふり向いた。抜ぬけかけていた魂たましいを呼び戻もどす。

「……お忙いそがしいところすみませんね」

　にっこりと立っていたのは、色白のハンサムだった。すらりとした長身は軽く百八十を超こえているだろう。痩そう身しんだが貧弱な感じはしない。バランスがきちんととれているからだ。

「柳原先生……」

　またも意外な人物の登場だった。この前、偶ぐう然ぜんに声をかけられただけでも驚おどろいたのに、今度は名指しである。

「少しお時間いただけますか？」

　柳原秀平は穏おだやかに言った。医局のトップに近い彼が、駆かけ出し研究医でしかない兼城にこんなに丁てい寧ねいな言葉で話すことは、まず普ふ通つうあり得ない。顎あごでしゃくられても、文句は言えない立場なのだ。兼城は逆にどぎまぎして、すぐに返事ができない。

「あ、あの……」

「ちょっとお願いがあるんです。医局では何ですから……ちょっとコーヒーでも飲みに行きませんか？」

「は、はぁ……」

　柳原に会え釈しやくしながら、傍かたわらを兼城より上の学年の医師が通り過ぎていく。明らかにアンバランスな組み合わせに不ふ審しんげだ。兼城は慌あわてて、すでに歩き出していた柳原を追った。







　病院内にあるコーヒーショップは、お昼の時間を過ぎていたこともあって空すいていた。柳原は入り口から少し陰かげになる場所に席を取る。兼城もそれに従った。お互たがいにコーヒーをオーダーして、向かい合って座る。

「兼城先生は、今どちらに派は遣けんになっているんでしたっけ」

　コーヒーが来るのを待ちながら、柳原が相変わらず丁寧な口調で言った。

「所属は高原記念です。後は北条の当直がレギュラーです。イレギュラーは、検査、当直含ふくめてあちこち飛んでますけど」

　ほとんど面接試験の気分で、兼城は答える。こんなのはわかっていることではないかと思ったが、考えてみれば、柳原は講師であり、研究医の派は遣けん先を采さい配はいする医局長やネーベン係ではない。百人以上もいる医局員の動向まで把は握あくしてはいないだろう。

「確か……指導医は多岐一かず哉や先生でしたよね」

「あ、はい」

　コーヒーが運ばれてきた。しばらくの間、柳原は無言で静かにコーヒーをすすっていた。兼城は何となく身の置き所のない気分で、同じくコーヒーをすする。

「兼城先生」

　たっぷり五分近くも沈ちん黙もくを続けてから、柳原はおもむろに言った。

「春の消化器学会なんですが……うちが幹事になっていることはご存じですよね」

「はい」

　内科消化器学会は、年に一回行われる全国規模の学会である。全国の大学がそれぞれ持ち回りで幹事を務め、会場のセッティングから進行、打ち上げの設定までを行うことになっている。今年はその幹事校に、兼城たちの大学があたっているのだ。

「それでね、私もいろいろと忙いそがしいんですよ」

「はい……」

　おっとりと言う柳原に、兼城は内心で首を傾かしげながら頷うなずく。

　学会で実際にわたわたと動き回り、肉体的に忙しい思いをするのは、兼城より少し上の中ちゆう堅けんなのだが、柳原のような上層部にもそれなりの忙しさはある。彼らの仕事はもっぱら、接待とお偉えらいさんのご機き嫌げんとりといったところか。それがある意味、将来の己の立場への布ふ石せきになるとはいえ、難なん儀ぎなことである。

「それで、兼城先生にお願いしたいことなんですが、学会で演題の発表者になっていただきたいんです」

「はい……えっ！」

　あまりにすらりと言われ、素直に頷きかけて、兼城ははっと我に返った。

「や、柳原先生っ」

「はい？」

「そ、それはっ、無理ですっ」

　コーヒーカップが吹ふき飛びかねない勢いで、兼城は向かいに座る柳原に訴うつたえた。

「お……私はまだ研究医として医局に戻もどったばかりですっ。きちんとした研究テーマも持っていないし、論文の作成もまだまだですっ。は、発表ならもっと上の先生方が……っ」

「いえ、ですから、話は最後までお聞きなさい」

　柳原は相変わらず落ち着いた声で言う。

「演題の監かん修しゆうはもちろん私がやります。実験の指導もしますし、資料のまとめ方などもお教えします。やはり、大きな舞ぶ台たいはきちんと若いときに踏ふんでおいた方がいいですよ。せっかく地元の利もあるわけですから、いかがです？」

「はぁ……」

　話が違ちがう方に向いてきた。兼城は半分だけ中身の入ったコーヒーカップを睨にらみ付けながら、ぐるぐると考える。

　本来であれば、兼城はまだ学会発表のできる立場にない。いっそのこと病院に就職していて、そこで演題を出すなら、発表の機会もあるのだが、大学医局からとなると、発表する人間が多すぎるのだ。なかなか一番の若手である兼城に機会は回ってこない。

「……どうですか？」

　柳原は優しげに首を傾げながら、兼城の目をのぞき込んでくる。

「はい……」

　医局のトップに近い講師にここまで言われて、断れるはずもない。

〝もっと……時間がなくなるなぁ……〟

　今ですら、一日が三十時間くらいあるといいと真しん剣けんに思っている身だ。しかし。

「本当に……私でよろしいんでしょうか」

　一応の確認に、柳原はにこりと笑って頷うなずく。

「実は、教授にももう許可を取ってあるんです。兼城先生には事後承しよう諾だくという形になってしまいましたが」

「はぁ……」

　これはもう、逃にげはきかないということだ。

〝腹をくくるしかないってことか〟

　わりに諦あきらめはいい方だ。というより、思考の転てん換かんが早いのである。華きや奢しやな外見を裏切って、兼城の理性は意外にタフだ。

「わかりました。私でどのくらいお役に立つかわかりませんが、精せい一いつ杯ぱいやらせていただきます」

　きちんと膝ひざの上に手を置いて、兼城はぺこりと頭を下げる。

「こちらこそです。突とつ然ぜんだったのに、受けていただいて嬉うれしいですよ」

　柳原は穏おだやかな口調で言い、優しげな目元で笑った。そして、コーヒーのレシートをとって、すっと立ち上がる。

「それでは、詳くわしい話は……そうですね、リバカンの後にでもしましょうか。兼城先生も出られますよね」

「あ、はい。当たることになっていますから」

「わかりました」

　慌あわててウォレットを取り出そうとする兼城をひらひらと振ふったレシートで制して、柳原はすっと背を向けてから、思い直したように振り向いた。

「ああ……兼城先生は高原においででしたね……」

「はい」

　柳原は少し考える風を見せてから、ゆっくりと言った。

「今回のことなんですが……高原の方にはご内密に願えますか？」

「はい？」

　コーヒーのお礼にぺこりと頭を下げていた兼城は、怪け訝げんな表情で顔を上げた。

「内密といいますと……高原には学会のことは黙だまっていろということですか……？」

　柳原が頷うなずく。

「まぁ、プログラムが出れば嫌いやでもわかることですが、指導医の多岐先生をちょっとないがしろにするような所業ではありますからね。いずれ折を見て、私の方から先生にはお話いたしますので」

　苦笑する柳原に、兼城はごく素直に頷いた。

「あ、はい。わかりました」

「それでは、また」

　兼城の返事に満足げに微笑ほほえむと、柳原はさらりと手を振ふって、コーヒーショップを出ていった。







　東興学院大学医学部付属病院の規模は、高原記念病院のおよそ三倍である。当然のことながら、検査関係のエリアも広く、いくつもの検査が並行して行われている。

「ああ……柳原先生から話は聞いているよ」

　兼城は、ずらりとうなぎの寝ね床どこ式に並んだ検査室のひとつにいた。腹部血管造ぞう影えいの検査室である。

「まぁ、大だい抜ばつ擢てきといえば大抜擢かな」

　看護婦が指定の造影カテーテルを探しているのを横目に見ながら言ったのは、医局長の松まつ岡おかである。検査中のちょっとしたインターバルに、兼城は柳原からの申し出について話してみたのだ。

「はぁ……やっぱり分不相応ですよねぇ……」

　真ま面じ目めに頷うなずく兼城に、松岡はくすりと笑う。

「そこまでは言わないけどな。でも、兼城は確かに有望株だけど、まだ大学に戻もどったばっかりだしなぁ」

「……」

　持ち上げられているのか嫌いや味みなのかわからなくて、兼城は曖あい昧まいな表情を浮うかべるしかない。二人とも清潔のガウンにマスク、手て袋ぶくろ、帽ぼう子しといったいでたちである。表情が窺うかがえるのは、微かすかにのぞいた目だけだ。

「でも、ま、柳原さんは講師としては新しいけど、留学もしている人だし、いろいろと学ぶところもあると思うよ。優しい外見のわりに要求は厳しいと思うけど、少なくとも仕事上のことで間ま違ちがったことは言わないと思うから、勉強させてもらうつもりでやってみれば」

「はぁ……」

「しかし……」

　ようやくカテが見つかったようだ。看護婦がパッケージを開けて差し出してくるのを受け取り、バットにあけた生理食塩水につけると、松岡はその端はしにシリンジをつけて、さっと水を通す。

「柳原さん……今回は赤あか井いに発表させると思ったんだがなぁ……」

「はい？」

　ガイドワイヤーを保持していたペアン（鋏はさみ状の把は持じ具ぐ）を外しながら、兼城は振り向く。

「赤井先生って……」

「あ、ああ……」

　両手でカテを持ち、松岡が検査台に向かう。

「兼城の……二学年上かな。この春の異動で、おまえと入れ替かわりで医局を出たんだがな。でも、柳原さんとは研修医の頃ころからのつき合いで、赤井の指導医だった田た村むら先生が劇げき症しよう肝かん炎えんで入院した後、わざわざ申し出て、奴やつの指導医になったんだ」

「でも、医局を出られたってことは……臨りん床しよう医いになられたってことですよね」

「ああ。あ、そっちしっかり持っててな。透とう視し、見せて」

　検査が再開された。松岡の視線がきゅっときつくなり、臨戦モードに戻もどる。兼城もそれ以上の追つい及きゆうはやめて、己の仕事に集中した。







　検査は意外に長引き、兼城が医局に戻ったのは、すでに午後八時を回った頃だった。

「うへ……また晩飯食い損ね……」

　はぁっと深いため息をつきながら、兼城は医局のドアを開けた。

「兼城先生」

　中に一歩入ったところで、パソコンに向かっていた片桐が声をかけてきた。

「さっきまで、秘書の都と倉くらさんが探してたよ。何か預かりものがあるからって言ってたけど」

「あ、すみません」

　兼城はさっときびすを返して、廊ろう下かに出た。医局秘書が常じよう駐ちゆうしているのは、教授室の隣となりにある秘書室である。軽くノックすると、すぐにくるんと大きな目をした若い秘書が顔を出した。

「あ、兼城先生」

　兼城の返事も聞かず、彼女は室内に引っ込むと、すぐに戻ってきた。両手に何か本を抱かかえている。

「これ、柳原先生からお預かりしました。ええと……あさってくらいまでにご意見を伺うかがいたいとのことでした」

「あ、あさって……？」

　兼城の手に渡わたされたのは、何冊かのアメリカとヨーロッパの学会誌と膵すい臓ぞう関係の原書だった。

〝嘘うそ……だろ……〟

　意見を言えということは、この資料を全すべて読みこなし、頭の中に叩たたき込んだ上で思考をめぐらせろということだ。

〝明日は……げ……午前も午後も大学の仕事が入ってるじゃないか……っ〟

　つまり兼城に許された時間は、今夜と明日の夜ということだ。

「で、柳原先生は……？」

「今日は午後から出張です。あさっての午後にはお帰りになります」

「……ありがとう」

　資料を抱かかえ、兼城はとぼとぼと医局に戻もどった。

「どうしたの？」

　がっくり肩かたを落として戻ってきた兼城に、片桐が声をかけてくる。

「はぁ……ちょっと、大きな宿題を……」

「宿題？」

　怪け訝げんな顔をする片桐に、兼城は柳原からの言いつけをざっと説明した。

「……てなわけで、今日と明日は徹てつ夜やになりそうです」

「はぁ……そりゃまた……」

　片桐は手を伸のばすと、兼城が抱えている資料をひょいと取り上げ、ざっとページを繰くった。

「うへぇ……これドイツ語じゃん」

「え……っ」

　片桐の指し摘てきに、兼城は情けない悲鳴をあげた。

「俺おれ、ドイツ語だめなんですよ……。あのてんてん見てると、頭痛くなって……」

「柳原先生は、どっちかってぇと、アメリカよりヨーロッパ系の人だからなぁ」

　片桐が同情に堪たえないといった顔で見る。

「英語ならまだしも、俺もドイツ語は……ああ」

　ふいにぱちんと指を鳴らす。

「いい人がいるじゃんか。多岐先生、多岐先生っ」

「は？」

　兼城はぼんやりと頭を上げた。その目の前に、片桐が顔を突つき出す。

「多岐先生、ドイツの雑誌に論文載のったことあるよ。確か……ドイツ語校こう閲えつは一応かけたはずだけど、原文は自分で書いてて、直しもほとんどなかったっていうから、あの人、ドイツ語いけるよ。俺も論文自体はこけたけど、見てもらったことあるし」

「ほ、ほんとですかっ」

　一いつ瞬しゆん喜びかけた兼城だったが、すぐにしゅんとうなだれた。

「ど、どうした……？」

「だめ……なんです……」

「だめ？」

　兼城の耳に、柳原の滑なめらかな声が蘇よみがえってくる。

『高原の方にはご内密に願えますか……』

〝もしかして……これを見み越こして……〟

　兼城が安易に、ドイツ語に堪たん能のうだという多岐に頼たよらないように……。そこまでぐるりと考えて、兼城はぶんぶんと首を振ふった。

〝そんなことない。そんなことしたって……柳原先生には何のメリットもない〟

　多岐や瀬川、巳波のような頭の切れのいい人間を間近に見続けていると、その思考のパターンが何となく読めてくる。本当に頭のいい人は、全すべての物事を最短距きよ離りで考えたがる。人の思おも惑わくやしがらみなどといったことから比ひ較かく的自由なのだ。効率の悪さを嫌きらうのも、こうした人種の特とく徴ちようだ。

　柳原が兼城に厳しい要求を出したのも、自分ならこの時間で十分という経験をふまえたものなのだろう。その考えの裏に、人に頼たよらないようになどという俗ぞく世せいの見解はないはずだ。そんな無む駄だなことに、頭のいい人種は時間を割さかないのだ。

「お、俺おれに与あたえられた課題ですから、俺が自分でやらないと意味ないですよ。えっと……ドイツ語の医学事典は……」

「ああ、実験室の棚たなにあったけど」

「ありがとうございます。それから……花か穂ほに電話しとかなきゃ……」

　おっとりしているのにしっかり者の双ふた子ごの姉は、今いま頃ごろおいしい夕飯を前にぷんすか怒おこっているに違ちがいない。

「じゃ、片桐先生……」

「あ、ああ。がんばれよ」

　資料の山を腕うでに抱かかえたまま、兼城は少しよろよろしながら、辞書の置いてある実験室に出ていった。

〝何か……えらいことになってきたなぁ……〟

　内心青ざめながら。







「兼城先生」

〝来た……〟

　実験室の机に座り、せっせとパソコンのキーを叩たたいていた兼城は、後ろからかけられた穏おだやかな声に、ひっと少しだけ肩かたをすくませた。

「お疲つかれさまです」

　振ふり向くと、やはりそこにあったのは柳原の端たん整せいな笑顔だった。目元は鋭えい角かく的にすっと切れているのだが、少し目め尻じりが下がり気味なので、意外に優しげに見える。口元は、唇くちびるの薄うすいちょっと酷こく薄はくな感じがあるのだが、その目元のおかげで、きつい印象は顔全体を見ると感じられない。だが、整っているはずなのに、どこかその顔立ちはアンバランスな感がある。

「お時間大だい丈じよう夫ぶですか？」

「は、はい……」

　思わず椅い子すの上で身を引きかける兼城に、柳原は苦笑している。

「そんな蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの顔をするのはやめてください。別にいじめようと思っているわけじゃないんですから」

「は、はい、すみません……」

「図書室の方で話をしましょうか。今なら、誰だれもいませんから」

「はい……」

　兼城はふっと肩かたの力を抜ぬき、脇わきに用意していた資料と自分で書き上げたレジュメを抱かかえた。







「……ですから、こうしたlow grade malignancyロウグレードマリグナンシイが疑われる場合に、ＥＲＰ‐ＣＴ（内視鏡的逆行性膵すい管かん造ぞう影えい下かで行うＣＴ）が有用と思われます。縮小手術を意図するのでない場合は、ＥＲＰ‐ＣＴは必要ないと考えます」

　徹てつ夜やでまとめたレジュメをめくり、兼城は時々つかえながら、ようやく意見の陳ちん述じゆつを終えた。こんなに緊きん張ちようするのは、たぶん国家試験受験の時以来だろう。それもこれも、テーブルの向かいに座り、両手を組み合わせて、じっと目をそらすことなく見つめている存在のせいだ。

「……以上です」

　少し震ふるえる声で、兼城は結んだ。

「……資料は全すべて読みこなしましたか？」

　柳原が淡たん々たんとした口調で言った。

「あ、はい、一応は……」

「訳文がありましたら、見せてください」

「はい」

　兼城はごそごそとファイルを探り、数枚のプリントを引っ張り出す。それを受け取り、柳原はポケットから出した華きや奢しやな縁ふちの眼鏡めがねをかけて、ざっと読み始めた。表情を消した横顔は、眼鏡をかけたせいか怖こわいほど怜れい悧りだ。

「……いくつか誤訳がありますね」

　ぽんとプリントを投げ出して、柳原が言った。

「英文の方はよく意味をとれていると思います。そう……ほぼ完かん璧ぺきといっていいでしょう。兼城先生の年代からすれば、英語力は立派なものです。しかし、ドイツ語の方がいささかお粗そ末まつですね。基本文型の意味がとれていません。単語の意味はわかっているので、それを拾って意訳したようですが、これでは訳文の意味がありません。兼城先生の意見に、この……ドイツ語論文のファクターがほとんど入っていなかった訳がわかりました。これでは、資料を用意した意味がありませんね」

「……申し訳ありません」

　柳原の声は穏おだやかで優しいが、言っている内容は恐おそろしく厳しかった。多岐もきついことは言うし、指導医としては厳しい方だったが、こうした叱しつ責せきに近いことは言われたことがない。

〝この人が指導医でなくてよかった……〟

　何ともとんちんかんなことを心の中でつぶやいて、兼城はそっと息を吐はいた。昨夜ゆうべもおとといもほとんど眠ねむっていない。ぼんやりした頭はきつい叱責もふわふわと通り過ぎていくだけだ。それが幸いといえば幸いかもしれなかった。

「兼城先生？」

　不ふ審しんげな柳原の声に、兼城ははっと我に返る。

「あ、す、すみませんっ」

　眠っていたわけではないのだが、意識は飛んでしまっていたようだ。兼城は身の置き所がないといった風に肩かたをすぼめた。この厳しい柳原の前で意識をすっ飛ばしてしまうとはとんでもない失態だ。いったい何を言われるかと、思わず首をすくめた兼城に、柳原はふっと口元をゆるめた。眼鏡を外し、ことりとテーブルに置く。

「……さて、あなたの意見の方ですが……」

　口調が優しくなっていた。

「資料が足りなかったわりには、とてもよくまとまっていたと思います。ほぼ、私が期待していたとおりの答えを導き出しましたね。この資料を全すべて正しく読みこなせば、そのような帰結になるとは思いますが、いくつかのファクターがすっぽり抜ぬけた状態で、よくここまで考察したと思います」

「は、はい……」

　すっと手を伸のばし、眼鏡めがねをたたんでポケットに入れながら、柳原はにこりと笑う。

「いくつか足りないところもありますが、相対的にはよくやってくれたと思います。これであなたの能力はだいたい計らせていただきましたので、本格的に学会発表の相談に入りましょう」

　兼城はもう何も言えずに、柳原の端たん整せいな顔を見つめるだけだった。





ＡＣＴ　３




　高原記念病院のカンファランス室は、よく陽ひがあたる。東と南に窓があるせいで、朝早くから燦さん々さんと陽がこぼれ、正月などに当直をすると、ずいぶんとありがたい気分になれるほどだ。

「おはようございます……」

　目をこすりながら、とぼとぼとした足取りで入ってきた兼城に、いつもどおりの爽さわやかな顔を見せるのは、この春、めでたく内科医長になった多岐一哉である。

「おはようという顔じゃないねぇ」

「すみません……」

　にっこりと投げられた言葉にも、反応する気になれない。

「ちょっと……寝ねてないもので」

「うん、見ればわかる」

　さらりと言い、多岐は立ち上がった。窓辺に置いてあるコーヒーメーカーから、温かく湯気の立つコーヒーを注そそいでくれる。

「はい、どうぞ」

「あ、すみません……っ」

　ふくよかな香かおりは、多岐秘蔵のマンデリンである。秘蔵品がブルーマウンテンでないあたりが、彼の曲くせ者ものぶりを表しているようだ。すらりとしたバランスのよいプロポーションに、モデル並みの美び貌ぼう。おっとりとした優しい口調。このまま黙だまって眺ながめていれば、同性である兼城でさえ、目を奪うばわれてしまいそうな容姿と雰ふん囲い気きの持ち主なのだ。

「いいよぉ。確かに兼城先生の目は半分開いてるだけで、十分普ふ通つうの人の目の大きさあるけど、ちゃんと見えてるかどうかは疑問だもんね。やっぱり、しっかり開いてるにこしたことない」

　くすくすと笑いながら、すぱりと言いにくいことを言ってくれる。この独特の感性が多岐なのである。

「大学でこき使われてる？」

「は、はぁ……まぁ……」

　兼城はカップに顔を埋うずめながら、曖あい昧まいに頷うなずいた。

　今日の高原への出勤を控ひかえた昨日、兼城は医局で柳原に捕つかまり、再び箝かん口こう令れいの念を押おされたのだ。

〝何か……言わなくてもばれそうな気はするんだけどなぁ……〟

　兼城としては、多岐との間にいらない波風は立てたくない。一応、大学に戻もどった時点で指導医と研修医としての関係は終わっているのだが、やはり兼城にとって、多岐は尊敬できる先せん輩ぱいであり、畏い怖ふすべき存在であった。

「今年は学会の幹事校になっているから、わたわたしているんじゃないの？」

　滑なめらかで鋭するどい刃やいばは、痛みすら感じさせないままで、すぱりと切り込んでくる。兼城は危うくコーヒーを吹ふき出しそうになって、目を白黒させた。

「……っ」

「こらこら、コーヒーで溺おぼれるんじゃないよ」

　くすくす笑いながら、多岐はぽんとティッシュの箱を投げてくれる。

「す、すみません」

「まぁ、兼城先生の立場なら、下したっ端ぱで体力勝負になると思うけど、適当に抜ぬくとこで抜いとかないと保もたないよ」

「はい……」

「今回のトップっていうと……やっぱり、助教授の橋はし本もと先生か。あの人もざっぱなところあるからなぁ」

「あの……」

　兼城はコーヒーのこぼれた白衣の胸のあたりを拭ふきながら、おずおずと言った。

「多岐先生、先生、ドイツ語がご堪たん能のうと伺うかがったんですが……」

「ん？」

　さらさらとした栗くり色いろの髪かみを軽く額からかき上げながら、多岐がちらりと兼城を見た。

「堪たん能のうってほどじゃないけど……とりあえず、読み書きと会話には困らない程度かな」

　それを世間では堪能という。

「それがどうかした？　論文とかの解かい釈しやくなら、一編につき、一回のおごりでやってあげるよ」

「い、いいです、いいですっ」

　多岐の酒の強さは、ほとんど伝説的である。淡たん々たんと一定のペースで顔色ひとつ変えずに、朝まででも平気で飲み続けるのだ。何回かつき合ったこともあるが、兼城は彼が酔ようのを見たことがない。そんな彼におごるなどという恐おそろしい真ま似ねをできるはずがない。薄はつ給きゆうの研究医の身としては、ほとんど財布の自殺行こう為いである。

「か、片桐先生がそんなことを仰おつしやっていたので」

「片桐先生……ああ、そういや、彼のドイツ語校こう閲えつやってあげたことあったっけ」

「おーっす」

　ばたんと元気に入ってきたのは、外科医の瀬川諒りよう一いちである。

「何だよ、兼城先生、ティッシュなんか抱かかえて、風か邪ぜか？」

「ち、違ちがいますっ」

　長身の瀬川は、身体からだを折り曲げるような感じで多岐の隣となりに座る。彼もまたこの春、多岐と一いつ緒しよに外科医長になった。

　多岐が誰だれが見ても美形であると認める顔立ちとすれば、瀬川の方はあくの強い顔立ちだ。しかし、彼の持つシャープで外科医らしい颯さつ爽そうとした雰ふん囲い気きは、周囲に彼の人となりを伝える。実際に動く彼を見れば、十人が十人共に、彼をハンサムな男性として認めるだろう。そういう人物なのである。

「ところで、多岐先生、今日うちに転科する予定のあの患かん者じやだけどさ……」

「ああ、あのムンテラ病状説明の件ですね」

　兼城はすっと立ち上がると、瀬川の分のコーヒーを淹いれた。ことりとカップを置くと、瀬川が軽く手を挙げる。そのまま、二人は仕事の話に入っていった。ぽかぽかと暖かな朝の陽ひ射ざしを背中に浴びながら、兼城はコーヒーをすする。

〝当分……ゆっくり寝ねることなんてできないんだろうなぁ……〟

　学会まで、あと二ヶ月ほどだ。これから研究を立ち上げるには遅おそすぎる。兼城は柳原が持っていた研究テーマとデータを引き継つぎ、その分ぶん析せきを行うことになっていた。しかし、その量がまた半はん端ぱではないのだ。どさりと持ち重りがするほどのファイルとＭＯを渡わたされたときには、真ま面じ目めな話、めまいを感じた。

「……んじょう……おいっ、兼城くん」

「は、はいっ！」

　軽く肩かたを揺ゆすられて、兼城は我に返った。ぱちぱちと目を瞬しばたたくと、目の前には瀬川のいぶかしげな顔がある。

「何だよ、目開けたまま寝ねてんのか？」

「い、いえっ、ちょっとぼんやりしてて」

「患かん者じやさんの前ではやめてねぇ」

　多岐がのほほんとした調子で言う。

「とりあえず、兼城先生にも診みてもらおうよ。その方が早いから」

「え、え？」

　すらりと立ち上がった多岐と瀬川を見上げ、兼城は困ったように首を振ふる。

「あ、あの……？」

「はぁい、お仕事お仕事。大学のしっぽはここでは引きずらないでねぇ」

　ちくりとひとつ刺さして、多岐は婉えん然ぜんと笑った。







　多岐と瀬川が問題にしていたのは、七十代の女性患者だった。当初はかなり強い黄おう疸だん症しよう状じようで入院し、総そう胆たん管かん結石を疑われたのだが、検査の結果、石ではなく腫しゆ瘍ようが発見されていた。

「で……家族もかなり強く希望するから、Ｐ　Ｔ　Ｃ　Ｄ経皮的胆管ドレナージやった後、一応外科転科にはしたんだけどね」

　多岐がいくつかの検査結果を示しながら、おっとりとした口調で言う。

「でもね、よくよく考えたら、これＰＫ膵臓がんじゃないかって思うんだよね。すごくでかいＰＫ。で、こう……ＣＢＤ総胆管圧排しているわけ」

「Pancreas head膵　　頭　　部ですか……」

　ところは放射線科である。ずらりとシャーカステンにかけられたＣＴとレントゲン写真を眺ながめて、兼城はすっと目をすがめた。

「エコーは……ああ、ウインドゥが狭せまいんですね」

「ＥＲＰ‐ＣＴも考えてみたんだけど……年ねん齢れいが年齢だしさ。もう刺しちゃったし」

　多岐が肩かたをすくめながら言った。

「そうですねぇ……」

　ひやりと背中に冷たいものを感じながら、兼城は頷うなずいた。

　この症例が膵すい頭とう部ぶがんだとしたら、柳原から提示された研究テーマとぴったり合がつ致ちしてしまう。偶ぐう然ぜんといえば偶然なのだろうが、できすぎという気がしないでもない。昨日の今日である。

「ＥＲＰ‐ＣＴは、確かに膵頭部病変の描出に向いた検査法ではありますが、確かにドレナージ（ドレナージチューブを用いて行う排液）した後ではアーチファクト（機械の性能上生じる幻げん影えい）が出て、うまくいかないでしょうね。呼吸停止の問題もありそうだし」

　頭の中は半分くらい寝ているが、徹てつ夜やで叩たたき込んだばかりの知識は、意識しないまでもすらすらと口から出てくる。

「さすがに、大学でがんばっているだけあるねぇ」

　誉ほめ言葉とも皮肉ともつかない口調で言って、多岐はにこりと笑う。

「がんばりついでに、こっちでもがんばってね」

「は、はい……」

「多岐サン、造ぞう影えいいいぞ」

　ひょいと顔を出したのは巳波だった。ちらりと兼城を見、まわりにはわからない程度に頷うなずいてみせる。兼城も視線を返して、多岐に続いて、プロテクターを着けた。今話題に上っていた患かん者じやの造影検査をするのである。多岐と兼城、巳波は検査室に入り、瀬川が外に陣じん取どる。

「じゃあ、始めるよ」

　多岐が緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない声で言い、シリンジに吸い上げた造影剤ざいをゆっくりと患かん者じやの腹から突つきだしたチューブに送り込んだ。白いラインがすうっとモニター上に走る。

「息止めて」

　後ろにいる巳波の声。多岐が何も言わなくても、タイミングをとって何回か撮さつ影えいが行われた。

「はぁい、おしまい」

　シリンジを外して、チューブを繋つなぎかえ、多岐は検査を終わらせた。

「まだもうちょっとご飯は我が慢まんしてくださいね。だいぶいい調子にはなってきているんだけど」

　やはり患者におっとりとした声で告げると、多岐はすうっと検査室を出た。兼城も慌あわててあとに続く。

「……どんなもんかなぁ」

　ドアを閉め、患者に聞こえないところまで来て、多岐が言った。すっと瀬川がそのそばに近づく。

「俺おれがもらっても、正直あまりメリットはないと見たね」

　もらう……つまり、転科である。

「兼城くんは？」

「あ、はい」

　巳波が出来上がったレントゲン写真を持ってくる。そばを通るときに、ふわっと微かすかなラベンダーの香かおりがした。彼がいつも使っているローションの香りだ。プロテクターを脱ぬぎながら、その香りを感じた瞬しゆん間かん、兼城は身体からだがぐらつくのを感じた。

「うわ……っ」

　まるでプロテクターに引きずられるように、身体が傾かたむいてしまう。

「……っ」

　さっと用意されたように、巳波が腕うでを伸のばし、抱だき留めてくれた。

「……何やってんだ……」

「す、すみません……」

「おまえ……ちゃんと寝ねてないな……」

　両りよう肩かたを支えられながら、耳元で囁ささやかれて、兼城は小さく首をすくめた。

「……すみません。ちょっと……寝ていられる状態じゃなかったもので」

「何、ごちゃごちゃやってるの？」

　ほとんどぴったりくっついたまま会話を交わしている巳波と兼城に、多岐が苦笑混じりの声をかけてくる。

「はいっ」

　兼城が妙みようにいい返事をして、ぱっと巳波から離はなれた。こほこほと咳せき払ばらいを二つばかりし、熱くなった頬ほおを隠かくすように、シャーカステンに向かう。

「えと……この症しよう例れいですけど、患かん者じやさんも高こう齢れいですし、外科的に切るよりもＣＢＤにステントを留置して、内ない婁ろう化かを考えてみたらどうでしょうか」

「ステントねぇ」

「俺おれもそれに賛成だな」

　瀬川が軽く手を挙げた。

「これは開腹すれば、絶対に弱るよ。外科じゃそこまではフォローできんからな」

「ふぅん……」

　相あい槌づちだけで、あまり積極的な意見を言わなかった多岐がゆっくりと腕うで組ぐみを解いた。

「……ということで、意見の一いつ致ちを見たわけだから……」

「はい？」

　くるりと後ろを向く。

「巳波センセ、来週の水曜日、予定入れといて。ステント留置」

「あ？」

「来週って……機材揃そろうんですか？」

　きょとんと目を見開いて言った兼城に、瀬川がぱちんと指を鳴らした。

「……はかりやがったな……」

「人聞きの悪い」

　多岐はくすくす優しく笑っているだけだ。

「僕ぼくが説得したんじゃ、瀬川先生、何となく丸め込まれたような感じがしちゃうでしょ？　だから、自分で行き着いてもらおうと思って。正直、兼城くんが行き着いてくれるとはあんまり思っていなかったけど。本当にしっかり勉強しているようだね」

「あ、ありがとうございます……」

「機材はすでに発注済みということだな」

　巳波がぼそりと言った。

「それなら、検査枠わくとるぞ」

「はい、どうぞ」

　やはり、多岐にはかなわない。全すべて自分の中でしっかり方針を決めておきながら、それをおくびにも出さず、しかし結局は自分の思う方向に全てを誘ゆう導どうしていく。瀬川も苦笑するだけだ。

「兼城くんも、よくこんな根性悪を指導医にしていたもんだな。今さらながら、同情するよ」

「あ、でも、指導医は自分で選べませんから」

　しゃらっと言ってしまってから、兼城は慌あわてて口元を押おさえる。しかし、ときすでに遅おそしで、多岐からぽんと軽く頭をはたかれてしまう。

「いて」

「来週はしっかり働いてもらうからね、しっかり勉強してきてね」

「はいっ」

　また課題が増えてしまった。兼城は密ひそかにため息をつく。これで今週末の休みはふいだ。結局、指導医と研修医の上下関係は一生ものなのである。

「あ……」

　ぺこりと頭を下げて、放射線科を出ようとしていた兼城はふと振ふり向いた。

「指導医って……研修医の側で選べないんですよねぇ」

「一応はね、そういうことになっているよ。逆に言えば、指導医側もある意味順送り的だから、自分が指導する研修医を百パーセント自分の好みで選ぶこともできないからね。ま、これも出会いのひとつだよ」

「はぁ……」

〝……でも、柳原先生はわざわざ研修医を名指しして、自分の指導下に置いたって……〟

　しかも、その研修医は医局を出てしまった。研究課題を半ばにして。

「あ、あの……」

「ん？」

『高原の方には、ご内密に……』

「い、いえ、なんでもありません。えと、俺おれこれから外来なのでっ」

　ぱっと頭を下げ、兼城は放射線科を出た。







　高原記念病院の職員食堂の食事は、量が多めでおいしいと評判だ。ダイエットの妨さまたげと看護婦たちにはあまり評判がよろしくないが、医師をはじめとする男性職員にはすこぶる好評である。

「……ごちそうさま……」

「あ、何だよ、みーちゃんっ。全然食べてないじゃないかっ」

　ぱたりと箸はしを置いた兼城の向かいからテンション高く叫さけんだのは、外科の三み浦うら周しゆうである。兼城の大学時代からの親友で、この春から大学の所属を離はなれて、ここに就職している男だ。

「食べたよ。ほら、ちゃんと魚と……」

　少々うんざりと答えた兼城に、三浦はぶんぶんと首を振ふる。

「だぁめだってっ。こんなの食べたって言わない。こういうのはつついたって言うんだよっ」

　ラテンの入った派手なハンサムは、世話女によう房ぼうよろしく、せっせと魚の身をむしって、兼城の茶ちや碗わんに入れる。

「ほい、ノルマ」

「……うるさいな……」

　食欲のない口に入れた食べ物は、まるで砂を噛かむように味気ない。冷めた味み噌そ汁しるでどうにか流し込んで、兼城はため息をついた。

「……ノルマ終わり」

　一応かっこうがつく程度に空になったトレイの上を見て、三浦が言った。

「俺おれ、花穂ちゃんから頼たのまれてんだからな。みーちゃんがちゃんと病院のご飯食べるように見張ってくれって。最近、花穂ちゃんが起きてるうちに、全然帰ってないんだって？」

「……花穂の奴やつ……っ」

　兼城花穂は、兼城の双ふた子ごの姉である。二卵性なのだから、これほどそっくりにならなくてもいいのに、彼らの間で違ちがうものといったら、性別と性格くらいのものだ。見た目はまさにうり二つである。

「……仕方ないじゃないか、帰りたくたって帰れないんだから」

「何がそんなに忙いそがしいんだよ。確かに研究もしてりゃ忙しいだろうけど、その分、バイトはへらしてるわけだろ？　寝ねられないほどって……」

「いろいろあるんだよ」

　これだけはおいしいと感じる熱いお茶を飲みながら、兼城はすっとうつむく。

　三浦は一見軽そうに見える男だが、その実、外科医らしい細かい観察力と洞どう察さつ力を持っている。彼に意外なことを看かん破ぱされたのも、一度や二度ではない。兼城はぼそぼそと続けた。

「……まだ大学の生活に慣れていないんだ。俺が要領のよくないタイプだってこと、おまえだってよく知ってるだろ？」

「そりゃ、そうだけどさ」

「あっさり認めるなよ」

　あまりにさらりと頷うなずかれて、兼城は少しばかりがっかりしてしまう。

〝そこまで言うかよ……〟

「みーちゃんはさ、俺みたいに、適当にうまく気を抜ぬくことができないタイプだろ？　いつもいっぱいいっぱいでさ」

「いっぱいいっぱいで悪かったな」

「だから」

　三浦が宥なだめる調子で言う。

「あんまり無理するなってこと。ちょっとばかり哀かなしいことだけど、かけだしの俺おれたちの能力なんてたかがしれてるんだからさ。その範はん囲いを広げていくことに日々精進しているわけで、一度にどうこうならないわけよ。一朝一夕に名医とか名研究者になれるんなら、誰だれも苦労しないわけでさ」

「おまえ……結構哲学入ってるな……」

　瀬川にこづかれていくらか短くなったものの、まだ長めの茶ちや髪ぱつに派手なラテン系の顔立ち……そんな三浦の口から出てくるのは、意外なほど真ま面じ目めで地に足のついた言葉だった。

「みーちゃん、俺のこと、なんだと思ってんだよ」

　三浦が苦笑している。

「俺だって、いつもいつも女の子と遊んでるわけじゃないぜ？」

「いや、それはわかってるけど……」

「みーちゃん、自分だけががんばらなきゃとか思わない方がいいよ。息切れしちゃ何にもならない」

「う……ん……」

　まっすぐに瞳ひとみをのぞき込まれて、兼城は思わず視線をそらしてしまう。

「わかってる……」

「本当に？」

「三浦」

　兼城は軽いため息を漏もらした。

「でもさ、やらなきゃいけないことってあるんだよ。自分の仕事として与あたえられたものなら、それは最後までやらなきゃいけない。それは……わかるだろ？」

「みーちゃん……」

「……でも、なるべくちゃんと寝ねて、食事はとるようにする。うちには……なかなか帰れないかもしれないけど」

　今日はこのまま高原の当直に入る。柳原からどっさり渡わたされた資料をできるだけ読んで、頭に叩たたき込まなければならない。診しん療りようも含ふくめて、おそらく寝ている暇ひまはほとんどないだろう。

『外科の三浦先生、外科の三浦先生……』

　つぶやくようにぼそぼそと言った兼城に、三浦が眉まゆをひそめたとき、全館放送が彼の名前を呼んだ。

「はいはい……っと」

　ふうっと息を吐はきながら、立ち上がる。ひょいと食事を終えたトレイを持ち上げ、ついでとばかりに兼城の分も取り上げた。

「あ……」

「片づけといてやるから、少しゆっくりしていけよ」

「あ、ああ……サンキュ」

　もの問いたげな三浦の視線から逃のがれて、兼城は小さくひとつだけ頷うなずいた。







「ステントの入れ方かぁ……」

　高原記念病院の図書室から借り出してきた内科学の雑誌をめくりながら、兼城は廊ろう下かを歩いていた。すでに夕刻、診しん療りよう時間は当直帯に入っている。黄たそ昏がれのオレンジ色に染まった廊下を、美しい窓の外の夕景に視線を送る余よ裕ゆうもないまま、彼はぶつぶつと考えをまとめるのに必死だ。

「そういや……一度大学で見たことあったよな……。ええと、あれは……」

　頭の片かた隅すみにある記き憶おくを巻き戻もどそうとしながら、医局のドアを開けた。

「あ……」

「お疲つかれ」

　もうみんな引き上げたと思っていた内科医局に、私服姿の多岐が座っていたのだ。ノータイのシャツにしなやかな素材のジャケットを羽織っている姿は、白衣を着ているときよりもいっそう、彼の特別製の美び貌ぼうが際だつ。

「あ、はい……」

「今日、当直だよね。しっかり勉強するんだ」

「はい。来週のこともありますし」

「ふぅん……」

　軽く顎あごを引いて、多岐は少し上うわ目め遣づかいの探るような視線で兼城を見つめている。

「先生……？」

「医者にとって、一番の恥はじって何だか知ってる？」

「は、はい？」

「一番、患かん者じやの信用を落とすこと」

「はぁ……」

　いきなり何を言い出すのか。この抜ばつ群ぐんの頭の切れを誇ほこる指導医の言動は、一いつ般ぱん人には計りがたい。

「えと……」

「簡単だよ。自分の不注意で健康を損ねること。不ふ可か抗こう力りよくの疾しつ病ぺいは別にして、自分の体調管理不行き届きで、患者さんを診みることができなくなることだよ」

　多岐はごくさらりと言った。

「兼城先生、今日、放射線科でふらついたでしょ。たった四キロばかりのプロテクターに引きずられて」

「あ、あれは……っ」

　さすがによく見ている。あの場では何も言わなかったが、きちんと兼城の陥おちいった状じよう況きようは把は握あくしていたらしい。

「あれはただ……っ」

「あんまり、僕ぼくをなめない方がいいと思うよ」

　多岐はゆっくりと言う。

「人の顔色を見るのは、仕事のうちだよ」

「はぁ……」

　この才さい色しよく兼けん備びの内科医を侮あなどるなどという恐おそろしい真ま似ねをする気はさらさらない。ただ、あの程度のふらつきをチェックされているとは思っていなかっただけだ。

「うわ……っ」

　ふいに多岐の手が伸のびてきた。華きや奢しやに見えるが、彼の腕わん力りよくは並なみ大たい抵ていではない。兼城の腕うでをぐいと掴つかむ。

「せ、先生っ」

「ふぅん……見た目ほど痩やせてないか。でも、お肉は薄うすいねぇ。もうちょっと実をつけないと、おいしく食べてもらえないよぅ」

「た、食べてもらう気はありませんっ！」

　ぱっと飛びすさり、兼城は喚わめいた。

「い、いったい何を……っ」

「だからさ」

　ふざけた笑顔を引っ込めて、多岐はごく真ま面じ目めな顔に戻もどる。

「兼城先生の健康状態だってば。もともと君はばくばく食べる方じゃないし、床ゆかに転がってでも寝ねられるってタイプでもないし……。大学で何やらされてるか知らないけど、仕事に支障が出ない程度に自分のことは管理しないとね」

「多岐先生……」

　この聡さとい指導医は、何をどこまで知っているのだろう。

「あの……」

〝柳原先生ってどういう人なんですか？　俺おれ……このまま、めちゃくちゃな生活続けていっていいんでしょうか……？〟

「ん？」

　多岐は軽く眉まゆを上げる。

「どうかした？」

「あ、いえ……」

　兼城は喉のどまで出かかった言葉を飲み込んで、軽く頭を下げた。

「ご心配かけてすみませんでした。気を……つけます」

「甘あまやかすようなんだけどさ」

　ふわりと多岐が笑った。

「兼城先生は結構背負い込みたがる性格だから言っておくけど、医局長やネーベン係があんまりきついこと言ってくるようだったら、言いなよね。大学は離はなれたけど、僕ぼくもまだ多少の顔は利くから」

「……ありがとうございます」

　うんと頷うなずいて、多岐が立ち上がる。いつも微かすかに感じる甘いコロンの香かおり。

「じゃあ、当直よろしくね」

「はい」

「少しでも寝ねられるといいね」

　軽く手を挙げて、聡い指導医は医局から出ていった。





ＡＣＴ　４




　大学の図書室は、ひとつひとつの机がブースのようになっている。そのひとつにこもって、兼城は山のように積み上げたファイルを丁てい寧ねいにめくっていた。

「これ……画像がないとどうにもならないなぁ……」

　ちらりと視線を流した横には、何枚かのＭＯ。

「やっぱり、これを見ながら……だよな」

　よいしょとファイルを片づけ、小型のノートパソコンを取り出すとＭＯドライブを接続し、立ち上げる。程なくパソコンは立ち上がり、兼城は今見ているファイルに合がつ致ちした画像ファイルを探し出し、それを閲えつ覧らんしながら、再び考えをまとめ始めた。

「この症しよう例れいだと……」

「あっ、兼城先生、こんなところにっ」

　ふいに耳元で声が聞こえ、兼城はまさに飛び上がった。

「う、うわぁっ」

　図書室にあるまじき声に、あちこちから非難の視線が飛んでくる。

「か、片桐先生……っ」

　息を切らせて立っていたのは、研究医仲間といっていい片桐である。

「な、なんですか、驚おどろかせないで……」

「早く早くっ、柳原先生が探してるからっ」

「え、え？」

　呆ぼう然ぜんと見上げる兼城を、片桐はさっとファイルをまとめ、かいがいしくパソコンの停止処理までしてくれながら、せき立てる。

「ポケベルも応答ないしっ」

「すみません。図書室だから、振しん動どうにしていたので……」

「そうじゃないかと思って、探しにきたんだよ。ほら、早くっ」

「は、はい……」

　まるで引きずられるようにして、兼城は席を立った。







　そっと講師室のドアをノックすると、中からおっとりとした返事が聞こえた。

「はい、どうぞ」

「失礼いたします……」

　兼城はおそるおそるドアを開けた。机に座り、手元の書類に目を落としているのは、当然のことながら柳原である。

「ポケベルが何のためにあるか、知っていますか？」

　視線も向けないまま、辛しん辣らつな言葉が降ってきた。口調はあくまでおっとりと優しいままだが。

「はい……申し訳ありません……」

「自分の仕事と責任ということを、よく考えた方がいいですね」

「はい……」

　兼城はため息をついてしまわないよう気をつけながら、頭を下げる。

「以後気をつけます」

「そう願いたいですね」

　柔やわらかな声で言って、柳原は書類から目を上げた。

「さて……少しは考えがまとまりましたか？」

「あ、ええ」

　話が仕事のことにいったことにほっとしながら、兼城は頷うなずいた。

「先生にいただいた資料をいろいろ見せていただいているところですが、今、どういう切り口にしようかと考えているところです。せっかく、画像も豊富にあることですし、やはり……」

　柳原が兼城に渡わたしたのは、膵すい臓ぞうがんの症しよう例れい検討用に作ったらしい資料と大量の画像だった。ざっと見る限り、たっぷり三年分はありそうだ。かなりきちんと系統立てて集めたらしい症例集だった。

〝しかし、これだけの仕事をさせておきながら、どうして本人に発表させないんだろう……〟

　それは常につきまとう疑問だった。

　この仕事をしたのは、今は医局を離はなれた赤井という若い医師だったようだ。丁てい寧ねいな仕事ぶりで、後でまとめることになった兼城からすれば、実に仕事はやりやすいのだが、何か人の手て柄がらをとってしまうようで、正直気分はあまりよくない。

「……診しん断だんを中心に、Ｍ　Ｒ　Ｉ核磁気共鳴映像法、ＭＲＣＰ（ＭＲＩによって撮影した膵すい胆たん管かん像）の撮さつ像ぞうを中心に考察していきたいと思っています」

「そうですか」

　両りよう肘ひじを机につき、柳原はほんのりと微笑ほほえむ。

「……ずいぶんとしっかり資料を読み込んだようです。時間はあまりなかったはずなのに。診しん療りようの方は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……仕事に手は抜ぬいていません」

　反射的に、兼城は言っていた。これでも医師としてのプライドは十分に持っているつもりだ。

「ああ、失礼。気を悪くしないでください。兼城先生の……前任者がちょっとそういうタイプだったもので」

「……赤井先生……ですか？」

　思わず尋たずねた兼城に、柳原はすうっと形のよい眉まゆを上げた。

「おや……彼を知っているのですか？　それとも、誰だれかに聞きましたか？」

「あ、いえ……」

　少しだけ柳原の声が尖とがった。兼城は思わず首をすくめる。

「この……資料の中に主治医として何度かお名前が出てきていますし、サインの入った文章もいくつかありましたので」

「ああ……そういうことですか」

　柳原が頷うなずいた。

「ええ、そうです。赤井くんです。彼も決して悪い人間ではないのですが、あまり研究者には向いていなかったようです。ですから、この春、研究医から臨りん床しよう医いに方向転てん換かんしました。私にとってはやはり痛手ですが、彼のためにはその方がよかったのではないかと思っています」

「はい……」

　柳原はすっと軽く絡からませていた指先をほどくと、机の引き出しから、用意していたらしい書類袋ぶくろをとりだした。

「これは、今兼城先生にお渡わたししている資料の後半部分ともいうべきものです。量は前のもののほぼ三倍ほどありますが、読み方がおわかりになっているなら、それほど手の掛かかるものではないと思います。二つの資料を合わせて……三日ほどで、ざっとまとめていただけますか？その後になると、私は十日ほどロンドンに行くことになっていますので……その前にぜひ。大だい丈じよう夫ぶですね？」

「え……っ」

　どさりと投げ出された袋からは、ぞっとするほどの紙の束と十枚ほどのＭＯがのぞいている。兼城は思わず息を飲んだ。

「これを……三日って……」

「さらに余力があるようでしたら、こちらの文書も参考にしてみてください。去年の学会誌に赤井くんが発表したものです。これと症しよう例れいが重なることのないよう、気をつけてください」

「は……い……」

　兼城は目の前が真っ暗になって、倒たおれそうになるのを必死にこらえていた。

〝何で……何で、最初から全部の資料を提示してくれないんだよ……っ。それに……前にこれを使って論文書いてるなんて……っ〟

「用件は以上です。三日後、十五日の午後に、またここでお話しましょう」

「……失礼しました」

　ずしりとくるファイルの山を抱かかえ、講師室を出ようとした兼城を、ふと柳原が呼び止めた。

「兼城先生」

「はい？」

「この件は……高原の方には」

「いいえ。まだ何も」

　兼城の答えに、柳原が頷うなずく。

「わかりました。もう少しご内密に」

「はい……」

　もう一度頭を下げてから、兼城は部屋を出た。







　高原記念病院の昼休みは、基本的に十二時半から一時半までである。外来や検査の兼かね合いでずれ込むこともあるが、医師たちもだいたいこのタイムテーブルで動いている。

「あれ……兼城先生、お昼は？」

　内科医局に入ってきた多岐は、机にしがみついている兼城を見て、のんびりとした声をかけた。

「あっ、えっと……っ」

　兼城は広げていたファイルを慌あわてて閉じた。しかし、パソコンの画面はいかんともしがたく、いくつかの画像をサムネイル表示したままだ。

「これ……ＰＫ？」

　目を細めて画面に見入る多岐に、兼城は曖あい昧まいに頷いた。

「えと……ちょっと……」

「ああ、午後からのステントの勉強？」

「あ、ええっ、そうですっ」

　今日は午後からＰＫの患かん者じやに、ステント挿そう入にゆうの処置を施ほどこすことになっている。

「ちょっと……見ておこうかなぁと」

「ふぅん」

　多岐は前まえ屈かがみになっていた姿勢を戻もどすと、さらりと長めの前まえ髪がみをかき上げた。

「でも、これはテイル尾　部のＫがんだから、症しよう例れい的には関係ないと思うけど」

「あ、あははっ。俺おれ、食事してきますっ」

　兼城はあたふたとパソコンの画面を閉じると、がたりと椅い子すを鳴らして立ち上がった。

「失礼しますっ」







　総そう胆たん管かん内に留置するステントは、様々な形があるが、基本的に金属製でメッシュ状の構造をしている。それを圧縮した形で、ドレナージによってできた婁孔フイステルより挿そう入にゆう、リリースし、後は自然に広がっていくのを待つ。最大径になるまでには三日ほどを要する。

「位置……いいね」

　一度リリースしてしまったステントは元に戻すことができない。多岐は慎しん重ちように位置を決め、ゆっくりとトリガーを引いて、リリースする。

「うん、グッドかな」

　透とう視しで位置を確かめ、満足げに頷うなずいて、多岐は処置を終えた。

「じゃあ……ごめん、後は兼城先生、お願いねぇ」

「はいっ」

　ステントを挿入しただけでは、まだ内ない婁ろう化かはできない。ステントが最大径になったことを確認するまでは、ステント内にチューブを留置したままにしておくのが普ふ通つうだ。兼城は、多岐が残してきたガイドワイヤーに沿ってチューブを再挿入し、外にボトルを繋つなぐ処置にかかった。

「何だよ」

　透視の操作を若い技師に任せ、巳波は多岐と一いつ緒しよに透視室の外に出た。

「いいのか、あいつひとりに任せて」

　ガウンとプロテクターを取り、うっとうしそうに帽ぼう子しとマスクを外した多岐に、巳波は低い声で尋たずねた。

「ん？　ああ、大だい丈じよう夫ぶ。兼城先生はこういう細かいコントロールもの、うまいからね。手先が器用なんだよね。慎重だし。もうちょっと大だい胆たんさが出てくると、ワンステップ上に行けるって感じ」

　椅い子すを引いて座り、さらさらと髪かみをかき上げながら、多岐は淡たん々たんと言った。

「ねぇ、ところでさ」

　カルテを開き、記き載さいを始めながら、多岐がさりげなく言った。

「巳波センセ、兼城先生が今大学で何やらされてるか、知ってる？」

「あ？」

　透視の外部コントローラの前に座り、透視室の中を見ていた巳波がうっそりと振ふり向いた。

「やらされてるって……」

「うーん……僕ぼくもあんまりはっきりしたことわからないんだけどね」

　まわりの耳を慮おもんぱかてか、多岐の声も低い。

　母親が姉妹という二人は、プライベートでは同い年の従い兄と弟こ同士である。外見も性格もまるで違ちがうので、二人の間に血けつ縁えん関係があると知る人間は少ないのだが。

「最近、彼、あんまりいい状態じゃないでしょ？」

　さらさらとペンが走る。多岐の文字はタッチの軽い読みやすいものだ。

「何かねぇ……肉体的にも精神的にもぎりぎりって感じかなぁ。もともとあんまり頑がん丈じようなタイプの子じゃないし……ちょっと心配だね。うちに常勤で来ていた頃ころの方が健康的って感じだもの」

「ああ……」

　多岐は、巳波と兼城の関係を知っている。教えたわけではないのだが、聡さとい多岐が勝手に悟さとってしまったのだ。それを揶や揄ゆするでなく、否定するでなく、淡たん々たんと見守ってくれているのが、巳波には不気味な反面、ありがたい。

「俺おれも……最近はあまりゆっくり話していないからな。ただ、花穂ちゃん……瑞穂の姉貴の話じゃ、家にもろくに帰ってこないし、帰っても食わない、寝ねないの状態なんだそうだ」

「何それ」

　話しながらも、多岐はカルテを書き終え、今度は指示書きを始めた。手先も器用だが、頭の中身も器用な男だ。

「食欲がないとか、不ふ眠みんとか……」

「じゃない。花穂ちゃんの話じゃ、書しよ斎さいにこもって、ひたすら勉強しまくっているらしい。まぁ……それが勉強ならいいんだけどね」

　多岐は軽くため息をついた。

「そっか……嗣俊にも言ってないのか……何か、嫌いやな感じだなぁ」

「嫌な感じって……」

「うん……だから、言えないようなことやってるんじゃないかってこと」

「言えないようなことって……っ」

「あ、ごめん。ちょっと言い方が悪かったな」

　くすっと小さく笑って、多岐は軽く手を振ふった。

「だから、言いたくても言えないっていうのかな。彼の中で、こことは別次元のものとして考えているのかもしれないし……もしかしたら、言うなって……言われてるのかもしれないね」

「どういうことだよ」

　低い声ですごむ巳波に、多岐はふうっと口元だけで笑った。

「……医局にはそういう人もいるってこと。特に、うちみたいに大学からドロップアウトした奴やつばっかりの職場には、大学の情報をひとつでも流すもんかみたいな、狭せまいせまぁい了りよう見けんの人がいるのよ。そういう人は妙みように耳も早いから、僕ぼくが下へ手たに口出しもできないしねぇ……」

　多岐が言い終わるなり、透とう視し室のドアが開いた。全すべての処置を終えた兼城が出てくる。多岐と巳波は軽く顔を見合わせて頷うなずきあった。

「お疲つかれ。ずいぶん上じよう手ずになったねぇ」

　今までの懸け念ねんなどなかったように、多岐は華はなやいだ笑みを見せる。

「じゃ巳波センセ、あとよろしくね」







　兼城は重いファイルを抱かかえて、足早に歩いていた。

　今日は当直を外れているので、さっさと大学に戻もどって、この資料の分ぶん析せきを急がなければならないからだ。あまりにサンプルが膨ぼう大だいでどこから手をつけていいかもわからず、とまどっているうちにどんどん時間は過ぎている。柳原から切られた期限を守ることは、たぶん不可能だ。でも、できるだけのことはしなくてはならない。

〝これも勉強勉強……〟

「う、うわぁっ！」

　バス停に向かって歩いていた兼城は、いきなり車で幅はば寄よせされて転びそうになった。その腕うでを、車の運転席から伸のびてきた手が絶ぜつ妙みようのタイミングで掴つかまえてくれる。

「み、巳波さん……っ」

　窓を全開にした運転席から顔を出したのは、さっき放射線科で別れたばかりのはずの恋こい人びとだった。

「どうしたんです？」

「どうしたもこうしたもない。定時で帰るのは自分だけだと思うな」

「あ、まぁ……そうですよねぇ」

「いいから乗れ。うちまで送る」

「あ、いえ……」

　助手席を示した巳波に、兼城は軽く手を振ふった。

「うちにはまだ帰りませんから」

「帰れ」

　ぴしりと巳波が言い返す。そのあまりにきっぱりとした物言いに、兼城は目をむいた。

「巳波さん……」

「おまえ、今自分がどんな顔してるかわかってるか？　ただでさえでかい目だけが妙みように光ってて、かなりすさまじい顔だぞ。頬ほおの丸みも口元の優しさも全部なくなっちまってる。おまえ、そんな顔で患かん者じやの前に出るつもりか？　そんな……とりつかれたような幽ゆう霊れいみたいな顔で」

「巳波さん……っ」

　あまりな言葉に、兼城は絶句する。

　自分が決していい顔をしていないであろうことは十分にわかっていた。生活の不ふ摂せつ生せいによる変化の上に、柳原の一連の不可解な行動に不ふ審しんを抱いだきつつも、それを誰だれにも打ち明けられないことが、いっそう兼城を憔しよう悴すいさせていた。自分でも、ロッカーの鏡を見るたびにぎょっとしている始末だ。

「……俺おれはそんなに頼たよりにならないか？　おまえがぼろぼろになっていくのを、ただ見ていることしか許されないのか？」

「そんな……っ」

　兼城はどうしていいかわからなくなって、ただうつむく。

　自分は間ま違ちがいなく巳波を傷つけているのだ。自分ばかりが傷ついているようなふりをして、確かに同じ刃やいばで巳波を傷つけているのだ。

「……そんなこと……ないんです。そうじゃなくて……」

　何を言えばいいのだろう。何をどう言えば、取り戻もどせるのだろう。

「そうじゃなくて……っ」

「瑞穂」

　巳波は静かに自分の隣となりを指さす。

「……おまえが行きたいところに行く。だから……少しだけ話をしよう」

「はい……」

　兼城はこくりと頷うなずき、素直に巳波の車に乗った。







「ん……」

　ことことと気持ちよく身体からだを揺ゆらすリズムが途と絶だえて、兼城はゆっくりと目を開けた。

「ここ……」

「ああ、目が覚めたか」

　微かすかな煙草たばこの匂においと共に、巳波の声が聞こえた。

「あんまりよく寝ねているから、起こすに忍しのびなくてな。ちょっとあちこちくるくる回ってた」

「え……っ」

　がばっと身体からだを起こす。きょろきょろ見回した周囲の様子は、まだ巳波の車の中だった。

「俺おれ……」

「せっかく苦労の末に乗せたのに、おまえ、黙だまってるなぁと思ったら、くうくう寝てるんだもんな。拍ひよう子し抜ぬけしちまった」

「寝てたって……っ！」

　兼城はがばっとばかりに身体を起こした。

「こ、ここ……っ」

「ああ、俺のマンションの駐ちゆう車しや場じようだ。おまえの大学にも行ったんだが、何か、許可車両じゃないと止めてられないらしいな。仕方ないから、戻もどってきた」

「どうして起こして……っ。あ、ああ……すみません……」

　自分があたる相手は巳波ではない。兼城はがっくりと肩かたをすぼめた。普ふ通つうではない精神状態……ぴりぴりと苛いら立だっている自分がどうしようもなく嫌いやだった。

「何か……俺、おかしくなってんです。すみません……」

「ああ、そうだな」

　巳波はあっさりと頷うなずく。

「瑞穂、俺おれはおまえにとって、いったい何だ？」

「え……」

　兼城は、巳波のどこか哀かなしげな声に、はっと顔を上げた。

「俺にとって、おまえは二人といないかけがえのない存在だ。どんなことになっても、俺はおまえを守りたいし、おまえの一番近いところにいたい。おまえは……そうじゃないのか？」

　巳波の腕うでがすっと伸のびた。狭せまい車の中で、兼城の頬ほおに手のひらで触ふれ、優しく幾いく度ども撫なでてくれる。

「確かに、俺には医者の世界のことはわからない。そっちに関しては、悔くやしいことだが、俺より多岐サンの方がおまえに近いだろう。だから、無理に立ち入ろうとは思わない。だがな、瑞穂。確実におかしくなっていくおまえを受け止めることすら、俺には許されないのか？　おまえを……どうすれば俺はいやしてやれるんだ？」

　耳をふさぎたくなる言葉だった。優しすぎて、哀しいほどに優しすぎて。その中にどろどろに溶とけていってしまいたいほど、優しすぎて。

「……巳波さん」

　兼城は冷たい指先で、自分の頬を暖めてくれる巳波の手をそっと掴つかんだ。このまま聞いていたら、本当に泣いてしまいそうだった。身も世もなく、すがりついて泣いてしまいそうだ。それくらい、今の自分は壊こわれている。兼城はきゅっと唇くちびるを噛かむと、掠かすれた声を絞しぼり出した。

「……一つだけ、約束してもらえますか……」

「いくつでも」

　巳波は端たん的てきに答える。

「おまえの気のすむように」

　兼城は目を閉じる。

　もうだめだ。限界だ。

「……巳波さんの部屋に連れて行ってください。そこで……お話します」







　巳波のすすめで、兼城はシャワーを浴び、久しぶりにさっぱりとした気分でソファに座っていた。確認した時計は、すでに九時を大きく回っている。たっぷり三時間以上も、兼城は車の中で爆ばく睡すいしていたのだ。

「ああ……少しは美人に戻もどったな」

　くすりと笑って、巳波が言った。

「ほら、少し腹に入れろ」

　置かれたトレイには、半分に切ってあるシュガートーストとカップのポタージュ。兼城はこくりと頷うなずいて、黙だまって軽い食事を口にした。巳波に見つめられていると、意外なほどするするとそれらは身体からだにおさまっていく。

「……おいしい」

　トーストの甘あまさとスープの温かさが身体からだにしみる感じだ。

「おいおい。そんなもので感激するなよ。花穂ちゃんが怒おこるぞ」

「あ……」

　二人は顔を見合わせ、小さく笑った。久しぶりに笑うと、少し頬ほおが突つっ張る感じだ。

「ごちそうさまでした」

　きれいに簡単な食事を平らげると、兼城はきちんと座り直した。血糖値を上げたせいか、頭はクリアになっている。

「……最初に、これだけは約束してください。これから俺おれがお話することは、あくまで巳波さんにする話です。巳波さんだけにする話です。他の人には……絶対に言わないでください」

「わかった」

　巳波は静かに煙草たばこをくわえながら答えた。

「俺の胸にだけ納めておこう」

　兼城は、初めて柳原に声をかけられた日のことから、学会発表を事後承しよう諾だくで命じられたこと、その資料を非常識な早さでまとめろと言われた上に、故意としか思えない資料隠かくしをされたこと、そして。

「……今回のことに関しては、とにかくしつこいほどに高原のスタッフには話さないようにと、何度も何度も念を押おされました。どうにも……それも解げせなくて」

「……」

　巳波は無言で煙草を吸っている。

「最初は俺の能力を測っている……そういう風に理解していました。でも、能力はわかったと言っておきながら、次々に無理難題を押しつけられているような気がしてならないんです。まだ、俺の能力に不ふ審しんを持っているのかとも思いました。でも、そんなことは、まだ研究医になったばかりの俺に声をかけたときからわかっていたことなんじゃないでしょうか。今さら、こんなことをして……いったい、柳原先生になんの得があるのか、俺にはわからないんです」

「……医局の他の医者はなんて言ってるんだ」

　巳波がぼそりと言った。兼城は力なく首を振ふる。

「……やはり、相手は講師の先生ですから、やたらなことは言えません。ただ、仕事の上では間ま違ちがったことは言わないはずだから、言うとおりにした方がいいとは、医局長に言われました」

「仕事の上では……か」

　少し引っかかる言い方だ。

「で、どうなんだ？　瑞穂はどうしたいんだ？」

　内心の疑問を押おし隠かくして、巳波は言った。

「やっぱり、無理をしてでも、この仕事を全まつとうしたいのか？」

「するしかないと思っています」

　間かん髪はつ入れずに兼城は答えた。

「きついのは承知の上で、研究医になったのですから、逃にげ出すことはしたくないです。第一、今回の仕事を逃げたら」

　苦い笑いが漏もれる。

「……医局にはいられなくなります」

「そういうもんなのか？」

　巳波が驚おどろいたように返す。

「というか、それだけの力が講師にはあるんです」

　兼城は医局のピラミッド構造を説明した。

「いわゆる派は閥ばつの構造ですね。やはり、大学も組織の一種ですから、政治的な力関係は発生します。研究も……その派閥の海をうまく泳いでこそなんです」

　大人びた比ひ喩ゆを使って、兼城はため息をつく。

「……最初は嬉うれしかったです。認められたようで。でも……こうなってくると何か……能力の足りない俺おれを」

「瑞穂」

　兼城の口から出そうになった自じ嘲ちようの言葉を、巳波はやんわりと押しとどめた。

「おまえは、このこうるさい俺が認めた医者だぞ？　俺は政治などということはわからん。人は能力でしか計れん。……わかるな？」

「はい……」

「将来性や未知の力も能力のうちだ。どうも……正直、その先生の考えていることはよくわからんが、おまえに劣おとっているところがあるわけではないと思う。だから、ちゃんと自信を持って、顔を上げていろ」

「巳波さん……」

　兼城は小さく小さくこくりと頷うなずいた。

「……ごめんなさい……巳波さんに……心配かけて」

　自分にはまだ帰れる場所がある。ちゃんと暖めてくれる人がいる。それだけで、今の兼城には十分だった。

「ゴールは……あるわけですから、もう少しがんばってみます。どっちにしても……」

　少し濡ぬれ始めた目元を指先で拭ぬぐいながら、兼城はきゅっと唇くちびるを噛かむ。

「……逃にげ出すことはできないんですから」

「ああ、そうだな」

　煙草たばこを消し、巳波は向かいから兼城の隣となりに席を移した。両手で兼城の肩かたを抱だき寄せ、そのまますっぽり腕うでの中に抱かかえ込む。冷たいこめかみにそっとキスをして。

「だから、今日はちょっと休め。頭も身体からだも空っぽにしてな」

「はい……」

　少しだけ胸のつかえが降りていた。

　ほんの少しだけ。
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「できないことはできないんだから、仕方がない」

　兼城は、まるでおまじないのように、同じ言葉をずっと繰くり返していた。

「……過程だって、結果のひとつだもんな」

「おい……大だい丈じよう夫ぶか？」

　後ろからそっと肩をつつかれて、兼城は慌あわてて振ふり向いた。

「は、はいっ」

　音が出そうなほど、ぱっと振り向いた兼城を半ば呆あきれたように眺ながめていたのは、医局長の松岡だった。

「兼城、おまえ何ひとりで朝からぶつぶつ言ってるんだ？」

「あ、そ、そうですか？」

　あははと照れ笑いする兼城に、松岡は真顔で頷うなずく。

「みんなそう言ってるぞ。ついに兼城がおかしくなったって」

「や、嫌やだなぁ」

　結局、兼城は柳原との約束を果たすことができなかった。二日間徹てつ夜や状態で資料をまとめたが先はまったく見えず、昨日は……巳波のマンションに泊とまり、今朝ここまで送ってもらったのだ。

「つ、疲つかれてるのは本当ですが、まだまだ大だい丈じよう夫ぶですよっ」

「それならいいけどな」

　松岡はひょいと親指でドアの方を示した。

「柳原さんが探してる。行って来い」

　さりげなく言われた言葉に、兼城はこくりと息を飲んだ。

「は、はい……」

　用意しておいた資料を抱かかえかけたが、まだ全部の分ぶん析せきが終わってない以上、持っていっても意味がないと悟さとり、何も持たずに医局を出る。

「……兼城です」

　講師室のドアを二つノックすると、中から返事があった。

『ああ、どうぞ』

　ドアを開けると、意外なほど近くに柳原が立っていた。

「あ、すみません……っ」

　ほとんど手が届くところに立たれ、兼城は息が止まりそうなほど驚おどろく。柳原がゆったりとした口調で言った。

「あなたから来てくださるのを待っていたんですけど、私も暇ひまな身ではありませんので、松岡先生にあなたを探していただきました」

「申し訳ありません……」

　柳原のひんやりとした視線が、手ぶらの兼城の姿を見つめる。ゆっくりと頭の先から足の先までといった感じの眺ながめ方だ。

「……お預けした資料はどうされました？」

　首をすくめたくなるほど甘あまったるい声だった。

「ポケットに入る量ではなかったと思いますが」

「申し訳ありません」

　兼城は一いつ瞬しゆん息を止めた後、潔くぱっと頭を下げた。

「……分析が終わりませんでした。がんばったのですが……結果を出すことができませんでした……っ」

「……」

　深く頭を下げた兼城に、柳原の表情は見えない。ただ、すうっと音もなく、さらに近づいてくる足下と微かすかなスパイス系のコロンの香かおりがするだけだ。

「……顔を上げなさい」

　静かな声がした。兼城はくっと唇くちびるを噛かみしめて、顔を上げる。

「……っ！」

　その瞬しゆん間かんだった。自分に何が起きたのかもわからないまま、兼城は講師室のドアに向かって飛ばされていた。鈍にぶい音と共に身体からだが叩たたきつけられ、ドアノブが食い込んだ背中がしびれる。

〝俺おれ……っ〟

「……私はなんとあなたに言いましたか？」

　思い切り頬ほおを張り飛ばされ、床ゆかに座り込んだ兼城を見下ろして、柳原は優しい声で言う。

「今日の午後までにやっておいて欲しいと、そう言ったはずですが」

「はい……でも……っ」

「でもやしかしは、研究者の使う言葉ではありません。少なくとも、私の下にあるものには使わせません。研究に言い訳は必要ありません」

「……っ！」

　思い切り腰こしのあたりを蹴けられて、息が止まりそうになる。

「今日を通り過ぎれば、私は出張でいなくなる……そう踏ふんだのでしょうが、私はそれほど甘い人間ではありませんよ」

「先生……っ！」

　自分に容よう赦しやなくくわえられる暴力とまったく乱れを見せない優しい口調。そのアンバランスに、兼城はとてつもない恐きよう怖ふを感じる。

〝こんな……こんな人だったなんて……っ〟

「海外にもファクスはありますし、どこからでもメールサーバにアクセスできます」

「は、はい……」

「私の移動時間を含ふくめて……日本時間であと三日あげましょう。分ぶん析せきを全すべて終わらせて、梗こう概がいをまとめなさい」

「そ、そんな……っ」

　課題が増えている。資料の分析をした上に、論文自体をまとめろというようなものだ。唇くちびるまで青ざめる兼城に、柳原はふうっと口元だけで笑う。

「……できますね」

　氷のように冷たい指が、兼城の頬ほおに触ふれた。思わず後ずさりしようとすると、ぐっと恐おそろしいほどの力で髪かみを掴つかまれる。

「……っ」

「返事はどうしましたか？」

「は、はい……わかりました……」

　とにかくここから逃にげなければならなかった。この異様な空間から逃げ出さなければ、どうにかなってしまいそうだった。

「わかり……ました……っ」







　巳波は自分の学生時代の同窓会名めい簿ぼをめくっていた。

「……あった……」

　指先で目当ての名前を見つける。そして、その名前の横にある電話番号をプッシュした。

「……こちら、高原記念病院放射線科の巳波と申します。放射線科の秋あき場ばさんをお願いします」

　しばらく保留音が流れた後、電話は切り替かわったようだった。

「ああ、秋場か。俺おれだ、巳波嗣俊だ。……ああ、久しぶり。元気か？」

　電話の向こうは学生時代の同級生だった。今は、医学部付属病院の放射線科に勤務しているのだ。

「……ちょっと、おまえに聞きたいことがあるんだ。時間をとってもらえないか？」







　兼城は放心状態で、実験室の片かた隅すみに座っていた。

〝一体……何が起こったんだろう……〟

　どうやって講師室を出たのか、兼城は覚えていなかった。気がついたら、ここにぼんやりと座っていたのだ。しかし、口の中に残る血の味と腫はれ上がった頬ほお、鈍にぶく痛む身体からだの節々が、さっきの悪あく夢むのような出来事が決して夢ゆめではなかったことを示している。

　しかし、一番のショックは柳原に殴なぐられたことではなく、先ほど実験室をのぞきに来た松岡が、顔を腫らしている兼城を見て、すうっと声もかけずに出ていったことだった。

「知って……いたんだ……」

　松岡は兼城が柳原に呼ばれていったことを知っている。その兼城が顔を腫らし、口元に血を滲にじませて講師室から出てきたのだ。何があったのかを聞いてしかるべきだ。しかし、松岡は見て見ぬ振ふりをした。つまり、彼は柳原がこうした性せい癖へきを持っていることを知っていたことになる。知っていた上で……兼城に柳原のもとで学会発表することを勧すすめたのだ。

「……兼城先生、ここに……お、おい……っ！」

　入ってきたのは片桐だった。誰だれかを後ろに従えている。

「おまえ、その顔……っ」

「あ……」

　兼城は慌あわてて顔を隠かくそうとした。しかし、片桐は大おお股またに入ってきてしまう。

「な、何だよ、それ……まるで殴られたみたい……って……まさか、誰かに……」

「……何でもありません」

「何でもないって顔かよ、それが……っ」

「何でもないんですっ」

「失礼します」

　言い合う二人の間に、すうっと割って入った人ひと影かげがあった。

「片桐、ちょっと兼城先生と二人で話をさせてくれないか？」

「赤井……」

〝赤井？〟

　片桐から顔を背けるようにしていた兼城は、その名前に振り向いた。

「赤井先生って……」

「初めまして、兼城先生。赤井基もと彦ひこです。今は広州会消化器センターにいますが……」

　そこに立っていたのは、すんなりと小こ柄がらな若い医師だった。

「今年の春まで、柳原先生の下で、研究医をしていました」







　高原記念病院近くのコーヒー専門店である。巳波は、入り口できょろきょろと辺りを見回している人物に軽く手を振った。

「こっちだ、秋場。こんなところに呼び出して悪かったな」

「いやいや。話の成り行きによっちゃ、大学の近くの方がやばいからな」

　入ってきた秋場は大おお柄がらな男だった。巳波も百八十近くはあるのだが、その彼よりも縦も横も一回り大きい感じだ。

「電話ではちらっとしか聞かなかったが……柳原先生のことだって？」

　モカをオーダーし、煙草たばこを取り出しながら、秋場がすぐに言った。

「ああ……ちょっと、気になることがあってな」

　巳波は二に杯はい目のブレンドに口をつけながら、ゆっくりと言う。

「うちに来ているドクターの上らしいんだが……どうもかなり無茶なことを要求してくるらしくて、そのドクターがこっちの仕事もままならないような感じなんだよ。まぁ、俺おれが知ってどうなるってことでもないんだが、場合によっては、検査なんかの件数調整した方がいいかと思ってな」

「……あり得るなぁ……」

　ふうっと紫し煙えんを吐はき出しながら、秋場が言った。納得顔で頷うなずく。

「オフレコってことにしておいて欲しいんだが……俺も一応大学での立場あるし」

「それはもちろんだ」

　巳波が受けあうと、秋場は煙草を消し、少し前まえ屈かがみになって、話を始めた。

「実はな……」







　実験室の流しで口をすすぎ、腫はれ上がった顔をやはり実験室の氷で冷やしながら、兼城は赤井と向かい合った。

「赤井先生は僕ぼくより……」

「はい。二学年上になりますね。私は片桐の同期ですから」

　赤井は落ち着いた感じの物静かな口調で言った。すっきりと整った品のいい容姿だ。明るい色のスーツがよく似合う。

「今日は、兼城先生にお会いしようと思って来たんです。タイミングが良かったのか悪かったのかよくわかりませんが、とりあえずお会いできてよかった」

「はい……？」

　きょとんと目を見開く兼城に、赤井は脇わきに置いていたブリーフケースから薄うすいファイルを取りだして、すっと滑すべらせてよこした。

「これは……？」

「兼城先生が引き継つがれた私の研究の分ぶん析せき結果です。私の手元に残っていたパソコンのファイルから引きだしたものなので、もちろん完全な形ではありませんが、何かのご参考にはなると思います。完全なファイルは……全すべて、柳原先生に持って行かれてしまったので……」

「え……」

　思わず肩かたをすくませる兼城に、赤井は同情的な視線を送る。

「……私が逃にげ出してしまったがために、兼城先生にはご迷めい惑わくをおかけしているようです。でも……私はもう、柳原先生の近くにいることが耐たえられなかったんです……」

「赤井先生……」

「柳原先生は確かにすばらしい研究者です。事例に対する切り口もユニークだし、並はずれた分ぶん析せき能力と発想力をお持ちです。校こう閲えつがいらないほど語学にも秀ひいでていらっしゃいますし、あのとおり、物もの腰ごしも容姿も洗練されていますから、海外のどんな学会に出ていっても、臆おくすることはないそうです」

「……」

　赤井は静かな声で話し続ける。

「私も最初、柳原先生に共同研究者として声をかけていただいたときは、本当に嬉うれしかった。柳原先生とは研修医だった頃ころからのおつき合いでしたが、その頃は先生もお忙いそがしかったので、本当に対等の立場というか……一対一でのおつき合いになったのは、その後のことでした。研修医時代は声をかけていただくだけが精せい一いつ杯ぱいでしたから」

「指導医の先生が劇げき症しよう肝かん炎えんになられたのだとか……。それで柳原先生に指導医が代わられたのだと」

「ええ。あと数ヶ月で研修が終わる頃でしたね。私は卒業学年は兼城先生の二年上ですが、学生時代に病気休学があるので、実際にはもう少し年上なんですよ。心臓の方の手術をしているので。そんなこともあって、研修医時代は結構焦あせりもありましたね。指導も結局十分に受けられない状態でしたし」

　この線の細さは、こうしたものからくるのか。兼城は何となく納得する。

「そんなわけで、柳原先生とは、一応指導医と研修医という関係ではありますが、普ふ通つうのそうした関係とは少し形が違ちがうと思います。ですから、指導医の立場を離はなれた先生から、さらに共同研究者としてのお話があったときには、まだまだ大きな成果を上げるところまでいっていない私を認めてくださったようで、本当に嬉しかったんです。多少の厳しい要求にも応こたえようとがんばりました。しかし、先生の私に対する要求は……どんどんエスカレートして、常じよう軌きを逸いつしたものになっていきました。ひとつの山をクリアするとさらに高い山……そこをようやく越こえるとさらに……」

「ええ……」

　ようやく、兼城は頷うなずいた。

「そう……そうなんです……」

「エンドレスのきつい要求に、私は疲つかれ果てました。眠ねむる時間も食べる時間も全すべて奪うばわれて、体重は十キロ以上も落ち、容よう貌ぼうまで変わりました。研究医とはいっても、臨りん床しようの仕事も持っています。そのバランスの狭はざ間まで……私はついに耐たえられなくなって、柳原先生に共同研究者から降ろしていただくようお願いしました」

「赤井先生……」

「結果は……今の兼城先生と同じです。殴なぐる蹴けるの……乱暴をうけた上に……私の使っていたパソコンのデータは全すべて消去されました。共同研究ばかりでなく、私の学位論文用のデータまで全て」

　兼城は息を飲んだ。研究者にとって、積み上げたデータは命にも等しい。

「残ったのは、自宅のパソコンに取ってあったバックアップデータだけでした。それを助教授の橋本先生に見ていただいて、書きかけだった論文を仕上げ、どうにか学位をとって、私はここを逃にげ出しました」

　赤井は端たん整せいな顔をゆがめ、今にも泣き出しそうな顔で笑った。

「あなたに逃げ出せとは言えません。でも……できることなら、今回の学会発表だけで、後は柳原先生と距きよ離りをおかれることをお勧すすめします。今回に関しては、私にも責任がありますので、できるだけ協力させていただきますから。だから……これが終わったら……」

「でも……」

　兼城はどうしても解げせない表情で、赤井に尋たずねる。

「どうして……みんな柳原先生に何も言わないんです？　さっきも……俺おれは医局長に無視されました。どうして……っ」

「それは、柳原先生が前教授……今の名めい誉よ教授の息むす子こさんだからでしょう。次期教授の目もあるということですし」

「教授って……っ」

「次の教授選に出られるという噂うわさも聞いています。人望の点からいけば、間ま違ちがいなく橋本先生なんですが、政治力となるとやはり柳原先生でしょう。まぁ……先の話ですが」

「そ、んな……」







「サ、サディスト……っ」

　あまりな言葉に、一いつ瞬しゆん巳波は絶句した。

「お、おいおい……」

「うーん、ま、どこまでほんとかわからないが、ちょっといっちゃってることは確かみたいだな」

　秋場が淡たん々たんと言った。巳波の、柳原という講師はどういう人間なのかという質問に対しての答えである。

「俺も透とう視し検査室についてた頃ころ、顔はにっこり笑って、患かん者じやに大だい丈じよう夫ぶですかーなんて言いながら、台の下で助手が吹ふっ飛ぶほどの蹴けり入れているのは何回か見たからな。それがさ、すげぇんだよ。注意なら一回でいいわけだろ？　それを何回も何回も相手が声をあげるまで繰くり返すんだよ。執しつ拗ようっての？　もう、見てて怖こわくなったな」

　巳波は口の中が異様に苦くなるのを感じていた。

「……嫌いやな奴やつだな……」

「嫌っていうかさ……怖いよ、俺おれは。もう壊こわれてる人って感じで。正直、医者なんて頭よすぎる奴らの集団だから、医者やってなきゃ、ただの変な人って人種は結構多いけど、柳原先生の場合、完全に壊れてるもの。それが講師とかいって、名めい誉よ教授の親の七光りで権力持っちまってるわけだろ？　もう、こええこええ」

　秋場は肩かたをすくめた。

「おまえんとこに来てる先生もさ、とっとと逃にげ出した方がいいぜ。おまえんとこで、雇やとってやれねぇの？」

「そういう話もあったんだがな……」

　巳波は上うわの空そらで答える。

〝瑞穂……〟

　兼城の話では、彼自身に身に覚えのないところで、柳原に目をつけられたとしか思えない。となると、一体彼の何が柳原をひきつけたのかわからない以上、下へ手たに動くことはある意味危険だった。離はなれようとしてとった行動が、逆にあおり立てる結果にもなりかねないからだ。

〝いや、それよりも……〟

　柳原は、秋場の言うとおり、権力を持っている。やっと研究医として歩み始めた兼城など、それこそ一声でつぶしてしまえるほどの力を持っているのだ。

「今年の春か……柳原先生の下にいた先生が逃げ出したんだよ。赤井先生っていうんだけど。何かもう、やめる頃ころはさ、生きた屍しかばねっての？　がりがりに痩やせて、目ばっかりでかくなっちまってさ。小こ柄がらだけど結構ハンサムで、看護婦なんかにも人気あったんだけど、最後の頃は誰だれも近づけないような雰ふん囲い気きだったよ。うちやめて、県外の病院に行ったって話だけど」

「そうか……」

　どうすればいいのだろう。

　いくら講師とはいえ、そんな危ない噂うわさのあるものの下に、兼城を置いておきたくはない。すでに彼は、かなり追いつめられた状態になっている。その赤井という医師の置かれた状態に行くまで、それほど時間はかからないだろう。

　しかし、ここで下手に巳波が動けば『誰にも言うな』という柳原との約束を兼城は破ったことになり、また一体どんな無理難題を押おしつけられるかわかったものではない。

〝一体……どうすればいいんだ……っ〟







　兼城は、誰だれもいない実験室で無心にパソコンを叩たたいていた。

「……これで終わりと……」

　膨ぼう大だいな症しよう例れいをざっと分類して、必要なところだけを抜ぬき出し、発表用の資料をまとめる。そして、今度はその症例に分ぶん析せきをくわえ、最後に全体を考察する。それがこうした研究のひとつのセオリィである。兼城はその第一段階ともいうべき、資料作りをようやく終えた。これで、研究のほぼ半分は終わったようなものである。

「赤井先生のおかげだな……」

　赤井は、あの柳原のすさまじいしごきに耐たえ、また抹まつ消しようされたデータを残った部分をもとにして修復し、論文を仕上げたというだけあって、すばらしい頭脳の持ち主だった。症例を要領よくまとめ、パラメータをはっきりさせて分類しやすくするなど、いくつかのテクニックを丁てい寧ねいに教えてくれたのだ。

「距きよ離りをおいた方がいい……か」

　パソコンのデータをＭＯに落とし、もう一枚自分用にこっそりとコピーしながら、兼城は考え続けていた。

「どうすればいいのかな……」

　確かに、柳原の言動は常じよう軌きを逸いつしている。しかし、彼の性せい癖へきともいうべき異常さが、暗あん黙もくのうちに認められている以上、医局の最下部に所属する兼城としてはどうしようもない。このまま頭を低くしておとなしくしているか、すっぱりと医局と縁えんを切るかのどっちかだ。

「やっと……歩き出したのになぁ……」

　道が見つからなくて。もがいてもがいて、やっとここまで来たのに。やっと全部の力を傾かたむけられるものを見つけたのに。

「ここで……中ちゆう途と半はん端ぱしても仕方ないよな……」

　今回の叱しつ責せきは、ここまでされなくてもとは思うが、言われたことをできなかった自分の責任でもあるのだ。

　パソコンの停止処理をし、電源を落とすとすうっと静かになった。

「みんな……がんばってるんだよな……」

　この実験室には自分一人だが、まだ医局や図書室の方からは人の気配がする。昼間は臨りん床しようの仕事が中心になる研究医が、自分の研究に集中できるのはやはり夜も遅おそい時間になる。だから、この医局周辺に明かりの消えることはない。みな、自分のどこかを削けずって、自分の決めた道を歩いているのだ。

「もう少しだけ、がんばってみよう……」

　これから、柳原がどんな態度に出てくるかは想像もできないが、学会発表まで、すでに一ヶ月を切っている以上、赤井のように数ヶ月間に亘わたっていたぶられるということはないだろう。しかし、逆に期間が短い分だけ要求が無茶になっていく可能性は否定できない。

「それでも、もうちょっとはがんばれるよな……っ」

　ふと視線を泳がせると、ブラインドを閉め忘れた窓に自分の姿が映っていた。その右斜ななめ上に丸く輝かがやくものを見つけ、しばし見つめてしまう。

「ああ……」

　くすっと笑いが漏もれる。

　兼城はすっと立ち上がり、窓辺に近づいた。からりとサッシを開くと、きゅんと身の内が引き締しまるような夜の空気が流れ込んでくる。濃のう紺こんのビロードを広げたような空に、丸い銀貨が浮うかんでいた。少しだけゆがんだその円は、満月に一日ほど足りない月。

　何気なく、羽織っていた白衣のポケットに手を突つっ込んだ兼城は、そこに携けい帯たい電話の固い手て触ざわりを感じた。取りだしたそれの短縮番号を押おす。コールは二回。緊きん急きゆう呼び出しに慣れている人は、やはり反応が早い。

「……俺おれです。まだ起きていましたか？」

『ああ』

　素っ気ない、しかしすぐに返してくれる声は、兼城が一番信しん頼らいし、尊敬し、そして愛している人の声。

「月、すごくきれいですよ」

『……ああ、そうだな』

　なぜとは聞かない。何なにとも聞かない。ただ、ほろほろとこぼす兼城の言葉に、その人は頷うなずいてくれる。

「月の光が強すぎて、星も見えないな……」

『……少し月から離はなれてみろ。ちゃんと小さな星も見えるぞ』

「あ、ほんとだ……」

　くすくすと笑いたくなる。何だか泣きそうにもなる。

　ここにちゃんといてくれる。わかってくれる人、受け止めてくれる人が。

「……すみません。夜遅おそくに……」

『ちゃんと寝ねろよ』

「はい……おやすみなさい」

　少しだけ名残なごり惜おしい気分半分と満ち足りた気分半分で電話を切り、兼城はふうっと大きなため息を漏らす。

　ＳＡＭＥ ＭＯＯＮ．

　そんな言葉をふと思い出した。

　同じ月を見る人が確かにいる。

　それは今の兼城にとって、何よりの力だった。







　静かに受話器を置き、巳波はカーテンを開け放った夜の空を見上げていた。

「まだ……大学にいるのか……」

　着信した電話番号は携けい帯たい電話のものだった。自宅にいるなら、兼城は自宅の電話でかけてくる。あまり使いたがらない携帯電話でかけてきたということは、彼がまだ自宅に帰っていないことを示している。

「瑞穂……」

　彼が、可愛かわいらしい見た目よりもずっと硬こう質しつな内面を持ち、意外なほど負けん気が強くて、しっかりしていることはわかっている。しかし、それだけに彼にはとてももろい一面がある。自分の信じていた世界が壊こわれたとき、彼は信じられないほどもろくなる。もともと素直で人を信じやすい、まっすぐな性格ゆえなのだろう。

「俺おれは……何をしてやれる……？」

　こんなとき、やはり医師と技師の立場の違ちがいを痛感してしまう。同じ医師であれば、直接的にかばってやることもできるだろうに、技師である自分は、彼が身を置く医師……しかも研究医の世界などのぞき見たこともない。彼がどんな立場に追い込まれ、その中でどんな風に苦しんでいるのかも、十分に理解してやれないのだ。

「たぶん……おまえもわかっているんだろうな……」

　兼城は聡そう明めいだ。自分が一人で闘たたかうしかないことは十分にわかっているのだろう。それでも、どこかにすがりたくて、安らぎが欲しくて、こんな風にそっと指先を伸のばしてくる。

　抱だきしめたかった。痛みを感じるほどに抱きしめてやりたかった。

　煌こう々こうと輝かがやく少しゆがんだ月が、苦く唇くちびるを噛かみしめる巳波を見下ろしていた。







　同じ月の下、それぞれが孤こ独どくで、それぞれが想おもいあっていた。





ＡＣＴ　６




〝朝って……こんなに明るかったっけ……〟

　兼城はこしこしと目をこすりながら、高原記念病院の廊ろう下かを歩いていた。

　朝の太陽を浴びることは、身体からだに正確な生命維い持じのリズムを思い出させるために、とても有効な方法なのだと、テレビか何かで言っていた。しかし、今の兼城にとって、一番大切なことは正しい時間で生活することではなく、いかに身体を休めずに思考と行動を続けることができるかだった。

「一日が三十時間くらいあるか、睡すい眠みん時間が一日一時間くらいで済むといいのになぁ……」

「みーちゃん」

　ふいにぽんと肩かたを叩たたかれて、兼城は飛び上がるほどに驚おどろいた。

「わぁっ！」

　ほとんど反射的に壁かべに張りついたのを、呆あきれたように見ているのは三浦だった。

「何やってんだよ……。俺おれ、別に気配殺してなかっただろ？」

「……」

　意外なことだが、三浦は父親が現職の警察官である。その薫くん陶とうの元、子供の頃ころから剣けん道どうを続けており、軟なん派ぱな外見にもかかわらず、三段という立派な段持ちなのである。その経験からなのだろう。たまに時代劇のようなセリフを吐はく。

「……ごめん。俺、ちょっとぼーっとしてたから」

「そんなの今に始まったことじゃねぇけどさ」

　三浦はからからと明るく笑う。

　指導医であった瀬川のきついきつい教育的指導のおかげで、少し髪かみ型がたとコロンの香かおりは変わったが、明るいラテン系の性格は変わりようもない。三浦が派手な外見と派手な女性遍へん歴れきのわりに同性に嫌きらわれないのは、何事もからりと笑い飛ばすこの性格による。

「みーちゃん、でも最近、眉み間けんに皺しわ寄りっぱなしよ？　可愛かわいい顔が適度に老ふけて医者としてはいいかもしれないけど、俺的にはみーちゃんは可愛い方がいいなぁ」

「何馬ば鹿か言ってんだよ」

　ぺちりと自分より長身の親友の背中をはたき、兼城は小さく笑った。

　自分はずいぶんと学生時代から遠いところに来てしまった気がするが、三浦ののほほんとした言動を見ると、何かほっとするものを感じる。彼も勤務医になり、少しずつオペの執しつ刀とうもして、外科医としては大きく成長していると聞いているのだが、やはり、ここにいるのは学生時代から変わらない、気のいい三浦周だ。

「ちょっとな……お疲つかれ気味はお疲れ気味。ま、勝負は一ヶ月ぐらいで決まりそうだから、そしたら、たぶん元に戻もどるよ」

「一ヶ月？」

　少しだけ怪け訝げんな顔をした三浦だったが、すぐにあははと笑う。

「んじゃ、その時限爆ばく弾だんが爆発したら、花穂ちゃんも連れて、ディズニーランドでも行こうぜ。あそこさ、何か新しいスポットできたんだろ？」

「そうなのか？」

　兼城がきょとんと返す。

「……みーちゃんにふった俺おれが馬ば鹿かだった」

　ぽんぽんと兼城の肩かたを叩たたき、三浦はわざとらしいため息をついた。

「みーちゃん、世間の雑事に疎うといもんなぁ。もうちょっとこう……柔じゆう軟なんにならないとすり減っちまうよ？」

「おまえみたいに柔軟すぎて、二つ折りになっているのも何だがな」

　笑いを含ふくんだ低い声が聞こえ、三浦がぺしりと頭をはたかれた。

「いて……っ、先生っ」

　通りかかったのは、瀬川だった。呵か々かと笑いながら、カンファランス室に入っていく。当然のことながら、朝のコーヒーを楽しむためだ。

「……ったく、瀬川先生、俺のことなんだと思ってんだか……」

「結構正しい認識という気もするけどな」

　兼城もいつの間にかくすくす笑っていた。

　やはりここの空気は暖かい。当然医い療りようの最前線としての厳しさはあるが、そんな中にも医師それぞれのキャラクターがあって、のびのびとしている感じだ。

「あ、みーちゃん笑った」

　三浦がにこにこと言う。

「みーちゃん、その方が絶対いいって。どっかに余よ裕ゆう持ってないと絶対切れちまうからさ」

「……ああ、そうだな……」

　頷うなずいて、兼城は内科医局へのドアに手をかける。

「三浦」

「ん？」

　同じように外科医局のドアを開けようとしていた三浦が振ふり向いた。兼城はにっこりと笑いかける。ぴっと指をさして。

「……その〝みーちゃん〟、いい加減にやめろ」







　三浦は素早く医局に滑すべり込むと、素早くポケットから携けい帯たい電話をとりだした。出勤のときには切ってある電源を入れ、ざっと電話帳を探して、何人かの名前をピックアップする。

「……こいつがいいか……」

　つぶやいて電話をかけると、運よく相手はすぐに出てくれた。

「……あ、木き村むら？　俺おれ、三浦。ああ……久しぶり。ちょっとさ……頼たのまれて欲しいんだけど」







「うう……スペックが足りない……」

　ぶつぶつ言いながら、兼城は医局のパソコンと格かく闘とうしていた。

　大学の実験室にあるパソコンは、今年の春に備品として入ったものだ。備品担当がそっちのおたくが入っている奴やつなので、統計・画像系のアプリが快適に動くよう、最高のスペックになっているのである。それを使い慣れている身としては、五年ほど前のスペックで止まっている高原のパソコンは使いにくいことこの上ない。それでも、どうにか画像のサイズを落とし、文書を圧縮して、メールにのせることに成功した。

「……終わった……」

　柳原のいるヨーロッパとの時差がどのくらいあり、また彼がいつどこでメールを開けるかは知らないが、とりあえず、彼の切った期限には間に合ったはずだった。

　彼から受けた暴力の恐きよう怖ふ感はいまだに兼城を支配している。穏おだやかな子供時代から学生時代と送ってきた兼城にとって、痛みを持って身体からだに与あたえられる暴力はまったく初めての経験だった。殴なぐられ、蹴けられたあのわずか数分間を思い出すだけで、今も全身が冷たくなる。

「でもなぁ……」

　兼城には、柳原の意図が今一つわからない。何のために、彼は研修医をあれほどまでにいじめ抜ぬくのだろう。会った限りでは、赤井は穏やかで頭の切れる人物だった。好意をもたれこそすれ、彼を嫌きらう人間はそれほどいないだろう。もしいるとすれば、それは嫉しつ妬とによるものだろうが、柳原はあのとおり、容姿も才能も、そして地位も最高のものを持っている。背景もなかなかに立派なものだ。赤井のようなかけだしの医師に嫉妬する理由など何もないのだ。よしんばそうだとしても、それでは自分はどうなるのだろう。

「俺なんか……赤井先生以上になにもないぞ……」

　兼城はある意味自分をよく知っている。内省的なところのある性格のせいだ。負けん気の強い、どちらかといえば打たれ強い性格は、自分の利点だと思う。しかし、まだまだあまりに未熟だ。努力はできると思うが、天才肌はだではない。経験も足りない。言い出すと自分で情けなくなってくるが、本当に何もないのだ。

「うーん……」

　すっかり冷めてしまったコーヒーを口にして、その苦みに顔をしかめながら、兼城はため息をついた。

　すでに院内はしんと静まりかえっている。パソコンの片かた隅すみにある時計を確認すると、十一時を少し回ったところだった。

「うわ……意外といってたな……」

　今夜は当直がかかっているのだが、外来や病びよう棟とうからの呼び出しがないので、時間をまったく意識していなかったのだ。

「少し……寝ねようかな……」

　とりあえず一つの仕事を終えて、兼城は首をこきこきと鳴らし、肩かたを回した。立ち上がろうとしたとき、ドアがこんこんと軽くノックされるのが聞こえた。

「はぁい？」

　今いま頃ごろ誰だれだろうといぶかしむ。診しん察さつ関係の用なら、まず電話が鳴るはずなのだが。

「みーちゃん……起きてた？」

　細めにドアが開き、そっと顔を出したのは三浦だった。

「……おまえ、何やってんの？」

　両手を上に伸のばしたまま、兼城はきょとんと目を見開く。

「今日当直かかってないだろ？　呼ばれたのか？」

「あ、いや……入っていいか？」

　いつもなら、ノックすらなく入ってくるはずの三浦が今日はやけに神しん妙みようだ。思わず、兼城は笑ってしまう。

「何だよ、一体」

「あ、いや……」

　三浦は曖あい昧まいな返事を返すと、そっと中に滑すべり込んでドアを閉じた。

「……忙いそがしいか？」

「いいや、全然。おかげでやらなきゃいけなかったことが片づいて、助かった」

　兼城はコーヒーメーカーの中が空になっていることに気づいた。

「……淹いれ直さなきゃな……」

「あ、いや、いい。買ってきた」

　三浦が気づいたように、手にしていたビニール袋ぶくろを机の上に置いた。中には兼城の好きなペットボトルのミルクティーが入っている。

「へぇ、珍めずらしい」

　三浦は自分が貢みつがれることはあっても、人に差し入れをしたりすることは少ない男だ。ものよりも態度で人をひきつけるタイプなのである。

　兼城はくすっと笑うと、ありがたく差し入れを受け取った。カップを取りだし、早さつ速そくよく冷えたミルクティーを注そそぐ。

「何だよ、それで。酔よい覚ましか？」

「……いや」

　兼城はパソコンのマウスを操作し、さっきメールに乗せて送信したファイルを念のためにＭＯに落とした。赤井に言われたことは身にしみている。どんなデータでもバックアップを取っておく癖くせがすっかりついてしまった。

「みーちゃん」

「だから、何だって」

　三浦は立ったままだった。椅い子すに座ってきょとんと見上げる兼城を、目を細めて見つめている。

「みーちゃん、大学辞めてさ……高原に就職しろよ」

「え？」

　兼城はカップを口元に当てたまま、大きな目をぱちぱちさせて、長身の親友を見上げた。

「三浦、おまえ何言って……」

「多岐先生も瀬川先生も……院長だって、みんなみーちゃんに来てもらいたがってる。みーちゃんならここの中もよく知ってるし、患かん者じやの評判だってどんどんよくなってきてる。週に二日じゃ惜おしいってみんな言ってる。みーちゃん、ここに来いよ。大学なんか辞めちまえよ」

「ちょ、ちょっと待てって」

　兼城は慌あわててカップを置いた。

「まず座れよ。な、突つっ立ってると落ち着かないから」

　自分の隣となりの椅子を示すと、三浦は長身を折り曲げるようにして座った。兼城は立ち上がってカップをもう一つ持ってくると、ミルクティーを注そそいでやる。

「……一体どうしたんだよ。俺おれがここに就職しないことは、病院側も俺も納得ずくだよ。そんなことおまえだって……」

「みーちゃん、自分がどんな状態に今なっているのか、わかってんのかよ。みーちゃん……下へ手たすると医者やめなきゃならないかもしれないんだぞ……っ」

「え……」

　兼城の手がぴたりと止まった。

「三浦……」

「……この頃ごろ、みーちゃんの様子おかしいし……どんどん痩やせてるし、何かぶっ倒たおれそうにもなってるしさ、俺、ずっと心配してたんだ。でも、みーちゃん、俺になんか絶対弱音吐はいてくれないし……。そしたら、あと一ヶ月だとか言ってたじゃん。それで俺、三さん内ないにいる友達にあと一ヶ月って言ったら、何だって聞いてみたんだ」

　三浦はうつむいたまま言葉を続けた。

「そしたら、たぶん消化器学会だろうって言うし……。ああ、みーちゃん発表なんだって思ってさ、確かめてみたら……」

「三浦っ！」

　思わず、兼城は叫さけんでいた。

「おまえ……っ、何の権利があって……っ！」

「みーちゃんが心配だからだよっ！　自分が共同研究してる柳原がどんな奴やつか、みーちゃん知ってんのかよっ！　このままでいったら、みーちゃん、殺されちまうぞ……っ」

　三浦がゆらりと顔を上げた。

「木村……俺おれが話を聞いた奴だけど……奴が言うには、柳原って一種の性格破は綻たん者でさ、一体何人の研修医つぶしてるかわからねぇって。大学辞めて、他県とかに就職で逃にげられたのはまだましな方で、医者やめちまった奴もいるし、本当に壊こわれちまった……」

「三浦……っ」

「でも、柳原は名めい誉よ教授の息むす子こだから、表向きは誰だれも逆らえない。せいぜい裏で、他県に逃がしてやるくらいのことしかできない。俺、みーちゃんにはそんなことに絶対なって欲しくない。みーちゃんには、ここにいて欲しいんだ」

「あのな……」

　兼城は頭痛を感じたように額を押おさえた。

「……確かに、柳原先生とは共同研究という形で、先生が以前別の先生となさっていた研究のデータをまとめる仕事を任されている。それを柳原先生の名前で発表することも了りよう解かい済みだ。それは否定しない。でも……それで殺されるのなんのって……」

　笑おうとした頬ほおがわずかに引きつってしまう。

「そんなの……大げさすぎる。第一、柳原先生の性格云うん々ぬんに関したって、あくまで噂うわさでしかない。そんな……憶おく測そくでものをいうと、瀬川先生や多岐先生に笑い飛ばされそうだな……」

「みーちゃん……っ」

　兼城は三浦から顔を背けるようにして立ち上がった。

「おまえ、明日当直かかっているんだろ？　くだらない噂話している暇ひまがあったら、さっさと帰って寝ねた方がいい。俺も……寝ることにするから」

「逃げるなよ、みーちゃんっ」

　三浦も立ち上がった。腕うでを伸のばして、兼城の肩かたを掴つかまえる。

「……俺の言ったことが憶測だっていうんなら、じゃあ……何でさっき、あんなに真っ青になったんだよ。俺がみーちゃんの学会での出番を確かめたって言ったら、血相変えたじゃないか。すごく怯おびえた顔した。みーちゃん、柳原に何か脅おどされてるんじゃないのか？　自分の名前出すなとか……何とか……」

　三浦の洞どう察さつ力はさすがだった。当たらずとも遠からずの答えを、見事に兼城の一連の態度から引きだしていた。びくりと震ふるえた肩がその何よりの答えだった。

「みーちゃん……」

「……別に……脅おどされてなんかいない。ただ……」

「ただ……？」

「ただ……指導医の……多岐先生を飛び越こえるようなやり方になるから……高原の方には黙だまっていて欲しいと……そう言われただけだ」

「飛び越えるって……」

　三浦は呆あきれたように首を振ふった。

「そりゃ詭き弁べんだ。多岐先生はもうみーちゃんの指導医から離はなれている。今のみーちゃんと多岐先生の関係は、派は遣けん先の同どう僚りようといった感じのものでしかない。第一、多岐先生がこの手の上下関係にこだわるような人だと思ってんのか？」

「……」

「みーちゃん」

　重ねて、三浦が言った。

「頼たのむから……頼むから、もっと自分を大切にしてくれよ。研究も大事だけど、みーちゃん自身が壊こわれちゃどうにもならないだろ？　あと一ヶ月……そんなに俺おれは待てない。みーちゃんがぼろぼろになっていくのを見ていることなんか、できそうにない……」

「三浦」

　兼城はうつむいたまま、わずかにくぐもった声で言った。

「俺は……自分で研究医の道を選んだ。物理的にも精神的にも大変なのは、初めからわかっている。わかった上で、大学に戻もどったんだ。自分で決めたことだ。途と中ちゆうで投げ出す真ま似ねはしたくない」

「投げ出すって……意味が違ちがう。相手が悪いって言ってるんだよ」

「相手がどうであろうが」

　ぱっと顔を上げる。冴さえ冴ざえとした大きな瞳ひとみが三浦を見つめる。

「一度やると決めたことだ。途中でやめてしまったら、逃にげ出してしまったら、それはどんな理由を付けようが、投げ出した以外の何ものでもない」

「みーちゃん……っ」

「おまえは、俺に中ちゆう途と半はん端ぱなことをさせたいのか？　いいかげんな奴やつにさせたいのか？」

「ちが……っ」

「おまえに……そんな権利はない」

　堂々巡めぐりを続けそうになる議論を、兼城はすぱりと断ち切る。

「もう遅おそい。この話はここで終わりにしてほしい。俺も……もうこの件に関しては何も言いたくない」

　肩かたにかかった手を外そうとする兼城に、三浦は震ふるえる唇くちびるを噛かみしめながら、頑がん固こに首を振った。

「……だめだ……」

「おい、三浦……」

「だめだ、みーちゃん……っ」

　次の瞬しゆん間かんだった。

「……っ！」

　つんと少しきつい感じのコロンが、兼城を抱だきしめていた。痛みを感じるほどに、熱い腕うでに力が込められる。

「三、浦……っ」

「権利なんか……関係ない……そんなの……関係ないじゃないか……っ」

　耳元の囁ささやきは、聞き慣れた親友の声ではなかった。

「何でわかんないんだよ……っ。俺おれは……俺はみーちゃんを……」

「やめろ……」

　胸を破りそうな激しい鼓こ動どう。それが自分のものなのか、それともぴたりと身体からだを合わせた三浦のものなのか、もう兼城にはわからなくなっていた。

「俺は……」

　聞いてはいけない。この耳に吹ふき込まれる囁きを聞いてはいけない。聞いてしまったら、全すべてが壊こわれる。積み重ねてきた全てが壊れる。自分を作ってきた全てが壊れる。しかし、耳を覆おおいたくても、きつく手首を掴つかまれる形で抱だきしめられていてはどうしようもない。

「……聞きたくない……」

　兼城は泣き出しそうな声でつぶやく。

「聞きたく……ない……」

「だめだ」

　三浦が優しく囁ささやく。今まで聞いたことがないほど甘あまい声で。そして、その優しさとはうらはらの強い力が兼城の腕うでを引き、うつむきがちな顔を上に向かせる。吐と息いきがそっと近づいてくる。初めて見るとろりと甘い親友の表情。

「ずっと……言わないできた。言っちゃいけないと思っていた。みーちゃん、すぐ悩なやむ方だし、悩むと身体からだ壊しそうだし。でも……もう我が慢まんしない。みーちゃん、自分で自分のこと壊そうとしてる。それくらいなら……俺おれが壊してやるから」

　これは誰だれだ。

　ぎりぎりと痛いほどに腕を締しめつけ、吐息を近づけるこの男は誰だ。

「みーちゃん、俺、みーちゃんのことずっと……」

　聞いては、いけない。

「やめろーっ！」

　思い切り叫さけぶと、兼城は崩くずれそうになる身体で最後の力を振ふり絞しぼった。全身をぶつけるようにして、三浦の大おお柄がらな身体を突つき飛ばす。手中に収めたと思っていた兼城の意外な抵てい抗こうに、三浦の腕が思わずゆるんだ。

「……っ！」

　その機を逃のがさず、素早く自分を拘こう束そくする腕から逃れると、兼城はちょうど鳴った電話に飛びついた。

「……はいっ、内科兼城……っ」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす三浦を視界の片かた隅すみに置いて、兼城は無意識のうちに自分の喉のどのあたりを押おさえながら、声だけは冷静に受け答えをする。

「はい……わかりました。すぐに……行きます」

　そして電話を切ると、くしゃくしゃになった白衣の皺しわを伸のばし、背中もしゃんと伸ばした。

「……救急車が入るから」

「あ、ああ……」

　三浦がまだ呆然としたまま、ぼんやりと答える。

　兼城はさっと背を向け、ドアに手をかけた。

「俺は……」

　なぜか掠かすれて震ふるえてしまう声を感じながら、兼城は、それでも言わなければならない言葉を言う。

「おまえを……一番の親友だと思っていた」

　ばんっと閉じられたドアを、固く強こわばる背中を、三浦は為なすすべもなく見送るしかなかった。







　運び込まれたのは、胆たん石せき発作の患かん者じやだった。鎮ちん痛つう処置をして、病びよう棟とうに上げ、入院指示を出した兼城が医局に戻もどったのは、二時間ほど後のことだった。そっとドアを開け、顔をのぞかせて、中が無人であることに少しだけほっとする。

「……」

　どさりと椅い子すに座り、そこにべったりとうつぶせる。

　自分でも何が起こったのかよくわからなかった。ただ、何かが壊こわれた……哀かなしいほどに空くう虚きよな喪そう失しつ感が全身を包み込んでいる感じだった。指一本上げるのも億おつ劫くうで、息をすることすら面めん倒どうで。

「どうなるのかな……」

　何もかもが変わってしまった。変わるはずがないと思っていた昨日が、まったく色を変えた今日になった。昨日はもうどこにも残っていない。ただ、そんな急激な変化についていける人間などいようはずもなく、とまどうばかりの自分が取り残される。

　兼城はゆっくりと怠だるい腕うでを伸のばした。さっき、外来に降りるときに机の上に投げ出していった携けい帯たい電話を取り上げる。リダイヤルを押おすと、一番使う頻ひん度どの高い番号がぽっと浮うかび上がる。

「……」

　呼び出し音が一回、二回。視線の端はしに映る時計は午前二時を回っている。

『はい……』

　三回目が鳴り終わる頃ころ、電話は繋つながった。低くよく通る声が流れ出す。たぶん眠ねむっていただろうに、その声はいつもどおりにシャープだ。そう、いつもと変わらないものがここにある。

『もしもし……？』

　確かに変わっていない。ここにある。このままに。

　そう感じただけで、不思議と涙なみだがこぼれた。安あん堵どと愛いとしさと……何もかもが混じり合って、兼城の涙るい腺せんを侵おかしていく。

『……瑞穂か？』

　わかってくれる人がいる。一言も声を発しなくても、微かすかに漏もれる嗚お咽えつと吐と息いきだけでわかってくれる人がいる。

『……すぐに行くから、待ってろ』

　何のためらいもなく、その人は告げ、ぷつりと電話は切れた。

「……ずっと……待ってる……」

　単調な発信音だけになった電話に、兼城は優しく声を送り込む。

「あなただけ……待ってる……」







　医局のドアが開いたのは、それから十五分ほど後だった。

「ああ……」

　まだぼんやりと机に座っていた兼城は、ふんわりとした笑みを浮うかべて振ふり向いた。

「巳波さん……」

「巳波さんじゃないだろうが」

　いつもと変わらないてきぱきとした足取りで入ってきた巳波は、そのまま腕うでを伸のばし、ふわりと立ち上がった兼城を自分の胸に引き寄せた。

「……何があった」

　その柔やわらかいぬくもりに、兼城はくっと声を飲み込んだ。

「……何も」

　それ以上の言葉を紡つむぐと、声が震ふるえてしまいそうだった。

「何も……か？」

　暖かく大きな手が、そっと髪かみを撫なでてくれる。さらさらと髪を撫で、肩かたを撫で、背中を抱だきしめてくれる。

「ええ……」

　その声が最後だった。兼城の大きな目から一気に涙なみだが溢あふれ出す。ぼろぼろと大おお粒つぶの涙が滑なめらかな頬ほおにこぼれ、押おしつけた巳波の胸を濡ぬらしていく。

「……っ」

　肩を震わせ、こみ上げる嗚お咽えつを隠かくそうともせずに、兼城は泣き続けた。

　何かが切れてしまった。張りつめ、ぎりぎりまで引き絞しぼっていた何かが切れてしまったようだった。

「……」

　巳波は何も言わない。ただ、抱きしめてくれる腕の力をほんの少し強くしただけだ。しかし、それが何よりも雄ゆう弁べんな答えだった。

　確かにここにいる。常に変わらない存在が。いつも変わらず、愛し抱きしめてくれる存在が。

　窓の外の月が、すっと流れてきた雲に隠れた。

　微かすかな闇やみの中で、二人はただお互たがいの存在だけを抱きしめていた。





ＡＣＴ　７




　学会まで、あと一週間となった。

「しかし、心底使いにくい会場だよな……」

「はぁ……もともと会議用にできているところじゃありませんからねぇ」

　ぼやく医局長の松岡に、兼城は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「しかし、あの映写室がなぁ」

　学会当日、スライド係を受け持つ神かん田だがぼやいた。

　学会発表にはスライド映写が欠かせない。医学研究の発表に、画像の添てん付ぷは必ず必要なものだからだ。

「いくらもともと映画用だってさ、焦しよう点てんが合わないってのは何なんだよ」

「映写機のレンズ焦点距きよ離りの違ちがいなんでしょうが……ちょっと信じられないですよねぇ」

　言葉を挟はさんだのは、片桐である。

　学会の会場となるのは、普ふ段だんコンサートや演劇を行っている、内部に大小五つのホールを持つ複合施し設せつである。その演劇用の小ホールでは、まともな形でスライドが使えないことが、今日の下見で判明したのだ。劇場奥おくの映写室からでは焦点が合わずにぼけ、かといって、客席も傾けい斜しやがきつくて、スライド装置を設置することが事実上不可能だったのだ。

「ぼけぼけのスライドで我が慢まんしてもらうよりないな。くはー、今から苦情の山が目に見えるようだ」

　神田がため息をついた。

　行く方としては何気なく出かける学会だが、主しゆ催さいする側の準備や気苦労は並なみ大たい抵ていのものではない。

「ああ……スライドっていえば、兼城先生、スライド上がってきた？」

　何気なく神田が言った。

「何か、ブルーになってなかったんだって？」

「え、いえ……」

　兼城はびくりと肩かたを震ふるわせてから、苦笑して頷うなずいた。

「文章の方はよかったんですけど、グラフ関係の指定色が全部違ちがっていて。あっちのデータ読み込みがうまくいかなかったらしいんですけど」

　視界の片かた隅すみで、松岡と片桐がそっと目をそらすのが見えた。

　学会の抄しよう録ろくはすでに出来上がっており、兼城が赤井のデータを引き継つぎ、柳原の指導のもとで学会発表することは医局中が知っていた。次期教授とも言われる派手な存在の柳原が、研究医一年生の兼城に発表を任せるということは、良くも悪くも周囲の目を引きつけた。兼城へのプレッシャーは日々高まるばかりだ。

「……間に合うの？」

　小声で聞いてくる神田に、兼城は曖あい昧まいに笑ってごまかす。

　業者に発注したスライドが、向こうのミスで指定どおりに上がらず、学会ぎりぎりにしか出来上がってこなくなってしまったことは、当然のことながら、柳原の怒いかりをかうだろう。学会前で、柳原の方も忙いそがしくなっており、このことはまだ報告できていなかった。何度かメモを置くことも考えたのだが、かえって失礼に当たると考え、直じかに報告する機会を待っているところだった。

「どうも、データ入にゆう稿こう用のディスクを向こうで壊こわしてしまったらしくて。バックアップがあったんで、すぐに送って、どうにか間に合う……って、どうして、神田先生、それをご存じなんですか？」

　このことは、自分とスライド製作会社とその間に入った業者くらいしか知らないはずだった。きょとんと目を見開く兼城に、逆に神田がびっくりしたような顔をしている。

「どうしてって……さっき、業者来てたじゃない。俺おれたちが会場下見に行くのと入れ違ちがいくらいだったかな。柳原先生に詫わび入れるって」

「え……」

　兼城は自分の顔色が変わるのがわかった。松岡と片桐が目をそらした意味はこれだったのだ。わかっていたのなら、なぜそのときに言ってくれなかったのかと歯がみする思いだが、すでに手て遅おくれである。

「……」

　そのとき、近くの電話が鳴った。反射的に兼城がとる。

「はい、医局です」

『柳原です』

　ぴんと通る静かな声に、思わず息を飲む。

『兼城先生ですね』

「はい……」

『すぐに講師室までいらしてください』

「はい、わかりました……」

　かちゃりと受話器を置いた兼城の顔色に、片桐がそっとそばに近づいてきた。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　片桐には、この前、赤井が来たときの状態を見られている。あの殴おう打だの出所が柳原だということを知られているのだ。

「ええ……ちょっと……」

　兼城は曖あい昧まいに頷うなずくと、そっとその場を離はなれた。







「失礼します」

　講師室のドアをノックし、そっと中に入ると、すぐに柳原がデスクから立ち上がってくるのが見えた。心臓がきゅっと縮み上がる感覚に、吐はき気がしそうになる。

「私の用件はおわかりですね？」

　笑みさえ含ふくんだ静かな口調が、今は何より怖こわい。

「……スライドの件でしょうか」

　兼城は少しためらってから言った。

「ご報告が遅おくれて申し訳ありませんでした」

「そう……スライドの件に関しては仕方ありませんね」

　ゆっくりと近づきながら、柳原はおっとりと言った。

「完全にあちらのミスだそうです。ディスクの保存に問題があったようですね。まぁ、プロとしてはあるまじき事態でしょうが、人間のやることです。ミスがあることもあるでしょう」

「はい……」

「間に入ってくれたプロパーの関せきくんもずいぶん恐きよう縮しゆくしていましたし、兼城先生がすぐにバックアップを送ってくださったので、事なきを得たようです。実は、他にもデータを読み出せなくなったディスクがあったそうで、そちらはバックアップがなくて、大変なことになっているようですよ」

「はい」

　ふっと兼城の肩かたの力がゆるんだ。その瞬しゆん間かんだった。

「……っ！」

　すうと伸のびた柳原の手が、恐おそろしい力で兼城の手首を掴つかんだのだ。

「痛……っ」

「……ごまかせると思いましたか？」

　くすりと笑いすら漏もらしながら、柳原が言った。

「バックアップも送ったし……私の目をごまかし通せると思いましたか？」

「そ、んな……っ」

　ぎりぎりと手首を締しめつける力はすさまじいものだった。あっという間に指先の色が変わり、冷たくしびれてくる。

「関くんは私が呼んだんです。あなたからスライドが出来上がったという報告が、いつになってもありませんでしたからね。これは何かあったかと」

「どうして……っ」

　兼城の唇くちびるから悲鳴じみた声が漏もれる。

「どうして……私わたしに……っ」

「あなたは嘘うそつきでしょう？　できないことをできると言い、結局できなかった。そんなずるい人をどうして信しん頼らいできるんです？」

　何か武道の心得があるのだろう。柳原はするりと身体からだを入れ替かえて、兼城の手首をとったまま、ぐいと背後にねじり上げた。

〝折られる……っ〟

　とてつもない恐きよう怖ふが、兼城の身体をすくみ上げらせる。

「今回もあなたは手て違ちがいをごまかそうとした。やはり、私の思ったとおりだ。あなたは……卑ひ怯きような人間なんですよ」

　後ろから伸のびた柳原の冷たい手が、兼城の華きや奢しやな顎あごをぐいと持ち上げる。

「これで二度目です。もう……失敗や嘘は許しません。誰だれが許しても……」

「……っ！」

　またぐっと力が込められた。みしりと骨がきしむ。

「この私が許さないことを覚えておいてください」

　すうっと意識が遠のいていくのを兼城は感じた。

　倒たおれてはいけない。ここで倒れてはいけない。その強い意志だけで身体を支える。微かすかな舌打ちが耳元で聞こえたと思った瞬しゆん間かんに、突つき飛ばされるようにして解放された。

「……行きなさい」







「今週と来週は、兼城くん休みかぁ」

　高原記念病院カンファランス室に貼はってある医師勤務表を見ながら、瀬川がつぶやいた。

「下したっ端ぱちゃん、こき使われてるな」

「地元開かい催さいの学会は仕方ないよねぇ」

　コーヒーカップを両手で包みながら、多岐が笑った。

「僕ぼくも医局にいるときは、結構使われたもの」

「多岐先生をこき使うとは……身の程知らずな医局だな」

　感かん嘆たんしたように言う瀬川に、多岐は涼すずしく笑うだけだ。

「ところで……最近、三浦先生の姿、あんまり見かけないような気がするんだけど」

「うん？」

「あ、三浦なら、外科の医局でたそがれてますよ」

　ひょいと言ったのは、大学の循じゆん環かん器き医局から派は遣けんされている酒さか井いという若い医師だった。三浦や兼城と同学年だという彼は、おっとりとした坊ぼつちゃんタイプだ。

「あのでかい図ずう体たいで落ち込まれるとうっとうしいですねぇ」

　のほほんと言われたセリフに、瀬川が吹ふき出す。

「たそがれてるはよかったな。確かにそうだよ。ここ二週間くらいどっぷり地の底まで落ち込んでる。仕事に支障はないから、ほっといてあるがな。まだ若いんだ。落ち込むこともあろうさ」

「ふぅん……」

　多岐が微び妙みような表情をする。

「仕事には来てるのに、僕ぼくがあんまり姿見ないってことは……内科のテリトリィに出しゆつ没ぼつしていないってことだよね……」

「ま、そういうことになるかな。俺おれにくっついていなきゃ、そういうことになるのよ。俺が故意に内科テリトリィに出没するからさ」

　多岐はコーヒーをゆっくりとすすりながら、何か考え込んでいるようだった。

「多岐先生？」

「うーん……ちょっと考え過ぎかな。兼城先生がちょっとリズム崩くずしてるようだから、影えい響きようされたか」

　くすっと小さく笑って、多岐はコーヒーを飲み干し、立ち上がった。

「さぁて、兼城先生の分も働かなきゃ」

　多岐がくるりとドアの方を向いたとき、ちょうど庶しよ務むの女性職員が郵便物を持って入ってきた。

「あ、多岐先生、郵便物届いてます」

「ありがとう」

　極上の美び貌ぼうでにっこり微笑ほほえまれて、彼女は少し頬ほおを赤くしながら出ていった。一度立ち上がった多岐だが、郵便物の内容を見て、座り直す。

「多岐先生？」

「うん……」

　のぞき込む瀬川に生返事をして、多岐は大判の封ふう筒とうを開いた。中に入っていたのは、分厚い抄しよう録ろくである。学会発表になる演題とその大まかな内容、演者、会場などが一冊の冊子にまとまっているのだ。学会のガイドブックのようなものである。

「消化器学会って……今度ある？」

「うん……あ……」

　ぱらぱらとページをめくっていた多岐がぴたりと身体からだの動きを止めた。完かん璧ぺきに整った横顔が、彫ちよう像ぞうのごとく表情を消す。

「どうした？」

　多岐が笑顔のポーカーフェイスを崩くずすことはほとんどない。敏びん感かんに瀬川がすぐ反応する。

「何か気になることでも？」

「うん……ちょっと……」

　すうっと多岐が立ち上がった。

「……あとで話すから」







　病院の屋上は、いつも微かすかな石せつ鹸けんの香かおりがする。洗せん濯たく物の干場があるためだ。シーツや病衣、カバー類はクリーニング業者に出されるが、タオルやちょっとした小物は院内の洗濯場で洗い、天気のいい日は屋上にずらりと干される。日光は何よりの消毒である。

「悪かったね、仕事中に呼び出して」

　スチール・フェンスに寄りかかって煙草たばこを吸っていた巳波は、後ろからかけられた穏おだやかな声にゆっくりと振ふり向いた。

「おまえからそんな殊しゆ勝しようなセリフ聞くと、ケツのあたりがむずがゆくなるな」

「ひどいな」

　多岐はくすくすと笑う。

　院内では、血の繋つながった従い兄と弟こ同士ということをおくびにも出さないが、こうして二人きりであれば、子供時代と変わらない乱暴な口調で話すこともある。

「ちょっとね、職場でできる話じゃないから」

「何だよ、脅きよう迫はくか？」

「……僕ぼくを何だと思ってるの？」

　さすがの多岐も苦笑する。

「根性悪は自覚しているけど、嗣俊を脅迫するほどバカじゃないよ。そんな実りのないこと。やるなら、うちの院長か瀬川サンあたりを狙ねらうね。叩たたけば埃ほこりは出ようし、嗣俊よりよっぽどいい金かね蔓づるになる」

　こういうことをへらりと言うのが多岐なのである。巳波は軽いため息をついた。

「……で、何の話だ？」

「うん。あのさ、兼城先生のことなんだけど」

　多岐は脇わきに挟はさんでいた学会の抄しよう録ろくをぱらりと開いた。

「さっき、これが届いてね……」

　ほっそりとした指先が、演題を一覧表にしてあるページを開き、その一点を示した。

「ここ」

「あ？」

　巳波は吸っていた煙草を携けい帯たい灰皿に落とし、多岐の方に顔を寄せた。

「ええと……ＥＲＰ‐ＣＴの有用性についての検討……演者兼城瑞穂……これがどうかしたか？」

「兼城先生が医局に戻もどってから、まだ一年にもならないでしょ？　本当なら、こういうところでまとめるほどのデータも持ってないはずだし、共同研究にしても、演者になるには少し早すぎる気がするんだよね」

「気がするって……実際してるんだから、しょうがないだろうが」

　巳波は苦笑する。医者の世界のことは確かにわからない。

「うん、まぁ、それはいいとしてもね、ちょっと問題があるんだよねぇ」

　多岐はさらに指を滑すべらせた。

「ここ見て」

　兼城の下にある名前は、共同研究者のものだ。

「この……柳原秀平っていうの、講師なんだけどさ……あんまりいい噂うわさのない人なんだよねぇ」

　巳波はひやりと首をすくめた。さすが多岐だ。大学を離はなれても、それなりに人脈は保っているのだろう。

「僕ぼくは直接に関わったことないんだけど、彼の下にいた研修医が何人も逃にげ出しているのは本当だし、人望というより畏い怖ふの念を持って、人を率いている感じのする人でね。あんまり……穏おだやかで優しい兼城先生と相あい容いれるところのない人だと思うんだけど。兼城先生から何か聞いてない？」

「……」

　この洞どう察さつ力の塊かたまりのような従い兄と弟こをごまかし通すには、巳波では役者としての格が違ちがいすぎる感じだった。できるのは、ただ沈ちん黙もくを守ることだけだ。

「……聞いているけど言えないってこと？」

　どこまでをどう知っているのかは考えたくもないが、多岐は、巳波と兼城の関係をある程度正確に把は握あくしているらしい。自分に言わないことでも、兼城は巳波になら言っていると踏ふんでいるのだろう。

「……そっか。兼城先生が柳原さんに口止めされているんだな……」

　改めて、巳波は多岐の洞察力に舌を巻く。まるでサトリの化け物だ。

「あのね、一つだけ言っておくけど」

　ぱたりと抄しよう録ろくを閉じて、多岐が言った。

「本当に兼城先生が危ないのは……僕が知っている限りでは、学会が終わったときだと思うよ」

「危ないって……」

「だから、ちょっとこれからそれを確かめてくるけど。まぁ、今夜中ってとこかな。……あんまり気は進まないんだけどねぇ」

　珍めずらしくも、多岐が軽いため息などついている。

「兼城先生のためなら仕方ないかぁ……」

「一哉」

　ようやく巳波が口を開いた。

「瑞穂のために……どうしてそこまでしてくれる？」

「んー？」

　さらさらと髪かみをかき上げながら、多岐が片方の眉まゆを引き上げた。

「瑞穂ねぇ……いい名前だよねぇ」

　くすくすと甘あまく笑いながら。

「だって、可愛かわいいもん。あんなに可愛い子、そうそういないっしょ？」

「一哉……っ」

「僕ぼくはね、いつでも可愛い子の味方なの。ついでに嗣俊に恩が売れるなら、なおさら」

　からりと笑って、多岐は巳波に背を向ける。

「じゃあね」
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　全国規模の学会ともなると、開かい催さいは一日ではすまない。学会自体が二日、接待等は前の晩から入ることもあるので、全体で三日がかりとなる。

「……七五三かと思ったら、意外と似合うな……」

「はい？」

　後ろから声をかけられて、兼城は振ふり向いた。

「ああ、片桐先生、おはようございます」

　大学での兼城のレギュラー的なスタイルは、ノータイのシャツかポロにジーンズではないスラックス、それに長白衣を羽織るか、スラックスはそのままで、上だけスタンドカラーの白衣という姿である。最初の頃ころはネクタイも締しめていたのだが、最近は面めん倒どうになって、よほどのことがない限り、ノータイですますようになっていた。

　しかし、今日はさすがにきちんとスーツを着ている。最初はオーソドックスな紺こんのものを選んだのだが、姉の花穂にばってんを出され、結局彼女が選んだ淡あわめのグレイである。華きや奢しやで優しげな顔立ちの兼城には、そんな淡い色が嫌いや味みなく似合う。

「似合いますか？」

　ちょっと袖そで口ぐちをつまんで、兼城は笑った。

「久しぶりにスーツなんか着たんで、変です。襟えりのあたりがむずむずして」

「いや、結構いいぞ。へぇ……」

　じろじろ見られて、兼城は何となく気き恥はずかしくなってしまう。

「スーツ着たのなんて、この前の肝かん臓ぞう学会以来ですから……」

「肝臓学会……あ……っ」

　ふいに片桐が声をあげた。

「そういや……そうか、わかった」

「はい？」

　一人でうんうん頷うなずく片桐に、兼城は首を傾かしげる。

「片桐先生？」

「いや、柳原先生が、いつ兼城先生を知ったんだろうって言ってたじゃないか。わかったよ。あの肝臓学会のときだ。兼城先生、大学の外来が長引いて、ちょっと遅おくれてきただろ？　分科会にこそこそっと後ろから入ってくるのに柳原先生が気づいて、松岡先生に『あれは誰だれですか？』って聞いてたんだ。兼城先生、入ってくるときに、神田先生にちょっと頭下げたりしてたから、うちの人間だってわかったんだな」

「……」

　人はどこで何を見られているかわからないものだ。あのとき、自分が遅れていかなければ、柳原に目を付けられることもなかったのだろうか。それとも、遅おそかれ早かれ、こういうことにはなっていたのだろうか。

「あ……」

　片桐が微かすかに声をあげ、ぽんと兼城の肩かたを叩たたくと、すうっと離はなれていった。

「え？」

　振ふり向くとそこに立っていたのは、ダブルのスーツをすっきりと着こなした柳原だった。恰かつ幅ぷくがよいわけではなく、どちらかといえば痩そう身しんなのに、きちりとこういうデザインを着こなせるのは、肩が張って胸が広いせいだろう。すらりとした立ち姿は人目を引く。

「……おはようございます」

「おはよう。昨日はよく眠ねむれましたか」

　するりと冷たい指が兼城の頬ほおに触ふれ、そのままゆっくりと額に下がった前まえ髪がみをかき上げた。その優しげな手の与あたえる痛みを知っている身体からだは、無意識にすくみ上がる。

「……はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「嘘うそではないのですか？　目が赤いですよ？」

　顔をのぞき込まれて、兼城は唇くちびるを噛かみしめて、首を振った。

「いいえ。大だい丈じよう夫ぶです」

　本当は少しも眠ねむれてなどいなかった。ベッドには入ったものの、転々として、ほぼ一いつ睡すいもしていない。身体からだは極限まで疲つかれているのに、精神が興奮状態にあるのだろう、眠気はいっこうに訪れてくれなかった。しかし、そんなことを柳原に気け取どらせてはいけない。また何をされるかわかったものではないからだ。

〝今日だけだ。今日で終わる……〟

「質疑応答は心配しなくていいですよ。私も会場におりますから」

「はい」

「期待していますからね」

　冷たい指は兼城の滑なめらかな頬ほおを撫なで、さらに首筋へと降りていく。のぞき込んでくる目は、どこかガラスめいた無表情だ。そのぞっとするような感かん触しよくに、兼城は反射的に顔を背け、すっと身体をずらした。案外あっさりと手は離はなれていく。

「それでは、また後で会いましょう」

「はい、失礼いたします」

　深く頭を下げ、その場を離れようとする兼城の耳に、信じがたい言葉が突つき刺ささった。

「今後のこともありますからね」

「……っ！」

　思わず振ふり向いたとき、すでに柳原は、話しかけてきた誰だれかと挨あい拶さつを交わしていた。

〝今後って……〟

　くらりとめまいが襲おそってくる。

〝これで終わりじゃないのか……？〟

『距きよ離りをおかれることをお勧すすめします』

　赤井の真しん剣けんな目と言葉が蘇よみがえる。

〝距離を……おくことなんか、できるんだろうか……〟

　逃のがれようのない蟻あり地じ獄ごくに落ちた……そんな半ば絶望的な気分に、兼城は襲われていた。







　抄しよう録ろくを抱かかえ、コーヒーブレイクに入った分科会を出ようとして、兼城は人混みの中に見慣れた顔を見つけた。

「多岐先生……」

　相手は普ふ通つうではない美び貌ぼうを持つ人だ。どんな人混みの中に入っても、目立つことこの上ない。

「あ」

　向こうも兼城を見つけたらしい。こちらが近づくまでもなく、するすると人混みを泳いで、あっという間にそばに来る。

「おはよう。お疲つかれさま」

「先生も……お疲れさまです」

　学会には必ず受講証がついてくる。これを受け取ることによって、認定医などをとる際のポイントに加算されるのだ。つまり、指定された学会やシンポジウムに出て、『勉強している』という具体的な証しよう拠こを示さないと、さまざまな認定医の試験は受けることができない。多岐は、ほとんど取れるだけの認定医の資格は持っているはずだが、地元である学会だ。受講証をとっておいて損はない。出会うことは少しも不思議ではなかった。

「兼城先生、午後の分科会で発表するんだね」

　多岐は穏おだやかに微笑ほほえんで言った。

「一言も言ってくれないんだもの。もう少しで見み逃のがすところだったよぉ」

「す、すみません……」

　まさか口止めされていたとも言えず、兼城はうつむく。

「何だか……恥はずかしくて」

「共同の柳原先生って、今講師だっけ？　僕ぼくが医局出た後に入られた先生みたいだよね」

「あ……そうなんですか？」

　さらさらと髪かみをいじりながら、多岐は頷うなずく。

「留学かなんかしてたんじゃないのかな。何か名前に覚えはあるんだけど、具体的にどうこうって浮うかばないから」

「はぁ……」

　多岐は柳原を知らないらしい。それなら、なぜあれほど、柳原は多岐を警けい戒かいしたのだろう。

「午後、楽しみにしているね」

　多岐はすっと手を伸のばし、軽く兼城の肩かたを叩たたいた。ふわっと漂ただよう微かすかなコロンの香かおりが何とも懐なつかしく、ささくれ立つ心を少しだけいやしてくれる。

「……意地悪な質問しないでくださいね」

　ちょっとだけ笑いながら言うと、多岐も笑みを返してくれる。

「どうしようかな。あんまり間ま抜ぬけなことすると、いじめちゃうかもよ」

　くすくす笑いながら、多岐は軽く手を振ふる。

「じゃあ、がんばってね」

「はい、ありがとうございます」







　午後の分科会は休きゆう憩けいを挟はさんで、午後一時半から始まった。

「それでは、第七分科会・午後の部を始めさせていただきます。私、座長を仰おおせつかりました東部医科大学消化器内科の諸もろ橋はしです。よろしくお願いいたします」

　ステージの右端はしには、司会進行を担当する座長が陣じん取どっている。だいたい、各大学の教授、助教授クラスだ。

「では、早さつ速そく演題の方にいきたいと思います。『ＥＲＰ‐ＣＴの有用性についての検討』東興学院大学第三内科　兼城瑞穂先生。お願いいたします」

「はい」

　兼城はステージ左端の椅い子すから立ち上がり、演台のある中央に進んだ。ステージ上の意外な明るさに目を瞬しばたたきながら、軽く頭を下げる。

「東興学院大学第三内科の兼城です。膵すいがんにおけるＥＲＰ‐ＣＴの有用性について、いくつかの症しよう例れいを検討し、一定の結果を得ましたので、発表させていただきます。それでは、スライドお願いいたします」

　発表が始まった。

　スライドを使う関係上、客席は暗くなっているので、最初はどのくらいの人数が入り、誰だれがいるのかもわからなかったが、少しずつその暗さに慣れるに従って、人の顔が見えるようになってきた。

「endoscopicエンドスコピツクretrogradeレトログレイドcholedochoコーレドコpancreatographyパンクレアトグラフイ（内視鏡的逆行性胆たん管かん膵管造ぞう影えい）～以下ＥＲＣＰとします～　は、一九六九年から七〇年に……」

　席は七分ほど埋うまっていた。真ん中より少し前あたりに、柳原と松岡が並んでいるのが見える。声の震ふるえが伝わってしまわないよう、兼城は慎しん重ちように言葉を進める。

「今回、膵すいがんやlow grade malignancyロウグレイドマリグナンシイにおけるＥＲＣＰとＥＲＰ‐ＣＴの診しん断だん的意義について検討しました。スライドお願いします」

　柳原たちより少し後ろに、多岐のほの白い美び貌ぼうが見える。彼の隣となりにも何人かいるようだが、ちょうど影かげにかかってしまってよく見えない。

「……症しよう例れいは膵体部がんです。スライドお願いします。単純ＣＴでは膵体部に嚢のう胞ほうが見られ、ＥＲＣＰを行うと主膵管は体部で完全断だん裂れつしています。嚢胞と膵管の関係を見るために、ＥＲＰ‐ＣＴを行いました。スライドお願いします。サントリニ管とウィルスング管との合流部はintact正常部分ですが、主膵管が断裂している部分と嚢胞の間には……」

　段々と自分の発表に集中していく。自分でも声がよく出ているのがわかった。レーザ・ポインタで図を示すことにも慣れてくる。

「膵は厚さ二センチ前後であり、もし膵に一～二センチのがんが発生した場合、容易に主膵管が影えい響きようを受けること、予後の悪い通常型浸しん潤じゆん性膵管がんは主膵管、もしくは分枝膵管から発生することから、ＥＲＣＰの登場により、膵がん診断成績は飛ひ躍やく的に向上するものと期待されました。しかし、ＥＲＣＰ導入から三十年近くになりますが、今日でも診断される膵がんは、進行がんばかりで……」

　柳原が松岡と何か話し合っているのが見えた。少し背中がひやりとしたが、何も考えないふりをして、考察を発表し、論をまとめに入る。

「ＥＲＰ‐ＣＴは、その原画ＣＴ像と再構成立体像から、病変と膵管の関係を立体的かつ客観的に評価することができます。さらに……」

　発表時間は十分である。一分前に、計時係がベルを鳴らすことになっている。

「……スライドお願いします。ここに、膵がん診断におけるＥＲＰ‐ＣＴの適応を示します」

　ベルが鳴った。後はほぼ結語を残すのみである。

「……最後のスライドお願いします。膵病変、特に膵がんは膵管から発生するものが大部分であり、まず詳しよう細さいな膵管像の読どく影えいが基本であることを強調したく思います。以上です。スライドありがとうございました」

　ほぼ時間ぴったりである。ゆっくりと頭を下げると、客席から拍はく手しゆが聞こえた。

「ありがとうございました。兼城先生は大変にお若いのですが、非常によくまとまった発表であったと思います。それでは、質問がございましたら」

　座長の促うながしに、客席から手が上がった。マイクが届けられ、質問者が立ち上がる。

「……高原記念病院内科の多岐です」

　よく通るテノールに、兼城はぎょっと目を見開いた。

〝多岐先生……っ〟

　立ち上がっているのは、間ま違ちがいなく多岐である。すらりとした立ち姿は、薄うす暗ぐらい客席でも実によく映える。

「非常に興味深い分ぶん析せきでした。画像とその後の治ちり療よう方針の関係性が、非常によく考察されていたと思います」

「ありがとうございます」

　兼城はすました多岐の顔を見ながら、軽く会え釈しやくした。

「それで、この画像診しん断だんにいくまでには、当然のことながら、そこに至る診断基準が必要なわけですね。私たち臨りん床しよう医いとしては、そこに興味を抱いだかざるを得ません。わかる限りでよろしいのですが、この症しよう例れいの臨床的な診断をお教え願えませんでしょうか」

　兼城はゆっくりと息を吸った。

「……診断契けい機き……ということでよろしいのでしょうか」

「はい、よろしくお願いいたします」

〝よくできました〟。それは、多岐が兼城を誉ほめるときによく言う言葉だが、まさにそんな顔をしている。

「診断契機としては、黄おう疸だん、アミラーゼ上昇、ＣＡ19‐９高値、耐糖能異常等です。このようなことを考え合わせますと、腹部不定愁しゆう訴そ、腹痛、アミラーゼの一過性高値例に対しては、積極的にＥＲＣＰを行い、膵管像を十分検討することが必要と考えます」

　兼城が答え終わると同時に、また手が上がった。

〝……っ〟

　柳原だった。座長も柳原の目立つ姿はすぐに認めたのだろう。マイクの手配を促うながす。

「……失礼いたします。今回の発表の共同研究をいたしました、東興学院大の柳原です。兼城先生のアンサーに少し付け加えさせていただきます」

　マイクを受け取り、立ち上がった柳原は、よく響ひびく声で言った。

「今回の検討でおわかりのとおり、膵すいの画像診断、特に身体的に侵しん襲しゆう性のあるＥＲＣＰにつきましては、あくまで浸しん潤じゆん性膵管がんの早期診断を目指すものとして、兼城先生の示しました臨床症状に対して行うべきと考えますことを、蛇だ足そくながら付け加えさせていただきます」

　柳原がちらりと多岐を見る。多岐は涼すずしい顔のままだ。

「大変丁てい寧ねいなご説明ありがとうございました、柳原先生、兼城先生。早さつ速そく、臨床に役立たせていただきたいと存じます」

　多岐がマイクを返した。同時に柳原も着席する。兼城は壇だん上じようでほっと息をついた。

「他に質疑がないようでしたら、次の演題に移ります。兼城先生、ありがとうございました」

　座長の言葉に、兼城は軽く会釈し、ステージを降りた。

　ようやく、終わったのだ。
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　分科会に最後まで出席し、兼城はホールを出た。

　気が抜ぬけてしまったのか怠だるくて仕方がないが、この後使用したスライドを受け取り、医局の反省会に顔を出さなければならない。スライドの返へん却きやくは分科会が終わった後、映写室にあったものをまとめて、ホール入り口の受付でされることになっている。所在なげにそれを待ちながら、兼城は座り込んでしまいそうな怠だるさと闘たたかっていた。

「あ、そうか……」

　よく考えたら、昨日の夜からろくにものを食べていないのだ。昨日の夜は、会場の設営や打ち合わせに駆かり出されて、家に帰ったのが九時を回っていた。何となく食べるのも億おつ劫くうになって、花穂に叱しかられながらも、スープくらいでごまかしてしまった。今朝はとても食べる気にならずコーヒーだけだったし、昼にいたっては朝以上に食欲が湧わかず、何も口にしていない。

「低血糖気味かなぁ……」

　柱の一本に寄りかかり、胸にファイルと抄しよう録ろくを抱だきしめて、兼城はぼんやりと立ちつくしていた。

　発表はとりあえず終わった。出来がよかったのか悪かったのかは、自分ではよくわからない。原げん稿こうに関しては、執しつ拗ようなまでの柳原のチェックを受けていたし、スライドの方もぎりぎり一昨日に出来上がってきたので、試演をすることもできた。時間的にもきちんとはまっていたと思うし、問題があったとすれば、多岐に受けた質問で、柳原に答えを補足されてしまったことだろう。

〝多岐先生もなぁ……〟

　困らせるつもりはなかったのだろう。質問はごくごく常識的なことだった。兼城の勉強の度合いを測ったというところだ。学会での質疑にきちんと答えられれば、それはまた大きな自信になる。そう考えれば、これもまた多岐の指導医としての親心ということにもなろうが。

「単に面白がっただけって気もするけど……」

「何を一人でぶつぶつ言っているんです？」

「は？」

　ぼんやりと顔を上げて、兼城ははっと我に返る。

「す、すみませんっ」

　いつの間にか、目の前に立っていたのは柳原だった。松岡と連れ立っている。

「疲つかれましたか？」

　優しげに聞かれ、兼城は慌あわてて首を振ふった。

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです。すみません、ちょっとぼんやりしていて」

「なかなかいい発表だったよ。君がまだ三年目だと聞いて、みんな驚おどろいていたよ。質疑応答もなかなか立派だったしね」

　松岡が誉ほめてくれる。

「ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げてから顔を上げると、柳原と目が合った。

「まぁまぁですね」

　柳原が口元で微笑ほほえんだ。ガラスのような目に表情はない。

「短時間でまとめたわりには、いい出来の方でしょう。何かいいサポートでもあったかな？」

　一いつ瞬しゆん、赤井の静かな顔が脳のう裏りに浮うかんだが、兼城はきゅっと唇くちびるを結んで首を横に振ふった。

「……柳原先生のご指導の賜たまものです。私は……先生の御指示に従っただけですから」

　松岡が頷うなずく。

「兼城は素直だから、伸のびるよ。医局に戻もどってきたときはちょっと頼たよりない感じだったけど、だいぶもまれてきたな。この調子でがんばれよ」

「はい、ありがとうございます」

　そのとき、受付でスライドの返へん却きやくが始まった。兼城は軽く会え釈しやくして、それを取りに行く。素早く身を翻ひるがえす若い背中を見送って、松岡と柳原は軽く顔を見合わせた。

「松岡先生、私はちょっと兼城先生と今後のことを話したいと思いますので、先に行っていていただけますか」

　三々五々会場から出てくる人並みに視線を移しながら、柳原が言った。松岡が一瞬表情を止めてから、軽く肩かたをすくめて頷く。

「……早めに」

「ええ」

　松岡が足早に去るのとほぼ入れ替かわりに、兼城が戻ってきた。

「あれ……」

「ああ、松岡先生は反省会の準備があるので、先に行かれました。私は……ちょっと兼城先生にお話があるので」

　穏おだやかに言われて、兼城の肩が震ふるえた。思わずスライドを取り落としそうになる。その手元に目を止めた柳原が、そっと手を伸ばし、兼城の指先を包むようにスライドごと支える。

「……反省会の会場はご存じですね」

「はい……」

　このホールにほど近いシティホテルだ。

「そこまで行きましょう。私の車を持ってきてありますので」

「あ……」

　視線をホールの入り口に滑すべらせる。もしかして、多岐か誰だれかが来てはくれまいか……そんな微かすかな期待を込めて。

「多岐先生なら、先ほど兼城先生がスライドを取りに行っておられる間に、お帰りになったようですよ。お一人ではありませんでしたし」

　何もかも見通されてしまっているようだ。兼城は握にぎられたままの指先に震ふるえが伝わらないよう祈いのりながら、ゆっくりと首を振ふった。

「……いえ、何でもありません」

　きゅっと強く唇くちびるを噛かむ。

　誰に助けを求めることもできないのだ。これは自分で解決して、乗り越こえていかなければならないことだ。

「……お供いたします」

　きっぱりと言い、兼城はさりげなく自分の手を柳原の冷たい手から引き抜ぬいた。







　多岐はホール内の人混みを上じよう手ずに避さけながら歩いていた。

「おい、ちょっと待てって……っ」

　まるで障害物などないように、さっさと歩いていく多岐の後を必死に追いかけていくのが、瀬川である。

「勝手についてきたのはそっちですよ。待ってあげる義理はありません」

　素っ気なく言って、多岐は振ふり向きもしない。

「おいおい、そりゃねぇだろうが」

　瀬川は苦笑するだけだ。

「何怒おこってんだよ」

　多岐は立ち止まり、くるりと振り向いた。特別製の美び貌ぼうは固く凍こおりついたように無表情だ。

「情報を下さったことは感謝しています。でも、それだけです」

「多岐先生」

　ようやく追いついて、瀬川は軽いため息を漏もらす。

「……あの変態と俺おれを一いつ緒しよにするなよ。確かにあいつと俺は同級だし、あいつの所業も知ってはいたが……でも、それだけだぜ？」

「瀬川先生」

　多岐は切れ長の目で冷たく瀬川を見る。

「所業を知っているというだけで十分だと思いませんか？　そちらに縁えんがなければ、ご本人も自分の恥はじをさらしはしないでしょうし、また、察知することもできないでしょうからね」

「おいおい……あんた、どうしても、俺を変質者にしたいらしいな」

　瀬川が少し不ふ機き嫌げんな声を出す。しかし、そんなことに頓とん着ちやくする多岐ではない。さっさと背を向けて歩き出す。

「別に。そこまで、あなたに興味もありませんし」

「多岐サンっ」

　奇き妙みような会話を交わしながら、二人はホールを横切っていった。







　車が着いたところは、ホテルの地ち下か駐ちゆう車しや場じようだった。

「降りなさい」

　ホールからここまでは、ほんの五分ほどだ。その間、一言も口をきかなかった柳原がようやく言葉を発した。

「はい……」

　おとなしく頷うなずき、兼城は車を降りる。左ハンドルの高級車は、さすがにレザーシートの座り心地もよかったが、決して居心地がよかったわけではない。どちらかといえば、針のむしろといったところである。

「……っ」

　ふいに後ろから肩かたを抱だかれて、兼城はびっくりして振ふり向いた。隣となりに並ぶ柳原が、まるで促うながすように、兼城の肩を抱いてきたのだ。

「先生……」

「ですから、話をしましょう」

　柳原が静かな声で言った。乗り込んだエレベータ、押おされた階かい床しようボタンは十階。どう考えても宿しゆく泊はくフロアである。

「あの……」

　話をするなら、喫きつ茶さ室しつかどこかと考えていた兼城は、わけがわからなくて、おずおずと尋たずねる。

「先生……どこへ……？」

「言っていませんでしたか？　教授、助教授と講師は、前日からここに泊とまっているんですよ。接待もありますからね」

「え……」

　どうやらこのエレベータは、宿泊フロアへの直通であるらしい。扉とびらが開くことを願ったフロント・ロビーでもドアは開かず、一気に十階まで行ってしまう。

「何をそんなに怖こわがっているんです？」

　ドアが開き、相変わらず兼城の肩を抱いたまま、フロアに出て、柳原が薄うすく笑った。

「私を怖がらなければならないようなことを、あなたはしましたか？」

「え……いえ……」

　過去の暴力が、兼城の身体からだを自然にすくみ上がらせていた。柳原との接せつ触しよくは、兼城にとって、イコール暴力に繋つながってきたからだ。

「それなら、怖こわがることはないでしょう。私はあなたと二人で話をしたいだけです」

　柳原の部屋は、エレベータからすぐだった。キードロップしなかったのだろう。彼はポケットからキーを出すと、部屋のドアを開けた。

「さぁ、入りなさい」

「はい……」

　部屋はツインだった。デラックスといわれる作りなのかもしれない。普ふ通つうのツインよりもずいぶんと広い感じがする。

「座りなさい」

　カーテンが閉じられたままの薄うす暗ぐらい部屋。兼城は何かに押おされるように、すとんとベッドに腰こしを下ろしていた。







　多岐は誰だれかを探しているようだった。いつも冷静沈ちん着ちやくな彼らしくない苛いら立だった表情をしている。

「おい、多岐サン……」

「いた」

　小さく声をあげ、彼は足早に歩き出した。目標の人物を見つけたらしい。慌あわてて瀬川も後を追う。

「……橋本先生っ」

「橋本……？」

　多岐が声をかけると、がっしりとした体格の中背の男性が振ふり向いた。年の頃ころは四十代の半ばくらいか。

「多岐か、久しぶりだなぁ」

　橋本と呼ばれた男は、傍はた目めから見てはっきりわかるほど相そう好ごうを崩くずして、嬉うれしそうに多岐を見、まるで抱だきしめるように、その肩かたに両手を乗せる。

「相変わらず美人だな、多岐。おまえを見てると、どうも嫁よめさんのツラ見るのがつらくなる」

「橋本って……三内の助教授じゃないか……」

　ぶつぶつつぶやく瀬川に、橋本はようやく気づいたらしい。多岐の肩から手を離はなさないまま、ちらりと視線を向けた。

「ああ……高原の外科医長の瀬川先生です。瀬川先生、三内の橋本隆たかし助教授。僕ぼくの指導医だった方だよ」

「多岐サンの指導医……ああ、なるほど」

　瀬川は姿勢を正して、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「初めまして、高原記念病院外科の瀬川です」

「どうも、橋本です」

　橋本はにこりと人なつこい笑みを見せた。

「ごらんのとおり、僕ぼくは多岐にベタ惚ぼれでね。何とかこいつを医局に引っ張り込もうとしたんだけど、いやぁ、ヤワなツラして頑がん固こ頑固。瀬川先生ももしかして苦労なさっているクチですか？」

「そりゃもう……てっ」

　ぐっと足を踏ふまれて、瀬川は顔をゆがめる。

「ところで、橋本先生、ちょっと……お願いがあるんですけど」

「おまえのお願いを俺おれが聞かないことがあったか？」

　橋本は、本当にこの美び貌ぼうの弟子が可愛かわいくて仕方ないらしい。

「どうした？」

「ええ、実は……」







　兼城は所在なくベッドに座っていた。腰こしが沈しずむと、不思議と眠ねむ気けが襲おそってくる。たぶん、発表を終えて、極限の緊きん張ちよう状態から解放されたためなのだろう。うっかりすると瞼まぶたが閉じてしまいそうだ。

「どうしました？」

　ふいに耳元で声が聞こえた。兼城は反射的に飛び上がりそうになる。

「あ、いえ……」

　意識が飛んでいたのだろう。すぐそばに柳原が来ていることに、まるで気づかなかった。

「それであの……お話というのは」

　早く話とやらを済ませて、ここから出たかった。ここから出て……。

〝巳波さん……〟

　暖かな胸に包まれて、一番安心できるところで眠りたかった。今求めていることは、ただそれだけだった。

「ですから、今後のことですよ」

　柳原はすうっと兼城の隣となりに座った。ベッドが沈み、ふらついた兼城の身体からだは柳原の方に引き寄せられる。

「これから、あなたはどうするつもりですか？」

「どうするって……」

　なるべく柳原との間に距きよ離りを取ろうとしても、いろいろな意味で疲ひ弊へいしきった身体からだは、いうことを聞いてくれない。

「何か具体的なテーマを見つけて……論文を仕上げたいと思っていますが」

「論文ね……。それは誰だれの指導の元でやるつもりですか？」

「え……」

　兼城は怠だるそうに顔を上げた。思考はほとんど止まっている。

「まだ……そこまでは。僕ぼくの指導医は多岐先生ですから、先生にもご相談して……」

「ああ、それはもうだめでしょう」

　あっさりと柳原が言った。

「え？」

　きょとんと大きな目を見開いた兼城に、ほとんど頬ほおが触ふれそうなほど顔を近づけて、柳原が笑った。

「多岐先生は、橋本助教授の門下です。というより……ほとんどご寵ちよう愛あいに近いような感じですね。橋本先生は多岐先生が可愛かわいくて仕方がないようです。まぁ……あれだけ才さい色しよく兼けん備びな方ですから、それも当然ですが」

「あの……それと……」

「あなたは……」

　柳原の腕うでがすうっと兼城の背中に回った。

「……っ」

　そのまますっぽりと抱だきしめる。

「本当に世間の雑事に疎うといというか……可愛い方ですね。医局内の私と橋本先生のパワーゲームを全くご存じないとは」

「パワーゲーム……って……」

『……柳原先生は次の教授選に出られると……』

　赤井の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。助教授も、当然のことながら次期教授候補の一人だ。そうした意味で、二人は政治的なライバルということになる。

「あなたは今回の件で、完全に私の下という風に見られています。今さら、橋本門下に下ることはできないでしょう。あなたは多岐先生の元に戻もどることはできません。近々、高原の派は遣けんもやめていただきます。このあたりは……松岡先生も了りよう承しよう済みですから」

「そ、んな……っ」

　きゅっと抱きしめる腕が強くなった。兼城は自分のおかれた状態にようやく気づき、必死に身をもがく。

「や、やめてください……っ」

「私のものになってしまいなさい、兼城先生。その方が……ずっと楽ですよ。何も好きこのんで、苦労することはないでしょう」

「離はなして……っ、離してください……っ！」

　どう身をもがいても、柳原の腕うでがゆるむことはない。逆に、兼城の抵てい抗こうを利用して、そのままベッドに押おさえつけてしまう。

「……痛い目には遭あいたくないでしょう？」

　耳元に唇くちびるを寄せて、柳原が囁ささやく。

「あなたを素手で殺すぐらい……私には何でもない。それは……あなたにもわかっているでしょう？」

　柳原には明らかに武道の心得があった。もちろん本気で言っているのだろう。

「それとも……赤井のように、じわじわと真綿で首を絞しめて差し上げましょうか？」

「赤井先生……って……」

「君には、何も言っていないんですか？　陰かげでデータの提供はしていたようなのに」

　くっくっと柳原が嫌いやな笑い方をする。すべてお見通しというわけか。

「赤井はね、あんなに可愛かわいい顔をしているわりには、頑がん固こでしたよ。私が次々に出す無理な要求をすべて完かん璧ぺきにクリアして、私につけいる隙すきを与あたえなかった。いくらハードルを高くしても、げっそりとやつれながらも、私に何も言わせないだけの結果を出してきた。こんなことは言いたくありませんが……研究者としての才能は、天才級でしょうね」

「……」

「でも、彼は心臓に持病がありました。学生の頃ころにオペしているようですが、やはり無理はきかない身体からだです。ついに音を上げたのは……私の下に来て、研修医時代も含ふくめて何ヶ月でしたか。ギブアップして……そのまま、私の前で気を失いました」

「どうして……っ」

　ジャケットの下に忍しのび入ってくる手に抗あらがいながら、兼城は泣き出しそうになる。

「どうして……そんなことを……っ。どうして……そんなひどいことを……っ！」

「決まっているでしょう？」

　柳原はごく優しい声で言う。

「手に入れたいからですよ」

「そんな……っ」

「きれいで可愛かわいいものは、手元に置いて愛めでていたい。それは誰だれもが思うことでしょう？　ただ、私は気が短いのでね。蝶ちようがそばに来てくれるまで待っていることができないんです。無理矢理に手折っても……」

「や……っ、やめてください……っ！」

　首筋に顔を埋うずめられて、兼城は悲鳴をあげる。身体は完全に押おさえ込まれ、シャツは全すべて引き出されて、その下にまで冷たい指が忍び入る。

「ここで抵てい抗こうして、何になるって言うんです？　赤井のように……ぼろぼろにされたいんですか？」

「い、嫌いや……っ、嫌だ……っ！」

　普ふ通つうの状態であれば、いかに華きや奢しやな作りとはいえ、兼城も二十代半ばの健康な男性である。簡単に押さえ込まれることもなかったのだろうが、今は一ヶ月以上にわたる極度の睡すい眠みん不足と栄養不良、そして、緊きん張ちよう状態からの解放で、身体がほとんど自分のものではないような状態になっている。おそらく、柳原はそれを見み越こしているのだろう。肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものをいたぶるように、ほとんど動けない兼城のシャツのボタンをゆっくりと外していく。

「嫌だ……っ、巳波さ……っ！」

　兼城が、一番助けて欲しい人の名を叫さけんだ瞬しゆん間かんだった。

「……っ！」

　頭の芯しんがじんっとしびれるほど強い衝しよう撃げき。口の中がどろりとしたものでいっぱいになっていく。手の甲こうで張り飛ばされた頬ほおがかっと熱くなる。

「……誰の名を呼んでいるんです？　あなたが……これからベッドの中で呼んでいいのは、私の名前だけですよ」

　ネクタイがむしり取られ、シャツとジャケットの前が開かれてしまう。

「さて……そろそろ無む駄だな抵抗はおやめなさい……」

　スラックスのベルトが外され、吐と息いきが唇くちびるに近づく。逃のがれたいのに、突つき飛ばして逃にげたいのに、どうしても身体からだが動かない。

〝だめだ……っ！〟

　きつく目を閉じ、いっそのこと舌を噛かんでしまおうかと奥おく歯ばを噛みしめたときだった。

「……っ」

　突とつ然ぜん、ドアが叩たたかれたのだ。かなり小刻みに、強い調子だ。

『柳原先生、いらっしゃいますね？』

〝この声……っ〟

　兼城は閉じていた目をぱっと開いた。必死に首をねじって、ドアを見つめる。柳原が不ふ機き嫌げんに眉まゆを寄せた。いつもの取り澄すましたハンサム面はどこかへ消し飛び、奇き妙みようにゆがんだ口元と赤く充じゆう血けつした目が恐おそろしいほどだ。

「……誰だれだ、いったい……」

　さらにドアは叩かれる。

『いらしたら、返事をしていただけませんか？』

　聞こえるのは涼すずしげな声。兼城が聞き慣れた声。そして。

『瑞穂っ、そこにいるなら返事しろっ』

〝……っ！〟

　誰よりも聞きたかった声。低く通る、耳になじんだ声。

「み……巳波さん……っ！」

　兼城は恥はじも外がい聞ぶんもなく、思い切りの声で叫さけんでいた。

「巳波さん……っ！　巳波さんっ！」

『瑞穂っ』

　ドアが激しく叩かれる。ざわめきが聞こえる。騒さわぎに人が集まり始めたのだろうか。ところはホテルだ。不特定多数が集まる場所である。

『柳原先生、そちらに兼城先生がお邪じや魔ましているようですね』

　ノックが途と切ぎれ、多岐の涼すずやかな声が響ひびく。

『申し訳ありません。高原で兼城先生が受け持たれている患かん者じやのことでご相談がありますので、こちらにお返し願えますか』

　兼城は目を大きく見開いたまま、柳原を見つめていた。彼の、引きつるようにゆがんだ唇くちびると正気と狂きよう気きの狭はざ間まを行き来するまなざしを。

「……うるさい連中だ」

　低く掠かすれた声がした。

「どいつもこいつも……邪魔をする……」

　ぞっとするほど暗い響きの声だった。兼城のほっそりとした首に、不快な冷たさの指がまつわってくる。

『柳原先生』

「……うるさい……うるさい……っ」

　ぐうっと指先に力が入る。兼城の目が裂さけるほどに見開かれる。呼吸がせき止められる。

〝殺さ……れる……っ〟

　もう声も出ない。耳鳴りが止まらない。目の前が真っ赤に染まる。そして。

「……っ！」

　次の瞬しゆん間かん、兼城は壊こわれた人形のように、ベッドから床ゆかへと引きずり降ろされていた。

「……あ……あ……っ」

　うずくまる兼城をうち捨て、柳原は乱れた髪かみをかき上げながら、ドアに向かう。

「……失敬な奴やつらだ」

　吐はき捨てた調子に、皮肉な理性をかぎ取って、兼城は咳せき込みながらも安あん堵どの涙なみだをこぼしていた。







「ああ……やっぱりいらっしゃいましたね」

　開いたドアの前に立ち、にっこりと魅み力りよく的な笑みを見せているのは、やはり多岐だった。

「お休みのところ、大変に失礼いたしました。兼城先生がこちらにお伺うかがいしていると聞いたもので」

「誰だれにですか？」

　すらすらと滑なめらかな多岐の言葉を遮さえぎるように、柳原が言う。多岐は少しだけ唇くちびるの端はしを引き上げて、シニカルな笑みを作った。

「……橋本先生です。橋本先生も兼城先生のことは気にかけておいでのようで」

　区切るように言う言葉に、柳原はちらりと視線を流した。

「……あなたではなくて？」

「ええ、私ではなく」

　二人の視線がぴたりと合った。じっと互たがいを探るように数秒間見つめ合った後、すっとそらしたのは柳原の方だった。彼はそのまま背後を振ふり向く。

「……兼城先生、お迎むかえです。支し度たくは一人でできますね？」

「は……はい……っ」

　まだしびれる手で、兼城は必死にシャツの前をかき合わせ、投げ捨てられたファイルを拾い上げて、部屋を飛び出した。

「瑞穂……っ」

　ドアを抜ぬけたところで、ふわりと優しい腕うでが抱だき留めてくれる。懐なつかしい香かおりと低く通る声。

「あ……っ」

　がくりと膝ひざが折れた。涙なみだが一気に溢あふれて、視界がぼやける。

「……大だい丈じよう夫ぶか」

「え、ええ……」

　暖かな手が兼城の腫はれた頬ほおに触ふれ、血の滲にじんだ口元に触れた。嗚お咽えつに震ふるえる肩かたを抱だきしめた腕うでに、ぎゅっと力がこもる。

「……嗣俊」

　多岐の低い制止の声。白い手が一歩踏ふみ出しかける巳波の足を止めた。

「お疲つかれのところ、大変失礼いたしました」

　丁てい寧ねいに頭を下げる多岐に、端たん整せいな仮面を取り戻もどした柳原がゆっくりと言った。

「……そちらは？　ドクターではないようですが」

　冷たい視線は、兼城を抱きしめた巳波に向けられている。ぎらりと火を噴ふきそうな目で睨にらみ返す巳波をちらりと見やり、多岐は軽く肩をすくめた。

「ええ。私たちは、彼がいないと羽をもがれた鳥のようなものですね。仕事にも何もなりません」

「ほぅ……」

「医者なんて不自由な商売ですよ。一人じゃどうにもならない。一番えらいようで、一番つぶしがきかない仕事かもしれませんね。どこまでいっても縛しばりから逃のがれられない」

　多岐はやや自じ嘲ちよう気味に言うと、柳原を見た。

「まぁ……そういうごちゃっとした世界が、すでに習い性となっている人種も少なからずいるわけですから、それはそれでバランスがとれているということになるのかもしれませんが。そうは思われませんか？　柳原先生」

　多岐の問いかけに、柳原が軽く眉まゆを上げる。

「……さぁ、私には多岐先生のお言葉の意味がわかりかねます。私は、医師は最高の知性を持ったものとして認識しておりますが。いや、そうでなければならないと自じ戒かいしております」

「知性と品位は、表裏一体……であって欲しいものと思いますよ」

　さらりと切り、多岐は優美に微笑ほほえんだ。

「長話、失礼いたしました。柳原先生もお疲れでしょうから、失礼いたします。以後、兼城先生がご迷惑をおかけすることもないと思いますので」

　多岐の無言の促うながしに、兼城はようやく嗚咽を飲み込んだ。くっと唇くちびるを結び、巳波に支えられたまま、柳原に向かって頭を下げる。

「……いろいろとご指導ありがとうございました。大変……お世話になりました……っ」

　それに対する答えを聞かないまま、多岐は素早く部屋のドアを閉めていた。







「あーあ……」

　エレベータに乗り込むなり、ぱたぱたと顔を扇あおぎながら、ため息をついたのは多岐だった。

「疲つかれるねぇ、こういう役回りは」

　兼城はまだ呆ぼう然ぜんとしたまま、巳波の腕うでに包まれ、ようやく自分の足で立っていられるような状態だ。

「とりあえず、無事？」

　ちらりと向けられた視線に、兼城はこくりと頷うなずいた。

「……殴なぐられてますけど……身体的な意味では無事です……」

　くすっと不ふ謹きん慎しんに多岐が笑い、じろりと巳波に睨にらまれる。

「そういう客観的な言い方ができるようなら、大だい丈じよう夫ぶかな」

「はい……」

　兼城はぺこりと頭を下げる。

「ご迷めい惑わくをおかけして……申し訳ありませんでした……。ありがとうございました……」

「どういたしまして」

　多岐はさらりと笑う。

「ま、たまに自分の影えい響きよう力を確認しておくのも楽しいからね。お気き遣づかいなく。もっと早く助けてあげられればよかったんだけど、いろいろ根回ししてるうちに、君が拉ら致ちされちゃったからねぇ。結構慌あわてたよぉ」

　エレベータが駐ちゆう車しや場じように着いた。ドアが開くと、すぐ前の駐車スペースに止まっていた車が、ライトをフラッシングさせる。

「よ。思ったより早かったな」

　運転席のウインドゥが下がり、ひょいと顔をのぞかせたのは瀬川だった。

「これ以上遅おそかったら、兼城先生の貞てい操そうの危機」

　ややつっけんどんに言って、多岐は助手席のドアを開けた。どうしようかと戸と惑まどっている巳波と兼城に後部座席を示す。

「この人もある意味柳原さんと同類項こうだからね。こき使っちゃえ」

「お、おいおい……」

　瀬川が情けない声を出す。

「だから、柳原と遊んでたのは学生の時だって。あいつも若い頃ころはあそこまで病気じゃなかったんだからさ」

　そして、立ちつくしたままの二人に、軽く手を振ふった。

「ま、とりあえず乗って。ええと……どこに送ればいい？　兼城くんのとこ？」

「いえ」

　巳波が低い声で言った。

「……この状態じゃ、かえってお姉さんが心配するでしょう。俺おれのところで少し休ませてから、送っていきます」

「了りよう解かい。乗って」

　瀬川はドアが閉じるのを確認すると、タイヤを鳴らして、車を発進させた。







「だからね」

　瀬川のハンドルさばきはかなり慣れたものだった。車はコンパクトなドイツ車だ。

「俺と柳原は、大学の頃ころの同級生なんだよ。まぁ、俺は外科に行ったし、あいつは内科だったから、卒業した後はほとんど没ぼつ交こう渉しようだけど、学生の時はそれなりに悪い遊びもしてたわけ」

　瀬川がこりこりと頬ほおのあたりを掻かきながら言った。

「まぁ……学生の頃から少し変わった奴やつではあったよ。ものすごい完かん璧ぺき主義者で、遊びでも何でも一番でないと気がすまないようなところがあったな。俺はあんまりそういうことに頓とん着ちやくしない方だから、それなりにうまくつき合ってたけど、結構シリアスな喧けん嘩かというかね……暴力沙ざ汰たにまで発展した仲間も何人かいた」

「力ずくってのがまず気に入らないね」

　多岐がやや不ふ機き嫌げんに言う。

「インテリジェンスに欠ける」

「そんなこと言ったって、仕方ないだろうが」

　瀬川が苦笑しながら、話を続けた。

「あいつ、柔やわな外見のくせに、何だったかな……何か拳けん法ぽうの段持ちなんだよ。だもんで、医学部なんていう青白きインテリ集団の中じゃ、まさに怖こわいものなしの王様状態だ。しかも、父親は現役の教授だったしな。まさに手に入らないものはないような状態だよ。そんなあいつがちょっとおかしく……というか、妙みような嗜し好こうに走り出したのは、卒業に近い頃だったかな」

　巳波は、まだ小さく震ふるえている兼城を腕うでの中に抱だきしめていた。ちらりとたまに多岐がルームミラー越ごしに視線を送ってくるが、そんなことはどうでもよかった。ただ、寄よる辺べなくすがりついてくる身体からだを抱きしめることしかできなかったし、したくなかったのだ。

「もともと子供っぽいっていうのかな……気に入った奴ほどいじめたくなるっていうタイプだったよ。あいつの人の好みは実にはっきりしていてね、頭脳のスペックというのか……能力の高い奴が好きだった。それで、ルックスがよければ完璧。多岐サンみたいな美人タイプより、兼城くんのように可愛かわいいタイプが好みだったな……」

「僕ぼくのことには言げん及きゆうしなくて結構」

　ぴしゃりと多岐が言った。瀬川はひっぱたかれたような顔をする。

「……今でこそそうでもなくなっているけど、俺おれたちの頃ころの医学部というと、男が圧あつ倒とう的に多かった。もともとそっち嗜し好こうはあったんだろうが、奴やつのお眼鏡めがねにかなうのは、すべて男。最初はちょっとしたゲーム感覚だったことがだんだんマジになってきて……俺と縁えんが切れた頃は、奴にいびり倒たおされて、内科から他の科に転科した奴が何人かいたくらいだった」

「……俺には理解しがたいんですが」

　巳波が無愛想な声で口を挟はさんだ。

「彼の暴走……どう考えても暴走ですよね。それを止める人間はいなかったんですか」

「まぁさ……」

　信号で止まったのを機に、瀬川がぐるりと振ふり向いた。

「それを言われると、俺も痛いんだけどさ。要は、長いものには巻かれろってことよ。あいつの嗜好は実にはっきりしていたから、自分が絶対に被ひ害がいに遭あわないってことも、わかる奴にはわかっていたし、自分はやばいなって奴は、さっさと専せん攻こうを変えて逃にげちまったし。奴が柳原教授の息むす子こってのは、やっぱり大きすぎたよ。結局、大学の医局なんて、研究機関であると同時に、政治の場でもあるからな。大学のポストだから世せ襲しゆう制せいではもちろんないが、やっぱ見方は変わるよ」

「……それに瑞穂……兼城先生は巻き込まれたってわけですか」

「巳波さん……」

　兼城が小さく首を振って、巳波の腕うでを掴つかんだ。信号が青になり、多岐に軽く膝ひざを叩たたかれて、瀬川は車を発進させる。

「……俺も医局に入ってからのことはよく知らない。さすがに奴の所業に気づいた柳原教授が、奴を留学させた……くらいのことは風の噂うわさに聞いたがな」

「兼城先生」

　多岐が優しい声で言った。

「……口止めされていたんだね？　高原には言うなと」

　兼城はこくりと頷うなずいた。

「……最初は、指導医の多岐先生を飛び越こえるようなことだから、自分が挨あい拶さつしてからにして欲しいと言われました。でも……だんだんそうじゃないってわかったけど……もう……怖こわくて……」

「僕ぼくも詳くわしいことを知っているわけじゃないけど、この春に医局を離はなれた赤井先生は、相当ひどい目に遭っていたらしいね。本人は絶対に言わないけど、けがをするほどの乱暴もされていたらしいよ。さすがに見かねた橋本助教授が、自分の顔の利く他県の病院に逃がしたんだけどね」

　多岐が端たん整せいな顔を曇くもらせる。

「……正直迂う闊かつだったよ。兼城先生が医局に戻もどるっていったときに、ちゃんと注意してあげるべきだった。ただ……あんまり僕ぼくが口を出すのも、君のプライドを傷つけてしまいそうでねぇ……」

「いえ、それは」

　兼城はようやく震ふるえの止まった声で言った。

「それは……僕がちゃんとしていればよかったんです。僕が……こんなに弱いから。弱いから、つけこまれてしまったんです。もっと、ちゃんと……」

「あのね」

　多岐が柔やわらかく遮さえぎる。

「今回のことは不可抗こう力りよくだよ。柳原さんも……頭脳型だからねぇ。もう絶対言い訳のきかない、逃にげられないところに獲え物ものを追い込むのよ。もう、そのあたりのうまさは吐はき気がするくらいだね」

「おいおい……」

　いつになくきつい口調の多岐に、瀬川が戸と惑まどった声を出している。

「多岐サン……」

「とにかく、今兼城先生がやるべきことは、ゆっくり休んで、頭も身体からだも回復させて、きちんとした日常に戻もどることだよ。思考力が戻らない限り、僕たちが何を言っても自分を責めるばっかりだろうし、そうなれば、どんどん落ち込んでいくだけだからね」

　優しいが、有無を言わせない強さで言われ、兼城は小さく頷うなずいた。

「はい……」

「ん、今はそれだけ。あ、瀬川先生、そこ右に入って。そう……そこで止めて」

　従い兄と弟こだけあって、多岐は巳波のマンションをちゃんと知っていた。エントランスの前に瀬川の車を誘ゆう導どうし、にこりと微笑ほほえむ。

「じゃあ、巳波センセ、あとよろしくね」

「ああ……」

　巳波は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま頷き、しっかりと前をかき合わせた兼城を抱だき寄せる。

「一哉」

　従兄弟の名前を呼び、少しだけ苦しそうな顔をする。

「……悪かったな」

「どういたしまして」

　多岐はしゃらりと笑う。

「言ったじゃない。嗣俊に恩を売れるならってね」
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　二人は無言のまま、巳波の部屋に入った。微かすかな煙草たばこの匂においが妙みように懐なつかしくて、兼城は泣いてしまいそうになる。

　長かった。ここにたどり着くまで、ずいぶん長い長い回り道をしたような気がする。

「……風ふ呂ろに入るか？」

　巳波がぼそりと言った。兼城は小さく頷うなずく。

「シャワーでいいですから……」

「ああ」

　身体からだには、まだ柳原に触ふれられた感かん触しよくが残っている。あのぞっとするような冷たい感触をぬぐい去らないうちは、巳波に触れることはできないような気がした。くるりと背中を向け、少しうつむいたまま、バスルームに向かって歩き出そうとしたとき、ふいに後ろから引き寄せられた。

「……っ」

　肩かたから胸に腕うでを回し、髪かみに頬ほおをすり寄せるように。

「……何か食べられそうか？」

　ぶっきらぼうに、しかし優しく耳元に囁ささやかれる。兼城の胸がずきりと音をたてる。優しい……優しすぎる。巳波は優しすぎる。兼城は小さく小さく頷いた。

「……少しだけなら」

「わかった」

　ぬくもりがそっとほどかれて、柔やわらかく背中を押おされる。

「慌あわてなくていいから、ゆっくりしてこい。何か、消化のいいものを用意しておくから」

「はい……」

　兼城は、抱だきしめたままだったジャケットとファイルを巳波に預け、バスルームに向かった。







　巳波のマンションは、どこもものが少なく、こざっぱりと片づいている。くしゃくしゃになっている着衣に、自分がされた行こう為いを思い出させられて、兼城は微かすかな吐はき気を覚えた。自分がとんでもなく汚よごれているような気がして、バスルームに駆かけ込み、ろくに温度調節もしないまま、まだ冷たい水をざっと全身に浴びる。

「……俺おれは……」

　何をやってきたんだろう。

　結局一人では、何もできなかった。多岐や巳波、瀬川がいてくれなかったら、きっと今いま頃ごろは取り返しのつかないことになっていただろう。ぼろぼろになって……赤井のように住み慣れたこの街から、逃にげ出さなければならないような羽目に陥おちいっていたに違ちがいない。

　考えが甘あまかった。理想と正義だけでは、この世の中は渡わたっていけない。それを骨身にしみる形で理解させられてしまった。

「でも……でも……っ」

　壁かべに手をつき、やっと暖まってきたシャワーを浴びながら、兼城は固く目を閉じる。

「理想を追っかけなくて……どうするんだよ……っ」

　確かに医師という職業は、究極の現実を見なければならない仕事だ。理想で病気は治らないし、正しいことをやったから、必ず正しい結果が出るわけではない。正しい治ち療りよう方法であっても、患かん者じやによって感受性が違い、必ずしも同じ効果が得られるわけではないからだ。目の前にある現実が全てで、そこに臨機応変に対応していかなければならない。そして、そんな日常に忙ぼう殺さつされるうちに、どんどん理想は逃げていき、半径百メートルの世界で汲きゆう々きゆうと生きることになる。

　しびれる拳こぶしで壁を叩たたき、兼城は虚むなしい涙なみだを流す。

「何で……っ、何でなんだよ……っ」

　どうすればよかったのだろう。こんなことは間ま違ちがっていると柳原に言い、たとえ殺されても、抵てい抗こうすべきだったのか。それとも……柳原の言うままに、身を差し出せばよかったのか。どちらも、兼城が考えていた学究生活とは、あまりにかけ離はなれすぎていて、思考の指先が届かない。

「……これから……どうすればいいんだろう……」

　今はこれでいい。逃げ出して、巳波の胸に抱だかれて眠ねむれば……それでいい。

　しかし、明日あしたから自分はどうなっていくのだろう。また、柳原の元に戻もどり、いっそう激しくなるに違いない理り不ふ尽じんな扱あつかいに甘んじるか、それとも、やっと見つけた研究の道を諦あきらめるか。

　兼城はのろのろと手を上げ、巳波が自分のために用意してくれている、ミントの香かおりのボディシャンプーを手に取った。血が滲にじむほどに、柳原に触れられた肌はだを洗い流しながら、まだ回転数の落ちている頭でぼんやりと考え続ける。

　明日は……いったいどこにあるのだろう。







　いつの間にか巳波が用意してくれた、洗いたてのシャツとジーンズに着き替がえて、兼城はのろのろとリビングに戻った。衣服はどちらも巳波のもので、中で身体からだが泳いでしまう。

「ああ……少しは顔色が戻ったか」

　キッチンに立ち、ミルクパンからポタージュをすくっていた巳波が振ふり向いた。大きめのマグカップにスープを移し、軽いクラッカーと共に、ソファに座った兼城の前に置いてくれる。

「食べられるだけでいいからな」

「はい……」

　兼城はこっくり頷うなずき、ゆっくりと温かなスープを胃に収めていく。巳波は、子供のように両手でカップを持ち、まだ目を赤くしながらスープをすする兼城を、少し離はなれたところから見つめている。

「……瑞穂」

「はい……」

　二人の間の空気はぎこちない。巳波は手持ちぶさたに煙草たばこに火をつけた。少しうつむき、とろりと紫し煙えんを吐はき出す。

「……俺おれは、おまえに何もしてやれなかったな……」

「え……っ」

　兼城ははっと顔を上げた。

「巳波さん……」

　巳波は……ひどく苦しそうな顔をしていた。わずかに顔を背け、口元をゆがめて。

「多岐サンと瀬川サンがいてくれなかったら……俺はおまえを助けてやることもできなかった。いくらえらそうなことを言っても……俺は、おまえのおかれている立場のつらさや苦しみを、完全には理解してやれない。おまえを……本当の意味で助けてやることができないんだ……」

「巳波さん、そんなこと……っ」

　兼城は手にしていたカップを置いた。慌あわててソファから立ち上がり、キッチンのテーブルに寄りかかるようにして立っている巳波に駆かけ寄る。

「そんなこと……本当に思っているんですか……？」

　そっと手を伸のばす兼城に、巳波は苦く笑った。

「おまえも……そう思っているだろう……？」

「そんな……そんなこと……っ！」

　思わず、兼城は叫さけんでいた。巳波の頬ほおに両手で触ふれ、そのまま肩かたから腕うでへと手を滑すべらせ、きつく腕を掴つかむ。

「俺が……俺がどれくらい、巳波さんに頼たよっているか……わからないんですか……？　巳波さんがいてくれなかったら……俺はどこにも吐き出すことができなくて……たぶん、もっと早い時期に沈しずんでしまっていた。立ち上がれなくなっていた。きっと……壊こわれてしまっていた……っ」

「瑞穂……」

「もうだめだ……何回もそう思いました。柳原先生に殴なぐられたり、蹴けられたりして……もう逃にげ出そう……医者なんかやめてしまおう……そう思っても、高原で巳波さんに会うと……ああ、もう少しだけがんばろうって……巳波さんの前に顔を上げて立っていられるように……もう少しだけがんばろうって……」

　兼城は巳波の胸に顔を埋うずめていた。止まったはずの涙なみだがまた溢あふれ出す。そっと、まだしっとりと濡ぬれている髪かみを巳波の指が撫なでてくれる。

「……あんまり泣くな。いい年した男が」

「泣かせているのは……巳波さんじゃないですか……。俺おれ……巳波さんに助けてやれないなんて言われたら……どうすればいいんですか？　巳波さんだけ……巳波さんだけなのに……っ」

　いつの間にか、兼城は巳波の腕の中にいた。すっぽりと抱だきしめられ、全身に甘あまく優しい体温を感じる。

　溶とけていく。固く強ばっていた頬ほおも、冷たく凍こごえていた肌はだも。全すべてが柔やわらかく溶けていく。

「そんなこと……言わないでください。お願いですから、言わないでください。俺を……支えていてください……っ」

　ゆっくりと顔を上げると、目を細めて見つめている巳波と視線がかみ合った。そっと顔を近づけて目を閉じる。唇くちびるに触ふれるぬくもりは、じんと身体からだの奥おくにしみてくる暖かさだ。

　キスはどんな雄ゆう弁べんな言葉よりも、もっとたくさんの会話を交わすことのできるアイテムだ。触れ合う一いつ瞬しゆんで、どんなにお互たがいを思い合っていたか、どんなに触れ合いたかったかが通じ合う。

「……俺でいいんだな？」

　額に乱れかかる前髪を指先でかき上げてくれながら、巳波が囁ささやいた。

「本当に、俺でいいんだな……？」

　目を閉じたまま、兼城はうっすらと微笑ほほえんだ。

「そんな……気弱なの、巳波さんらしくないな……。俺は、傲ごう岸がん不ふ遜そんで死ぬほどの自信家の巳波さんが好きです。俺のちっぽけなプライドなんかねじ伏ふせてくれる……そんな巳波さんが好きです」

　再び、唇に触れていきながら、兼城は最後の言葉を告げる。

「……ずっと……愛しています」







　久しぶりの巳波のベッドは、ずいぶんと広い気がした。目を閉じて、暖かい素す肌はだにくるみ込まれていると、そのままずぶずぶと眠ねむりの海に沈しずみ込んでいってしまいそうだ。

「……ずいぶんやせたな……」

　滑なめらかな背中と腰こしに腕うでを回し、ぴったりと身体からだを合わせて、巳波がつぶやいた。

「骨が当たりそうだ……」

「怖こわくて体重計にも乗っていませんけど……服は楽にワンサイズ変わりましたね」

　くすくす笑いながら言う兼城に、巳波は呆あきれたように首を振ふる。

「そんなの……笑いながら言うなよ。怖こわい奴やつだな……」

「巳波さんのそばにいれば、いくらでも笑えるんです……」

　語尾がとろりと溶とけた。

「もっと……そばに来てください……。隙すき間まができちゃうと……寂さびしいから」

「ああ……」

「ちゃんと……抱だいてくださいね……。俺おれの中の巳波さん……もう空っぽになりそうだから……」

　疲ひ労ろうと眠ねむ気けで、兼城の中の理性はほとんど飛んでしまっているのだろう。普ふ段だんなら、絶対に口にしないような言葉で誘さそってくる。ふうっとネコが伸のびをするような感じで、兼城が身体からだを伸ばした。と、巳波の目の前にさらされた白い首筋に、微かすかに赤い痕あと。

「……」

　そっと指先でなぞると、少しくすぐったそうに首をすくめた後、ふっと眉まゆ根ねを寄せた。それは微かすかな不快の表情。

「ここ……」

　軽く唇くちびるを触ふれると、兼城の背中がびくりと震ふるえた。

「……あいつか？」

　多岐と巳波がホテルの部屋に踏ふみ込んだとき、兼城はベッドの下にうずくまっていた。ネクタイを外され、シャツもジャケットも全すべてはだけられて、何をされたかは考えなくてもわかる状態だった。

「そこ……だけだから……」

　兼城が掠かすれた声で言う。

「他は……何もされていないから……」

　その言葉に、巳波は改めてぞっとする。ホテルの部屋を突つき止め、踏み込むのが後少し遅おくれていたら……。

「瑞穂……」

　薄うす赤あかい誤った所有の印を、巳波は自分の唇で覆おおってしまう。少しきつく吸うと、兼城が甘あまく声を漏もらした。

「ん……っ」

　うっとりと潤うるんだ柔やわらかい肌はだが巳波をとらえて、離はなさない。触れあうところから体温が上がり、兼城のつま先がシーツの冷たいところを探し始める。指先、髪かみの先……全てに熱が伝わり、ふわりと身体が浮うき上がる。

「……あったかい……」

　兼城がふわっとつぶやいた。

「巳波さん……暖かくて……気持ちいい……」

「……寒かったのか……？」

　首筋から肩かた、胸元へと優しく唇くちびるでたどりながら、巳波が低く囁ささやく。どこもかしこも骨が浮うくほどに痩やせてしまってはいるが、滑なめらかで優しい肌はだの感かん触しよくは変わらない。どこかほっとするものを感じて、巳波は改めて、兼城を抱だきしめた。

「……そんなに……寒かったのか？」

「うん……だから、いっぱい暖めて……」

　疲つかれ切った身体からだの反応は、いつもよりずっと鈍にぶくて、緩ゆるやかだ。だが、波が高くならない分だけ、小さく間断なく快感は訪れる。うっとりと目を閉じたまま、兼城の喉のどがゆっくりと上下し、唇から甘い吐と息いきが漏れる。

「ん……う……ん……っ」

　巳波も無理をしない。兼城の表情を見つめ、彼の眉まゆ根ねが寄せられることがないよう、ただ甘あまく声をあげるところだけを探して、彼の身体をゆっくりと高めていく。熱くするよりも暖めるように。抱きすくめるよりも包み込むように。

「……巳波さん……巳波さん……っ」

　兼城が、繰くり返し巳波の名を呼ぶ。そのたびに、巳波はきゅっと抱きしめる腕うでの強さと口づけで答える。抱いているのは自分だと……暖めているのは自分だと、甘い肌に答えを記す。

「あ……あ……っ」

　あげる声が高くなった。ゆっくりと触ふれた指先に、とくりと震ふるえる熱が伝わる。

「……大だい丈じよう夫ぶか……？」

　気き遣づかう言葉に、柔やわらかくなった身体からだは無言の答えを返す。とろりと濡ぬれたまなざしと切ない吐と息いきで。

「……瑞穂……っ」

「あ……っ、あ……ん……っ」

　抑おさえることもなく、声が溢あふれる。

「あ……ああ……ん……っ」

　少しずつ少しずつ、身体に熱が宿り始める。緩ゆるやかに揺ゆすり上げられて、忘れかけていた熱さが記き憶おくの奥おくから呼び戻もどされる。

「巳波さ……ん……っ」

「瑞穂……瑞穂……っ」

　愛いとしくて、離はなしたくなくて。ただ、お互たがいを抱だきしめる。

　あなたしかいない。どんな想おもいもどんな言葉も、何もかもを受け止めてくれるのは、あなたしかいない。

「あ……っ、あ……っ！」

　思い出す。暖かさを越こえた熱さを。やっと思い出す。全すべてを与あたえ合い、奪うばい合う口づけを。







　ことりと小さく咳せきをして、兼城は容易に開かない瞼まぶたをようやく押おし上げた。

「……ああ、悪い」

　ぼそっとつぶやいて、巳波が煙草たばこをそっと消すところだった。

　喫きつ煙えん習慣のない兼城に気遣って、初めて会った頃ころよりずっと軽い煙草に変えてくれているのだが、たまに無防備に副ふく流りゆう煙えんを吸い込むと、兼城はむせてしまうことがある。

「大丈夫です……」

　まだけほけほと咳き込みながら、兼城は熱くなる頬ほおを意識して苦笑する。自分が咳き込んでいる理由はちゃんとわかっているからだ。明らかに声の出しすぎである。自分がいったいどれほどの声をあげたのか……あまり考えたくない気分だ。

「今……何時ですか？」

「九時を回ったところだ。よく寝ねていたな」

「え……」

　兼城はぐるりと首を回して、カーテンの外を透すかし見る。

「九時って、もしかして……」

「もしかしなくても午前だ。おまえ、たっぷり十時間近く爆ばく睡すいしていたんだぞ」

　巳波はベッドサイドから立ち上がりながら、新しい煙草たばこに火をつけていた。

「巳波さ……っ」

「ああ、まだ寝ねていていいぞ。医局の方の根回しは、多岐サンがやっておいてくれるそうだ。あいつも変なところに顔が利くからな。後で何を要求されるか怖こわいところだが、今のところは好意とやらに甘あまえておけ」

　一度キッチンの方に行き、巳波はグラスを片手に戻もどってきた。

「熱いのも冷たいのも刺し激げきになりそうだから、適当にぬるくしといたぞ」

　受け取ったグラスからは、紅茶のいい香かおりがした。砂糖が入っていなくても甘あまく感じるそれを、兼城は一気に半分ほども飲んでしまう。

「おいしい……」

　ベッドに起きあがった兼城をくるりと毛布でくるむと、巳波はぎゅっと抱だきしめた。

「巳波さん……？」

「しかし……おまえもいい加減心臓に悪い奴やつだよな……」

　しみじみと言われ、兼城は力無く笑ってしまう。

「す、すみません……そのつもりはないんですけど……」

「案外耐たい久きゆう性せいがあって、打たれ強いのは結構だが、もうちょっと周囲への影えい響きよう力を考えてくれ。おまえ、自分が思っている以上に、まわりの人間に愛されているし、大切に思われてるんだぞ」

「はい……」

　素直に頷うなずいて、兼城ははっと顔を上げた。

〝周囲って……三浦……っ〟

　長年の親友にいきなり抱きしめられて、キスされそうになったのは、まだほんの二週間ほど前のことだ。あれ以来、三浦の顔を全く見ていない。兼城が外科のフィールドに入り込まないよう気をつけていたせいもあるが、よく顔を合わせていた食堂やカンファランス室でも会わなくなったところを見ると、三浦もきっと兼城を避さけているのだろう。

「……巳波さん」

　兼城はまだ自分を抱きしめている巳波の顔をそっと見上げた。

「俺おれ……何か危ない感じします？」

「あ？」

　巳波が眉まゆを寄せた。兼城は慌あわてて言葉を続ける。

「えと……大切にしていただけるのはありがたいんですけど……こう……何て言ったらいいのかな……俺って、つけ込みたくなるタイプですか？」

「瑞穂」

　巳波が呆あきれかえった顔をしている。

「遠回しに言うのはやめろ。おまえにそういう真ま似ねは似合わん。何が言いたいんだ、いったい」

「え、えと……」

　兼城はうつむくと、指先で毛布のけばをいじった。何をどう言っても、自己嫌けん悪おに陥おちいりそうだ。

「巳波さんは……俺おれも好きになったから特別だけど……。でも、柳原先生にも目を付けられたし……」

「もってことは、他にもあるってことか？」

　さすがに巳波である。さっしはいい。兼城はこくりと小さく頷うなずいた。

「てことは……ああ、三浦先生だな」

「え……っ」

　あっさりと言われて、兼城はただでさえ大きな目をなお大きく見開く。

「巳波さん……」

　巳波はひょいと兼城をベッドに残し、空になったグラスをさらって、キッチンの方に出ていく。

「巳波さん……っ！」

　大きな声を出すと、またけほけほと咳せき込んでしまう。巳波がすぐにグラスを持って戻もどってきた。今度は二つだ。さっきより少し冷たい紅茶が入っている。

「……ありがとうございます……」

　こくりと一口飲んで、兼城は軽いため息をついた。

「三浦とは……長いつき合いになるんです。大学に入ったときからだから……もう十年近いかな。入学ガイダンスのとき、偶ぐう然ぜん隣となりに座って、それからずっと一いつ緒しよだったんです。あいつは何につけても器用で、人付き合いもいいから、どっちかっていうと引っ込み思案な俺おれは、あいつのおかげでずいぶんと助けられました。今の俺があるのも、あいつのおかげだと思っています……」

「瑞穂」

　巳波の手が、さらさらと兼城の素直な髪かみを撫なでる。

「三浦先生は……最初からおまえが好きだったんだと思う。まぁ……一ひと目め惚ぼれか。それに近かったんじゃないかと思うぞ」

「一目惚れって……」

　絶句する兼城に、巳波はクスリと笑う。

「よきにつけ悪あしきにつけ、おまえは人にそれだけのインパクトを与あたえるよ。そのでかい目でまっすぐに見つめられれば、ぐらっと来る奴やつは来ちまうな」

「そんな……っ」

「まぁ、それだけじゃもちろんない。三浦先生も、見た目ほど軽いタイプじゃないからな。何にでも一生懸けん命めいに向かっていくおまえをずっと見ているうちに、本当に目が離はなせなくなっちまったんだろう」

「俺おれは……」

　兼城は両手でグラスを抱かかえて、ぼんやりとつぶやいた。

「三浦は……一生つき合っていける親友だと思っていました。巳波さんとは全然別の意味で、あいつは大切な存在でした。でも……もう、今までと同じようにつき合っていける自信がないんです。何か……全部が一度に変わってしまったような気がして……ものすごく不安で……怖こわくて」

「昨日と同じ今日はないし、今日と同じ明あ日すはないよな」

　さらりと巳波が言う。ベッドの端はしに座り、兼城の髪かみをなだめるように撫なでてくれながら。

「結局、変わらないものはない。日々、何かが変わって、何かが壊こわれていく。それは誰だれにも止めようがないんだと思う。だから、あとできることといえば……何かを新しく作っていくことだろうな」

「新しく……作る？」

「ああ」

　巳波は照れたように横を向くと、ひょいと煙草たばこをくわえた。

「三浦先生もたぶん、自分なりに考えていると思う。俺は仕事上毎日あの人の顔を見ているが、結構しまったいい顔してるよ。たぶん、瑞穂との関係は断ち切りたくないはずだから、あの人なりに考えて、答えは出してくるだろう」

「答えって……俺はそれを待っているしかないんですか？」

　不安げに瞳ひとみを揺ゆらす兼城に、巳波は軽く肩かたをすくめる。

「じゃあ聞くが、瑞穂はどう答えを出すんだ？　わかってるか？　おまえが三浦先生に出せる答えは、イエスかノーしかないんだぞ？」

　ふっと顔を背け、煙草たばこに火をつけながら、巳波は続けた。

「どっちの答えにしても、おまえは三浦先生という友人を失うことに変わりはない。それは三浦先生も同じだ。いや、むしろ彼の方が失うものは多いだろうな……。おまえは親友を失うだけですむが、彼は親友と片思いの相手を一度になくすことになるんだ」

「……」

「だから、たぶん選んで答えを出すのは、おまえじゃない。置かれた状じよう況きようが不利な方に、選せん択たくの余地ってのは与あたえられるべきだ」

　軽く合わせられただけのカーテンの隙すき間まから、きらきらとまぶしい光がこぼれている。日はすでに高くなっている。昨日と違ちがう一日が、もう始まっているのだ。

「さて……そろそろ、エネルギー補ほ充じゆうをした方がいいな。起きられそうか？」

　手を差し出されて、兼城はこっくり頷うなずいた。ぽんと投げられたバスローブを羽織って、ベッドから降りる。

「……何だか、まだ頭の中がごちゃごちゃになってます」

　ふうっとため息をついた兼城に、巳波は軽く笑う。手を伸のばして、小さな頭をきゅっと掴つかんで。

「何もかもわかっちまったら、それはそれでおもしろくないだろ？」

「そうですか？」

　ちょっとだけ不満顔の兼城をバスルームに放り込み、巳波はドアを閉めながら言う。

「人なんざ、そんなにえらいもんじゃないさ」
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「ああ、もう大だい丈じよう夫ぶなの？」

　三週間ぶりの高原病院勤務である。少しだけためらった後に開けたカンファランス室は、いつもと変わらない朝の光に満ちていた。テーブルに座っていた多岐がふわりと振ふり向く。

「顔色戻もどったね」

「……いろいろとご迷めい惑わくをおかけしました」

　丁てい寧ねいに頭を下げる兼城に、相変わらずののんびりとした風ふ情ぜいで、朝のコーヒーを楽しんでいた多岐が微笑ほほえむ。

「全然。結構おいしいところ、さらわせてもらったしね。お気になさらず」

「はぁ……」

「巳波センセに恩も売れたから、こっちとしては何の損もないもん」

　飄ひよう々ひようと言う多岐に、何となく毒気を抜ぬかれて、兼城はすとんとテーブルについた。

「で、医局の方には？」

　氷を浮うかせた猫ねこ舌じた用モーニングを楽しみながら、多岐が言う。兼城は軽く首を振った。

「えと……勤務があるので、顔は出していますけど、まだ……具体的なことは」

　これからの身のふり方である。今回のことで、兼城は講師である柳原を敵に回してしまったに等しい。柳原派らしい医局長の松岡も同様である。そうなると、医局内の兼城の立場はないと思って間ま違ちがいない。縦社会のつらさである。

「ふぅん」

　軽く頷うなずいて、多岐は長めの前まえ髪がみをさらさらとかき上げて、白い額をあらわにした。

「あのねぇ……これ言うと、兼城先生嫌いやがるかもしれないんだけど」

「はい？」

　テーブルの上にいつも伏せてあるコーヒーカップを取り、近くのポットからお茶を注つぐと、兼城はこくりと一口飲んだ。

「何でしょう」

「もし、大学の方をやめて、こっちに就職するんなら、それでいいんだけどね。もし、まだ研究を続ける根性と気力があるなら……」

「多岐先生」

　兼城はぴたりと手を止め、背筋を伸のばした。ちらりと視線を送る多岐を見つめ、真しん剣けんな口調で言う。

「やっぱり……気力が必要ですか……？」

「そりゃね」

　多岐がうっすらと笑う。

「柳原さんは手て強ごわいよぅ。まぁ、もう身体的に危害くわえられることはないと思うけど、精神攻こう撃げきはあるものと思った方がいいね」

「はぁ……」

「でも、それでもいいなら……」

　がっくりうなだれた兼城を、多岐はじっと見つめている。

「……橋本助教授が後を引き受けてくれるよ」

「え……っ」

　兼城はぱっと顔を上げた。

「……本当……ですか……？　あ、でも……」

　すぐにある事実に突つき当たって、兼城はうつむいてしまう。

「それって……多岐先生が……」

「あはは、やっぱり気づくよねぇ」

　多岐がのほほんと言った。

　橋本助教授は、柳原の言葉を信じるなら、多岐を特別に可愛かわいがっているのだという。その多岐の頼たのみだから、兼城というある意味のトラブルメイカーを引き取ってくれるのだ。そこに、兼城自身の能力や意図はない。

「うーん、これを信じるかどうかは兼城先生次第だけど、橋本サンは、もともと君には興味を持っていたんだよ？　あの発表聞いて、なおその意は強くなったみたいでさ、僕ぼくが話持っていったら、渡わたりに船とばかりにＯＫしたしね。このへんは、僕がどうこういうより、兼城先生自身の耳で橋本サンに確認した方がいいと思うけど」

　多岐はさらさらと髪かみをいじりながら、あっさりとした口調で言う。

「割り切り方としてはねぇ……僕は確かに橋本サンに気に入られてるよ、これはほんと。でも、彼は僕のルックスにはまってるわけじゃなくてね、僕の能力とやらにはまってるわけ。僕自身はよくわからないけどね。その僕に、君は気に入られてるわけ。僕だって、君のルックスに惚ほれ込んでるわけじゃなくて、君の一生懸けん命めいさとか飲み込みの早さ、柔じゆう軟なんな思考力を認めてるわけね。橋本サンとしては、やっぱり、自分の認めた僕がさらに認めている君には、興味を抱いだかざるを得ないの。わかる？」

「はぁ……」

「ま、それで納得できなかったら、巳波センセのこと、考えれば？」

「は、はい？」

　いきなり巳波の名前だ。兼城は自分の顔が熱くなるのを感じながら、ぱちぱちと大きな目を瞬しばたたいた。

「あ、あの……」

「あの人は、僕以上に能力重視の人だもん。その彼に認められてるんだからさ、もうちょっと自信持っていいと思うよ」

　多岐はすうっとコーヒーを飲み干すと、席を立った。兼城も慌あわてて、後を追う。

「た、多岐先生……っ」

「答えは急がなくていいよ。橋本サンも君の置かれた状じよう況きようはわかってるしね。ま、考えておいてくれって言ってた」

「はい……」

「さぁて、仕事仕事。今日もがんばろうねぇ。患かん者じやさんは待っててくれないよぅ」

　ぽんと軽く兼城の肩かたを叩たたいて、多岐は颯さつ爽そうとカンファランス室を出ていく。

「多岐先生……っ」

　兼城はカンファランス室のドアのところで立ち止まる。多岐が振ふり向いた。

「……ありがとうございました……っ！」

　深く深く頭を下げる兼城に、多岐はにこりと最高の笑顔を見せ、さらりと手を振る。

「礼はいらないよ。それより、しっかり働こうねぇ」







　学会がらみで休んでいる間に、事務的な仕事が山のようにたまっていた。

「うわ……何だよ、これ……」

　ちょうど請せい求きゆう時期にかかっているせいか、病名をつけなければならないカルテとチェックが必要なレセプトが、どさりと医事課から回ってきていた。

「一晩でこんなにやれってか……」

　週に二日しか高原に来ない兼城としては、やはりこの当直中に片づけてしまわなければならない仕事だ。デスクワークは苦手だが、眺ながめていたところで片づくわけもない。

「仕方ない……がんばるか……っ」

　とりあえず、手近のカルテを開いたときだった。こんこんと小さなノック。

「はぁい」

　食事を運んでくれる給食の職員だろう。背中を向けたまま返事をする。

「……みーちゃん」

　そっと呼びかける声に、兼城は慌あわてて振ふり向いた。

「三……浦……っ」

　思わず手にしていたカルテを取り落としてしまう。ばさりっと床ゆかに落ちて散らばったそれを、ゆっくりと入ってきた三浦が拾い上げ、丁てい寧ねいに揃そろえてテーブルに載のせてくれる。

「……久しぶりに顔見るよな」

「あ、ああ……」

　思わず、椅い子すの上で身を引く兼城に、三浦は苦笑している。

「んな嫌いやな顔するなって。俺おれがつき合っている相手にジェントルなのは知ってるだろ？　俺は合意の上でしかやんないの」

「……全然ジェントルなんかじゃなかったぞ……」

　ぼそぼそと言う兼城に、三浦はあははと笑う。

「たまぁにキレることもあるけどさ。それだけ惚ほれてるってことよ。自分をコントロールできるうちは、たぶん本気じゃないってことだよ」

「そんなの……身勝手な言い分だ」

　兼城は子供のように唇くちびるを尖とがらせる。

「こっちの身にもなれよ」

「ああ……そうだよな」

　三浦は何となく情けない表情で兼城を眺めている。ラテンの入ったハンサムも、今夜はびしょぬれになった大型犬の風ふ情ぜいだ。

「みーちゃん……何か、すごく大変な目に合ったらしいな……」

　兼城は軽く肩かたをすくめる。

「まぁ……すごくかどうかはわからないけど、二度としたくない体験ではあったな。多岐先生がいてくださらなかったら、かなり大変なことにはなったと思う」

「みーちゃん……」

　三浦は少し距きよ離りを置いたまま、兼城を見つめている。その目の色は、今まで見たことがないくらい切なげなものだ。

「俺おれ……みーちゃんには何もしてやれなかったんだよな……」

「え……」

「みーちゃんが本当に大変でさ、助けてあげなきゃならないときに……俺はみーちゃんを泣かせるような真ま似ねしかできなかったんだよなぁ……」

　しみじみと言われて、兼城は見慣れた親友の顔を見上げる。いつもどこか本音の見えないふざけた笑みはそこになく、真しん摯しな男の顔をしている。

「三浦……」

「女の子なら、泣かしたことないのになぁ。一番大好きなみーちゃんを泣かすなんて……俺って最低かも」

　三浦は深いため息をついた。こりこりとこめかみのあたりを掻かく。ちょっと芝しば居いがかった仕草だが、たぶんに照れがあるのだろう。

「だからさぁ、とりあえずみーちゃん泣かさないようにする」

「は……はぁ……？」

　どうにも話が見えなくて、兼城は間ま抜ぬけな声を出してしまう。

「あの……三浦……？」

「とりあえず、多岐先生とか巳波さんみたいな、みーちゃんの仕事上のベストパートナー目指して、俺のいいとこいっぱい見せることにする。それでさ、俺のこと見直してもらうから」

「見直すって……」

「んで、改めて迫せまることにするから。みーちゃんがぐらっとくるくらいいいとこ見せてから、本格的に迫ることにしたから」

「ほ、本格的にって……。俺はそんな気ないぞっ」

　兼城は慌あわてて叫さけぶ。

「いくらいいとこ見せられたって、俺はおまえに対して、そんな気持ちこれっぽっちもないからなっ」

「ま、待ってて。俺って、けっこうかっこいいんだよぉ」

　言いたいことだけ言うと、三浦はさっと身を翻ひるがえし、カンファランス室を出て行ってしまう。

「こ、こら……っ。人の話を聞けーっ」

　兼城の渾こん身しんの叫びは、準夜帯の闇やみに消えていく。

「な、何なんだよ……今の……っ」

　一人残されて、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。

「……何考えてんだよ、あのバカは……っ」

　これが巳波の言った答えというものなのだろうか。三浦は何を選び取ったのだろう。

「俺おれと……縁えんは切らないっていう……ことなのかな……」

　あのまま、三浦があくまで兼城との恋こい人びと関係を結びたいと言い続けたとしたら、兼城は彼を拒きよ絶ぜつするしかなかっただろう。

「わかって……いたんだな……」

　兼城がそれを望んではいないことを。だから、ああしたふざけた言い方で、兼城の意志を尊重してくれた。三浦は……兼城が親友として信しん頼らいしていた三浦はそういう男だった。

「ごめん……三浦……」

　答えてはやれない。しかし、なくしたくない。そんなわがままな自分を、三浦は受け止めてくれたのだ。

「ありがとう……」

　どうして、こんなにみんな優しいのだろう。つまずけば、手をさしのべてくれる人がいる。うずくまれば、抱だき起こしてくれる人がいる。

「……ありがとう……」

　少しだけ泣きそうになる。

　あまりに……あまりに、世界が優しすぎて。

　兼城は子供のように、自分の袖そでで頬ほおにこぼれたものを拭ぬぐう。

「ありがとう……っ」

　誰だれに向けるともなく、感謝の言葉を繰くり返す。

　届かないけれど。今はまだ届かないけれど、いつか届くように。この想おもいが。両手で抱かかえても抱えきれない……胸の中に溢あふれる暖かな気持ちが。







「兼城先生……」

　看護婦が後ろからそっとのぞき込んでくる。

「うん……」

　全身に黄おう疸だんを起こしている患かん者じやに、エコー検査をしながら、兼城は頷うなずいた。三十分ほど前に、救急搬はん入にゆうされた患者だった。

「……夜で悪いんだけどさ……刺さすしかないと思うんだよね。石が嵌かんとんしちゃってるから」

　見上げた時計は午前零時に近い。当直は深夜帯に入っている。スタッフを集めるのも大変だろうが、総そう胆たん管かん結石が胆たん汁じゆうの流出する部分につまってしまっている状態では、放っておくこともできない。臨りん床しよう症しよう状じようから見ても、血液検査の結果を見ても、またこのエコーを見ても、火急に胆汁を体外に排はい出しゆつする処置をとらなければならないことは明白だ。五ミリを越こえたら穿せん刺しの対象となる胆たん管かんの太さは、すでに七ミリを越こえている。逃にげ場のなくなった胆たん汁じゆうが充じゆう満まんしているのだ。

「ＰＴＣＤやるから……ええと、まず多岐先生に連れん絡らくとって……多岐先生がだめだったら、外科の瀬川先生ね、で、連絡取れたら、俺おれに教えてください。俺が話しますから」

「はい」

「それから、ＰＴＣＤの準備と機械を出せる看護婦を呼んでください。内視鏡介かい助じよの人がわかるかな。それと……レントゲンの人を」

「はい、わかりました」

　看護婦が出ていき、兼城は暗くしていた検査室のライトをつけた。

「……ええと、検査の結果ですが……」

　そして、不安そうな顔をしている患かん者じやに向かって、話を始めた。







「何かさ……」

　術衣に着き替がえて、放射線科に現れた多岐はくすくす笑っている。

「前にもこういうシチュエーションあったよねぇ」

　どういう生活をしているのかわからないが、午前一時近くに呼び出されても、眠ねむそうな顔一つせず、テンションは昼と変わらない。

「……よく覚えていますね」

　同じように術衣に着替え、マスクと帽ぼう子しをつけながら、兼城も笑った。

「三浦と飲んでて……それが巳波さんに見み抜ぬかれて、むちゃくちゃに怒おこられましたっけ」

　兼城がこの高原に来たばかりの頃ころだ。思えば、あれがある意味、二人が近づく一つのきっかけだった。

「ちょっとはあれから進歩したか？　今日はワントライするんだろ？」

　せっせと機材の準備をしながら言うのは、巳波である。彼もどんな時間に呼び出しても、テンションはまったく変わらない。恐おそらく、多岐も巳波も切り替えの早いタイプなのだろう。瞬しゆん間かん的に仕事モードに切り替わるのだ。

「ここまで広がってれば、目つぶってても刺させるよぉ」

　兼城が撮とったエコー写真を見ながら、多岐がのんびりと言う。

「お任せだなぁ」

「うわ……プレッシャーかけてます？」

「うん、思いっきり」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない口調で言って、多岐はマスクと帽子をつける。

「あ、エコーの方、準備できたら、ちらっと見せてねぇ」

　患かん者じやを透とう視し台だいに乗せ、本格的にＰＴＣＤの準備が始まった。次々に機材が運ばれ、清潔にした台に広げられる。深夜だからといって、手て抜ぬきも省略も許されない。現場はいつでも真しん剣けん勝負だ。

「……いいことあったか？」

　多岐が検査室に入っていくのを見ながら、巳波がそっと囁ささやいた。耳元に触ふれる吐と息いきが暖かい。

「……どうして？」

　ちらりと兼城が視線を向けると、さりげなく背中に手が当てられた。術衣一枚の少し冷たい肌はだに、そのぬくもりはほんのりと優しい。

「吹ふっ切れたいい顔してるからさ。おまえはほんと、わかりやすいよな」

　ぽんぽんと頭を叩たたかれ、兼城はくすっと笑ってしまう。

「……あとで話します」

「ああ」

「あとで……いっぱい話があります」

「そうか」

「言いたいこと……いっぱいあります」

「ああ、いくらでも聞いてやる」

　意識しなくても合う視線。言葉にしなくても通じる心。　

「兼城先生、お願いします」

「はいっ、今行きますっ」

　ぽんともう一つ背中が叩かれた。兼城はこくりと頷うなずいて、検査室に入っていく。すでに準備は整っている。

「じゃあ、始めようか」

　多岐のおっとりとした声。

「兼城先生」

「はい」

　背中に支えてくれる視線を感じながら、兼城は息を吸い込む。

「ＰＴＣＤを始めます。消毒を下さい」







　歩く道は平へい坦たんではない。

　明るい昼ばかりでなく、星も見えない夜もある。

　うつむいて、時にうずくまって……もう、歩けないと思う闇やみもある。

　それでも、顔を上げれば、ほんの微かすかな光が地平線の向こうに見える。

　光は、顔を上げていなければ見えない。

　だから、しっかりと顔を上げよう。足元を踏ふみしめて歩いていこう。

　支えてくれる暖かな手を信じて。

　道は、必ず続いているから。

　必ず、光のある場所に続いているはずだから。









すれちがいの純じゆん情じよう３




優やさしさの向むこう側がわ









春すの原はらいずみ
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